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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ヴァルハラ──神が人々に与えた【システム】が存在する世界。

　不浄の魔力により生み出された魔物と戦うために与えられた【レベル】というシステムによって、人々は力をつけていく。

　魔物と戦う、もしくは冒険をする人間は【冒険者】と呼ばれた。

　歴史を辿たどれば冒険者の起源となる人物は数千年も前に存在していたという。一番最初の冒険者──アルムントは神との契けい約やくによりレベルを取得。後に人々は生まれつきレベルシステムを身に宿すようになった。

　しかし、神の裁さい量りようにより制限──つまり【カンスト】が課せられた。神が人間が神に近しい力を手に入れ世界のバランスを崩すことを恐れたためだ。もちろんレベルを上げること自体も簡単にできないよう篩ふるいに掛けるような仕組みとなっている。

【昇しよう華かの儀ぎ】と呼ばれる儀式を行わなければレベルは一定の値から上がらない。これもまた、悪しき者が力をつけすぎないようにするためである。

　人間とは貪どん欲よくで傲ごう慢まんで──我わが儘ままである。神の選別を潜くぐり抜ぬけた者のみが冒険者の頂点であるレベル５００──上限達成カンストが許されるのだ。

　そんな茨いばらの道を潜り抜け、たった三年でカンストした青年が存在した。




　スタイダスト──冒険者がヴァルハラ中で一番集まる街。その街の一角に二階建ての赤い屋や根ねが目印の家がある。家と表現したが、スタイダストの住人達はただの住まいとは認識しておらず、雑貨店──という印象が強い。

　赤い屋根の家には大きな看板が掛かり──『１００ゴールドショップ　ウサギ屋』と目立つ文字で書かれていた。

　建物の中に入ると目に飛び込んでくるのはびっしりと壁かべや棚に並べられたアイテムだろう。生活用品やヴァルハラの人間が見たこともないような商品が並んでいる。生まれて初めて見る商品に興味津しん々しんのお客さんは、店内のあらゆる箇所に目移りしていた。

　そんなお客さんがキョロキョロしていると、一人の青年がいることに気づく。

　エプロンを着用しており、一目でこの店の店員だということが分かった。

　お客さんはアイテムの使い方が気になるのか、近寄って質問を始めたのだった。

　さて、青年の名前は赤あか松まつ宮みや兎と──この『１００ゴールドショップ　ウサギ屋』の店主オーナーである。少し伸びたボサボサの黒くろ髪かみ。大きい黒い瞳ひとみと少し太めの眉まゆ。童顔に見えるなんとも平凡な顔──特にこれといった特とく徴ちようがない青年、それが赤松宮兎である。

　宮兎が『ウサギ屋』の店主オーナーというのはスタイダストの住人なら誰でも知っている。数ヶ月前にオープンしたばかりだが、全品１００ゴールドの手軽さと商品の多さで顧こ客きやくを獲かく得とくし、このようにスタイダストの外──他の町からわざわざ『ウサギ屋』へ足を運ぶお客さんも現れた。

　そもそも彼が何な故ぜ『ウサギ屋』をオープンさせることになったのか。

　その理由は──彼の秘密に答えがある。

　レベル５００──カンストに到達した冒険者は歴史上七十七人のみ。カンストはそれほど険けわしい道のりで、誰でも簡単に達成できるものではない。だが、先ほども述べたように宮兎はたった三年でカンストを果たした。その時に手に入れたスキル──【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】が彼の行動を決定づけた。

【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】の効果はランクの高いアイテムを素材に、低ランクアイテムを大量生産できる。また、検索さえヒットすれば創れない物はない。さらに思い通りの効果を付加することができる──かもしれないというものだ。

　曖あい昧まいな表現なのは、未いまだに【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】の効果を宮兎自身が完かん璧ぺきに把は握あくしきれていないからだ。

　創り出そうと思ったものが魔物になったり、付加した効果が強すぎたりとまだまだ制御できていない。とはいえ、変な効果を無理やり付加しなければ、ほとんどが成功している。

　そんなスキルを手に入れた宮兎。彼にはもう一つの秘密が存在する──元々ヴァルハラの人間ではなく、地球からやってきた異世界人ということだ。

　レベルがカンストし、異世界での目標を見失った宮兎は【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】を使い、元の世界でアルバイトをしていた１００円ショップをスタイダストで始めようと考えた。安易な考えだったが、彼自身が「できる」と確信が持てたことがこれぐらいだったからだ。

　話を戻そう。

　お客さんから商品の説明を求められたので、宮兎は丁てい寧ねいに答えている。

「ミヤト・アカマツ！　これはどんな商品なんだ？」

　今度は別のお客さんが一つのアイテムを手に取って宮兎へ渡す。

　持ってきたのはいわゆる【懐かい中ちゆう電でん灯とう】だ。

　だが、ヴァルハラの人間にとってそれは異世界の産物であり、見たことのない珍めずらしい物だった。旅行客達が夢中になるのも無理はない。

「これは懐中電灯と呼ばれるアイテムです」

「カイチュウデントウ？」

「そうそう、実はこれが一番の売れ筋商品なんですよ」

「ほー、冒険者の街で一番売れるアイテムとはどういうものなんだ？」

「まずはこうやって握って、魔力をすこーしだけ流すと……」

　宮兎の手に握られた懐中電灯が明かりを灯ともす。『ウサギ屋』に来ていたお客達から小さな歓声が上がった。そのほとんどが旅行客のものだったが、宮兎は満足そうだ。

「【魔ま力りよく光こう】を小さくして持ちやすくした商品なんだ。魔力を流せば明かりは灯るし、もちろん手を離せば消える。ライト系のスキルより明るい、消費魔力も少ない、ダンジョンや洞どう窟くつの探索にはもってこいの商品！　夜の散歩のお供にも使えて、魔力量によって明るさ調節も！」

　ピカーッと懐中電灯の明かりが強くなる。

　旅行客達は眩まぶしさに顔を腕で隠し、やがて明かりが段々と弱まっていくのとともに顔を宮兎へ向け、何故か拍手を始める。

　どうやら感動しているようだ。いや、感動──というより感心したという感じだ。

　宮兎は「ありがとー、ありがとー」と頭を下げて嬉うれしそうである。

「それで？　そんな便利アイテムがいくらなんだ？」

「ふふふふ、お客さん。ここがどこだか忘れてしまったのですかい？　皆ニコニコ安くて安心、１００ゴールドショップ『ウサギ屋』。これだけの性能を持っていながらお値段１００ゴールド！　懐中電灯だけじゃない！　ここにあるものは全すべて！　すーべーてー１００ゴールド！」

「全て!?　あの皿もか？　このタオルも!?」

「もちろん！　この店に１００ゴールドより高い商品は存在しないッ！」

「な、なんだってー!?」

　うおおおお──と、何故か歓声が上がる。

　質問した旅行客の男性は興こう奮ふん気味に言葉を漏もらし、周りの客達も話し始める。

「たったの１００ゴールドぽっきり。や、安すぎる」

「流石さすが１００ゴールドショップは一味違うぜ！」

「スタイダストまで足を運んで正解だったな！」

「おい！　その商品俺にもくれ！」

「俺にも！」

「はーい、押さないでくださーい！　商品はきちんと確保していますのでー！」

　旅行客は我先にと宮兎から懐中電灯を受け取り、隣となりのレジで会計を済ませる。そこでも旅行客達は少々驚おどろくことになる。レジを担当しているのは人間ではなくフワフワと浮かぶ物体。ウサギのような耳が頭から生えており、まるで宙に浮かぶウサギの幽霊だ。

　宮兎が生み出した魔物──【レイン・ゴースト】である。レインコートを創り出す過程で魔物として生まれ、現在では使い魔として『ウサギ屋』で働いている。そんな使い魔達がレジを担当しているとなると、驚くのも無理はない。

　それも一体だけではなく、三体の物体が流れ作業で旅行客達を捌さばいていく。

　かなり慣れているようで、三体が一斉にお辞じ儀ぎをして両耳が黒いレイン・ゴーストが商品を受け取りレジのキーを打ち込んでいく。金額が表示され、両耳が白いレイン・ゴーストがぴったりの額を受け取ると、最後に片方の耳が黒、もう片方が白色のレイン・ゴーストが商品を袋に包んで渡してくれる。

　無む駄だのない動きに、旅行客達の目は釘くぎづけだ。

　使い魔達はある程度知性はあれど、普通ここまでの作業をすることはかなり難しい。単純作業ならまだしも、先ほどまで彼らは商品棚の整理や、品出しなど全く別の仕事をしていた。複数の作業を覚え、実行するのは使い魔の中でも上位種に分類される。錬金術師アルケミストが使役できるホムンクルス程度では無理な話だ。

　勘違いされがちだが、レイン・ゴースト達はホムンクルスでもないし、人間の命令に従うだけの使い魔でもない。彼らは──魔物である。自律型の魔物。人間の言葉を理解し、共感し、考える。人に最も近い生き物として生まれ落ちた。

　そのため魔物の中ではかなり優秀な部類だ。でなければこれほど細かい仕事はできない。あっと言う間に旅行客達のお会計を全員分済ませて、宮兎とレイン・ゴースト達は頭を下げる。




「本日も１００ゴールドショップ『ウサギ屋』をご利用いただきありがとうございます！　お客様が望む商品を１００ゴールドにて販売させていただきます。今後とも笑顔の集まるこのお店をどうぞよろしくお願いいたします」




　さあ──今日も頑がん張ばろう。
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『ウサギ屋』はスタイダストをはじめヴァルハラではなかなか見ることのできない珍めずらしい雑貨を取り扱い、街ではかなり有名なお店になった。

　そんな『ウサギ屋』では、日々〝新商品〟が棚に並ぶ。便利なものから奇妙なものまで、来店した誰もが一度は目にして興味を引かれる。ただ、使い道がなかったり、問題が何かしらある商品はなかなか売れない。そんな〝失敗作〟の先に〝売れるはずの商品〟が生まれる。




　本日は日曜日。正午を少し過ぎて、スタイダストのほとんどの店がクローズの札をかける。『ウサギ屋』も例外ではなく、無理に働かず、休む時は休むと店主オーナーが決めていた。その店主オーナー、赤あか松まつ宮みや兎とは『ウサギ屋』となっている一階から大量の素材を持ち出して、自宅となっている二階へ上がった。リビングへ辿たどり着つくと、椅い子すに座った一人の少女──アスティア・リーリフェルがなんだか半開きの目──呆あきれたような目で宮兎を見ていることに気がつく。

　お構いなく彼女の目の前に、素材を散らばす。モンスターの素材や鉱石、布や糸、紙、その他色々なものが転がっている。テーブルの上に置かれた素材の数々を見て、ようやくアスティアが口を開いた。

「……で？　これは何かパーティーでもするのですか？」

「ふふふふ、違うなアスティア。今回は──コイツだ！」

　廊ろう下かから巨大なホワイトボードを持ってきて、右手でバシンッと叩たたいた。ホワイトボードには大きな文字で──

『ドキドキ！　何ができちゃうかな？　みんなで考えよう新商品開発部♪』

　──と書かれていた。

　すーっとアスティアの目がさらに細くなる。

　ちなみにホワイトボードも宮兎のお手製だ。横の全長は二メートル、四つ足にキャスターがついており、楽に移動ができる。高さも自分が書きやすい位置に調整できるよう、自在に変更できる仕組みになっているようだ。普段は邪じや魔まなので寝室となっている和室に保管されて、レイン・ゴースト達のお絵かき道具になっているらしい。また、錬れん成せいした時に意外とＭＰと体力を消費して「死ぬかと思った」と宮兎に言わせた一品。【マリンズ・ロッド】に負けないレア度をたたき出している……とか。

「…………………」

「うわー、人ってそんな目もできるんだ」

「またくだらない商品でも作る気ですか？　人の為ためになるのですか？」

「アスティアは分かってないなー。実験は男のロマンだよ。新しい商品を開発するために色々な素材を組み合わせて、ベストな錬れん金きんリストを載のせなきゃね！」

　彼が扱う錬金術師アルケミストカンスト専用スキル──【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】は『知っていれば』なんでも作れる便利なスキルだ。

　ただ、〝この世界にない物〟の場合は、品質の良い素材や組み合わせがベストとされる配合でないと、たまにとんでもないものが生まれてしまう。奇妙な効果がエンチャントされたり、【魔物】として錬成されたり──数々の失敗を重ねてきた。

「そこで今回はアスティアが〝こんな商品が欲しい〟と思ったものを即錬成！　即お届けしよう！　ついでに商品化だ！　なんと素晴らしい企画だろうか！」

「人が冷静になって、馬鹿な物を作らないようになる薬が欲しいです」

「手厳しい！」

　付け加えるなら、宮兎のネタが尽きてきたのだ。

　捻ひねり出だしても、基本は失敗で終わる。

　成功した商品はオープン前に思いついた簡単な仕組みの物ばかり。画かつ期き的てきな物を作りたいのだが、『知っていれば作れる』としても『仕組みは知らない』ので、どうにも上手くいかない。

　前回の【瞬間接着剤】など、『理屈』は知らなくても『似た効果』を持っている素材を組み合わせればそれらしいものが出来上がる。ほとんど偶然に近いのだが。

「だがしかし！　アスティア！　今回は、成功例を既に作っている！」

「へ？　本当ですか？」

「おうよ。それがこの商品……だっ！」

「こ、これは…………！」

　ポケットから取り出した〝成功例〟──素材は透明でツルツルした何かで出来ているようで、形は平べったい正方形。大きさは縦横それぞれ三十センチほどか。表面には小さな突起物が均等にびっしり並んでいる。見ただけではコレが何に使うものかアスティアは予想ができない。というよりは──。

「え？　これ……ですか？」

「うん、これ」

　アスティアとしてはもっとすごい物が出てくるかとちょっとばかり期待していた。彼が今まで創り上げてきた〝失敗作〟は良い意味で予想を裏切る壮大なものだった。売り物としては失格だが、発明品としてはどれも画期的でヴァルハラに革命を起こしそうなものばかりである。そのほとんどが毎度アスティアに怒られて、地下室で寂しく眠っているのだが……。

「これは【緩かん衝しよう材ざい】だよ」

「緩衝材？　使い方はどうするのですか？」

「例えばレストランに皿とかを配達する時、開封前にいくつか割れている場合が少なからずあった。それは向こうで箱をちょっと乱暴に置いたり、商品同士がぶつかって割れたり、パターンは様々だ。今までは新聞紙で包んでいたけど、こっちの方が割れにくいかもなってね」

「つまり、割れやすい商品を包むのに使うのですね？」

「そういうこと。別に配達業は俺達だけがやっていることじゃない。道具屋だってポーションの入ったビンを割らないために色々工夫はしているはず。でもやっぱり何かしら包むものがあれば便利だろ？」

「言われてみれば、このように【びにーる】にしてしまえば、緩衝材として衝しよう撃げきを吸収できるのですね」

「ただな、コイツにはもう一つの魅力がある」

「魅力……ですか？」

　すると、宮兎はアスティアに【緩衝材】を手渡した。無言で受け取り、手触りを確認する。突起物がどのようになっているか不ふ思し議ぎだったが優しく触ってみると、どうやら空気が入っているらしい。二枚のビニールが重なっているようで、一枚は突起──くぼみがついており、もう一枚はただのビニールシート。それを組み合わせて、くぼみの中の空気が逃げないようになっている。仕組みは簡単だが、手作業で作るのはかなり困難ではないかとアスティアは感じた。錬金術師アルケミストならではの商品だろう。

「手触りを確認したところで、プチっと突起物を潰つぶしてみ？」

「え!?　潰してしまうのですか!?」

「そうそう。ほら、やってみろよ。クセになるから」

「うう………なんだかもったいないような」

　これほどまでに見事な商品を潰してしまうことに躊ちゆう躇ちよした。商品の本質として、包んだものを衝撃から守り、潰れることは仕方がない。だが、人為的にこれを押し潰していいものなのか──迷っている。だが、ここで迷っていても、なんにもならないし、どうにもならない。アスティアは目を瞑つむって──親指で突起物を一つだけ潰した。

　プチッ

「あ…………」

　アスティアに──衝撃が走る。

　親指から伝わる、空気が潰れた感触。柔らかい中に反発力があるが、人の力には決して勝つことはできない。力に負けて突起物は潰れてしまったが、罪悪感よりも──謎なぞの中毒性を感じてしまった。快感にも似た、胸が躍おどる感動。

「い、今のは……！」

「これがこの【緩衝材】──通称【プチプチ】のもう一つの魅力！　ついつい親しん戚せきから送られてきた荷物に入っているプチプチを無我夢中で押し潰して、気がつけば全すべてプチプチしていた！　その中毒性！　快感！　感動！　時間を忘れて快楽に溺おぼれる魔性のアイテム！　それこそが【プチプチ】なのだ！」

「な、なんと不思議な商品でしょうか。ですが、感動はしましたが時間を忘れるほどのものでしょうか？」

「気づいていないようだが、アスティアくん」

「……キャラがぶれぶれですよ？」

「おっと失礼。それはひとまず置いといて──お前、手が勝手に動いてるぞ？」

　はっと下を見れば、アスティアは無意識にプチプチと突起物を潰していた。慌あわてて手を放したが、既に半分以上が潰されていた。

「お、恐るべし【プチプチ】……。アスティアまでも魅了するか」

「こ、これは確かにすごいですね」

「だろう？」

　作ったのは宮兎だが、開発したのは元いた世界の先人達であり、彼ではない。そんなことを知らないアスティアはキラキラした瞳ひとみで宮兎を見つめた。

「そこでだ、今回は改良を重ねて時間を忘れないために【プチプチ危き機き一いつ髪ぱつくん】と名づけた商品を作った」

　宮兎が自信あり気に取り出したのは先ほどの緩衝材と、ほとんど変わらない物だった。ただ、何な故ぜか黒く着色されている。

「え？　なんですかこれ？」

「プチプチの中に一か所だけランダムでハズレを入れてみたんだ。そこを押したらちょっと強い衝撃がくるようにしている。二人で順番に潰してハズレを引いたら負け、なんて遊びもできる。ちょっと、やってみないか？」

「ええ、いいですけど……」

　アスティアは本能で「あ、嫌な予感が」と思ったが口にすることはできなかった。今回は上手くいっている。コレも大丈夫だろうと、決め付けてしまったのだ。

「よし、俺から」

　ブチンッ

　この時の音をアスティアは後にこう語る。

『まるで、太いゴムが両側から引っ張られて耐えられなくなり、千ち切ぎれるような音がしました』──と。

「ああああああああぁぁぁぁ!?　いってええええええ!?」

「…………」

　突起物を潰した右の人差し指を押さえて、床ゆかを転げ回るレベルカンスト者。アスティアは何が起こったのか分からずに、その場で立ち尽くすだけだった。

「ゆびぃぃい!?　俺のゆびついてる!?　無くなってない!?　分ぶん裂れつしてない!?　骨とか見えちゃったりしてない!?」

「あ、はい。正常にありますけど………」

　それでも痛い痛いと泣き出しそうになる彼の姿を見て、「この改良品は改悪品ですね。ボツ」と宮兎に聞こえるように言ったのだが、本人はそれどころではない。

　こうしてウサギ屋に緩衝材【プチプチ】という商品が生まれ、【プチプチ危機一髪くん】という商品がボツとなった。




　ようやく痛みから解放された宮兎はちょっと涙目で二階へ戻ってきた。地下室で痛み止めポーションを飲んで、数十分痛みと戦いやっと解放されたようだ。アスティアは宮兎よりもこれから続々と開発されるだろう〝試作品〟が心配になった。

「お待たせ、アレはアレで刺激がある。改良して商品として出そう」

「レベル５００の冒険者が悶もだえる痛みなんて体験したくありません。ボツと言ったでしょう」

「改良して衝撃を抑えれば問題ない！」

「……今後【プチプチ危機一髪くん】の実験は一人でしてくださいね」

「失敗した時に介かい抱ほうしてくれる人がいないと、イヤ」

「……………」

　まるで失敗して当たり前みたいな言い方だが、彼の頭の中では『実験』とは『失敗』の繰くり返かえしで、一回の『成功』のために千回は『失敗』しないと気がすまない──ことになっているらしい。そして千一回目の失敗で諦あきらめると。口ではいくらでも言える。現実は十回の失敗とアスティアの罵ば声せいで心が折れる。

　既にできていたプチプチ緩衝材はあくまで前座だ。次は失敗を恐れず、今日の本題に入る。

「アスティア、今日の本題だが、何か欲しい商品とかないのか？　今ならなんでも──は無理だけど、ある程度のモノなら」

　先ほど「馬鹿に効く薬」を要求されたことを思い出してすぐに訂正した。アスティアは気がついていないらしく、腕を組んで悩み始める。

「欲しいもの──個人的な趣味で裁さい縫ほうをするので、糸が欲しいですね」

「へ？　糸ならモンスターからドロップでゲットできるし、質屋で５０から７０ゴールドで買えるじゃん」

　糸──主にクモ型モンスターが高確率でドロップするアイテムだ。買い取り平均価格は３０ゴールド。販売となれば宮兎の言うとおり５０から７０ゴールドで手に入る。色も着色するためのアイテムと調合、錬金、または人間の手で直接変えることもでき、種類も様々だ。それを１００ゴールドで売る──宮兎はちょっとだけ疑問を抱いた。

「私が欲しいのは、たくさんの色の種類が入った糸です。スタイダストでは基本は一色ずつでしか販売されていませんからね。ちょっとだけ欲しい糸を多めに買う必要はありません」

「おお、ナイスアイデア」

　アスティアが求めた商品は【種類豊富で長さはそれほどない糸】だった。質屋などで取引されるアイテムはドロップアイテムや合成したアイテムをそのまま販売する。わざわざ手間をかけて分けたりなどはしない。これを錬金術でやってしまおうとの考えだ。

「さっそくやってみるか！　色は何がいい？」

「白と黒は必ひつ須すですね。あとは赤、青、黄色、緑、茶色の七色あれば十分なのではないでしょうか」

「なら、それに近しい色のアイテムを一緒に錬金するか」

　糸を多めに取り、床に置く。着色するためのアイテムを、二人はテーブルの上に散らばるアイテムを睨にらみながら選び始める。

「個人的に、赤は【グレンの実】を使って炎のような明るい赤を作ってほしいですね」

「グレンの実は……ああ、これか」

　グレンの実は森でよく取れる真っ赤な実だ。ポーションの素材にも使われ味は柑かん橘きつ系けいのすっぱさに似ている。絞った汁は料理の隠し味にもなり、実も凍らせてデザートとして食べる習慣がヴァルハラ全土にある。誰もが食べる、世界に浸しん透とうした果物だ。

「茶色は【ドロドロダンゴ】、緑は【クビナガ草】でいいんじゃないか？」

「黄色は【レモナの実】、黒は【ダーク・ウルフの皮】を使いましょう」

　ドロドロダンゴは瞬間接着剤の材料にもなった素材なので紹介は割かつ愛あい。クビナガ草は湿地帯に多く生息する植物だ。地面から葉が直接、空に向かって伸び、葉の途中で大きく膨ふくらんだ部分があり、さらに先っぽには小さなダンゴができる。大きな膨らみを体、小さなダンゴを頭に見立て、その間の部分を首とし、首が長いように見えることからクビナガ草と呼ばれる。膨らんだ部分には種が入っており、解毒効果がある。解毒ポーションの素材としてよく使われるのだ。

　レモナの実は見た目はほとんどレモンそのままだが、味はかなり甘く、そのまま食べると舌がヒリヒリするらしい。水や他の果物と少量ずつ合わせてジュースとして飲まれる。

　ダーク・ウルフの皮はもちろんダーク・ウルフと呼ばれる漆しつ黒こくの体を持ったオオカミ型モンスターから採れる。不浄の魔力を餌えさとし、闇やみ属性攻撃無効の特性を持っている。やっかいなのは弱点の属性を持っていないことで、慣れない冒険者は光属性が弱点だと勘違いして、痛い目に遭うことが多い。初心者がこのモンスターの群れに遭そう遇ぐうした場合は逃げることがオススメされる。

「んじゃ、残りの青はアスティアが決めてくれ。俺は準備を始めるから」

「分かりました」

　宮兎は鼻歌交じりに指定されたアイテムを集めて、床に並べ始める。それから座り込んで、最初に置いていた糸を七等分に分け始める。少々時間がかかりそうだが、彼が準備を終える前にアスティアは気に入った【青】を探さなければならない。

「なかなか良い青がありませんね……」

　アスティアが求める青は晴天のように透き通った色だ。だが、テーブルの上にある素材は色が濃こすぎたり、違う色と混ざって濁にごっていたり、理想とはかけ離れている。こうしている間にも宮兎の準備は終わりそうだ。

「……あ、これは？」

　アスティアが見つけた小さな青い水晶玉。ガラスのように透き通って、親指と人差し指でつまめるほど小さい。そのまま持ち上げて、光に照らすと水晶の中で何かが動いたような気がした。何かというのは水の中にある気泡のようなもの。

「決まったかー？」

「えっと、これはなんのアイテムですか？」

「ん？　ああ、それはサファイア・スライムがドロップする【スライム玉──青】だな。中級のスライム種は体内で結晶体を作ってそこに魔力を貯ためるんだよ。高確率でドロップするし、質屋に行けば普通に売ってるぞ？」

「そうだったのですね。なら、これにしましょう」

「んじゃ、空いている糸の前に置いてくれ」

　床に置かれた七つの糸の束。一番左と四番目の前には着色アイテムは置かれておらず、アスティアは四番目に【スライム玉──青】を置く。宮兎は確認を終えると、メニューを開いてステータスを展開する。慣れた手つきで【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】を選び、最初の欄らんに七色の糸セットと記入する。

　それから素材も次の欄に記入して、ようやく準備が全て整った。

「それじゃあ離れてろよ」

　心の中で決定の意思を伝えると、素材を中心に巨大な魔法陣が描かれる。瞬時に素材は球体となって魔法陣へと吸い込まれていく。全ての確認を終え、宮兎は大きな声で叫んだ。

「知性の賢人達よ！　我の手に栄光と奇跡を与えよ！　──【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】！」

　魔法陣が凄すさまじい輝きを見せて──やがておさまった。

「成功……か？」

「え？　なんですか、これ？」

　二人の目の前にあるのは七色の糸ではなく、ぐじゅぐじゅと音を立てて動いている物体だった。色は透明な青色で、物体の中には七つの球体が浮かんでいる。液体のようなジェル状の固体のような、まるでそれは──スライムである。

「……まさか、またやってしまいましたか？」

「……可能性は──高いな」

　やってしまった──今回もレイン・ゴーストに続いて未知の【モンスター】を作ってしまったらしい。これには流石さすがに宮兎は頭を抱えた。

「とにかく【ステラ・スコープ】で──きゃっ!?」

「アスティア!?」

　突如、スライム（？）はアスティアに飛び掛かった。大きく体を広げて、ベチャリと彼女にまとわりつく。助けようと動こうとしたが、宮兎はうっと小さく唸うなって足を止めた。

「な、なんですかこれは!?　ひゃ！　ちょっと！　どこ触ってるんですか!?」

　スライムはもぞもぞとアスティアの小さな体を這はい回まわり、うなじや太ももを撫なで回まわしている。アスティアは逃げようとするも、完全に座り込んでおり、ヌルヌルと滑すべって立ち上がることすらできない。

「み、ミヤト！　顔を隠していないで早く助けてくださいよ！」

「無茶言うな！　お、お前……す、透けているんだぞ!?」

「え？」

　言われて修道服を確認すると、ほとんどが水分でできているスライムに抱きつかれた結果、服がびっしょりと濡ぬれて透けていた。可か愛わいらしいオレンジ色の下着が丸見えである。宮兎とアスティアは同時に顔を真っ赤にして、アスティアはギリッと歯を食いしばった。

「馬鹿！　アホ！　変態！　エロウサギ！」

「ウサギを悪口に使うんじゃねえよ！」

「いいから早く──ひゃうん!?　ちょ、ちょっと！　服の中にまでっ…………！」












「ああもう！」

　宮兎は目を逸そらしながら──男は悲しいもので、逸らそうとしてもチラリチラリと見てしまうものだが──それでもなんとか理性で抑えつつ、アイテム欄から瞬時にとある物を取り出して、それをスライムへ投げつけた。

　投げつけたアイテムは手のひらサイズの小さな正方形の物だった。数は三つ。スライムはその全てを体内に吸収してしまい──急激に縮ちぢむ。こんどはアスティアから逃げるように離れて、床に這はい蹲つくばる。

「待てコラ、このエロスライム！」

　さりげなくアスティアにアイテム欄から取り出した薄い青色のローブを渡して、同時に取り出した小瓶でスライムを上から押さえつけるようにして捕らえることに成功した。

「ふう、なんとか捕まえたな」

「……先ほどのアイテムは？」

「あれか？　あれはスポンジだよ。吸水スポンジって奴やつで水分をぎゅぎゅっと吸い込んでくれる便利なアイテムだ」

「いつの間にそんな物を……。ですが、またモンスターを錬成してしまうとは」

「ああ、今月で二度目だよ……」

「はい？」

「あ」

　ぽろっと出てしまったが、瞬間接着剤を作ったときに生まれたスライム種のモンスターがいる。一応、人の言葉も理解できている（はず）なので、地下室のさらに地下──地下二階で放し飼いにしている。スライムは水さえあれば生命を維い持じできるので、飼うことはかなり楽だ。

「ミヤト？　二度目とは？」

「え、いや、その、あー、あれですよ、あれ！　【デーモンズ・オーガ】を倒すために活かつ躍やくした瞬間接着剤を創り上げるための過程として必然的に生まれた──」

「言い訳はいいです！　また勝手にモンスターを錬成して！　レイン・ゴーストのように害がないとは限らないのですよ！　今だって襲おそってきたばかりではないですか！」

「俺だって条件が分からないからどうしようにも……」

「ミヤト！」

　こうして、アスティアにこっぴどく怒られて、今日の『ドキドキ！　何ができちゃうかな？　みんなで考えよう新商品開発部♪』は終了した。

　蛇足だが、あのスライムはアスティアの怒りの業火に焼かれて、殺されはしなかったものの、さらに小さくなって地下二階に瓶詰めの状態で幽閉されることになった。





　　　　　２






　スライム騒動から数日、水曜日はウサギ屋を含めて多くの店が休みをとる。学校や教会もこの曜日は何があろうと休みになるのだ。古くから伝わる『ヴァルハラ伝説の七大英霊神』の水の神が定めたとされ、誰しも生まれる前からの決まり事のように水曜日を謳おう歌かする。

　宮兎は基本的に水曜日は寝ているか、【赤い影】として日帰りでダンジョンに潜もぐるか、あるいは仕入れをするか──なのだが、今日ばかりは事情が違ったらしい。

「リャーミャちゃんの話は分かった。ここはお兄さんとお姉さんに任せなさい！」

「うん！」

「本当に、大丈夫なのでしょうか…………」

　本日は道具屋【クエスト・ファミリー】の一人娘、リャーミャがウサギ屋に遊びに来ていた。なにしろ、宮兎にお願いがあるらしい。

　お願いとは──リャーミャは昨日、家の鍵かぎをうっかり無くしてしまい、両親に怒られてしまったそうだ。幸さいわい、騎士団が拾ってくれたらしく、特に被害はなかった。ただ、鍵を無くさないように気をつけたとしても、うっかりの場合がある。そこで、生産系スキルを極めたウサギ屋の店主オーナーになにか作ってもらおうとのことらしい。

　また何かしら作ることになったため、急きゆう遽きよアスティアを呼び出して現在に至る。別にアスティアは必要ないのでは？　と思う方も多いだろう。失敗すれば怒られる。それはもう鬼のように。だが、そのことを宮兎本人は全く気にしていない。むしろ感謝しているほどだ。自分の能力が『取り返しのつかない』ことを引き起こす可能性は十分にある。人の言うことを聞かない高レベルなモンスターを錬成すること──それを事前に防ぐ意味でも、アスティアは抑よく止し力りよくになってくれている。調子に乗る前に、怒ってくれたほうが後々助かるのだ。

　過去の失敗のことはおいといて、宮兎は自信満々にリャーミャに向き合った。

「鍵を落とさないようにするアイテムだね」

「うん、リャーは鍵をよく落としちゃうの。いつもは友達が拾ってくれたり、気づいてくれるけど、昨日は違ったの」

「分かります。私も昔はよくお母さんに怒られたものです」

　誰しも経験したことはあるだろう。家の鍵、ロッカーの鍵、自転車の鍵──無数の種類が存在する『鍵』は安全面と危険性が紙かみ一ひと重えの品物だ。きちんと管理できなければ、意味はない。

「ですが、流石にそれは難しいのではないでしょうか？」

「実はそうでもないんだなー」

　すると、既に何か案があるのか宮兎が例のホワイトボードに黒い色で文字を書いていく。書かれた文字はもちろん日本語で二人は読むことができない。そこで、【語学力ＳＳ】のエンチャントがかけられた伊だ達てメガネをアスティアに渡して、わざわざ読むように指示する。

「えーっと……『きーほるだー』？　ってなんですか？」

「文字通り鍵を携けい帯たいするための道具だ」

【キーホルダー】──一つ、または複数の鍵を紛ふん失しつしないための道具である。誰でも知っているアレだ。日常的に持ち歩くことを前提とし、様々な形の物が現代では出回っている。また、種類の豊富さから〝誰の持ち物であるか〟も判別できる利点がある。

　デザインも今述べたように多種あり、シンボル、ロゴ、キャラクター、様々だ。地域限定商品など、その価格の安さからお土産みやげや記念品としても多く扱われる。そこから発展し、アクセサリーとしての地位も確立しているといえるだろう。

　ここまでの説明を宮兎は長々と書いていき、アスティアが朗読していった。

「つまり、どゆことー？」

　リャーミャは首をかしげて、提案の主に質問をした。

「キーホルダー、すなわち新商品の可能性！　手頃な値段！　ヴァルハラにはない！　その他諸もろ々もろ！　ウサギ屋が独占して販売できる革命的な商品！」

「……すぐに真ま似ねされて独占は無理と思いますけど」

　何を隠そう、宮兎が開発し〝成功〟した新商品の数々は、真似できるものはことごとく商人達に真似されて売られている。値段は１００から１２０ゴールドとさほど変わらない。ただ、一つの商品を真似するのに最低でも一ヶ月はかかっているようだ。錬金術師アルケミストを雇やとって研究させている、なんて噂うわさもある。

「違うんだなー、アスティア。キーホルダーは【オリジナルキャラクター】を商品化できるところにもウマミがある」

　アイテム欄からスケッチブックと鉛えん筆ぴつを取り出して、サラサラと絵を描いていく。二人の少女に完成品を見せると、絶賛の声が上がる。描かれているのは足を広げて座っている可愛らしいデフォルメ黒ウサギの絵だった。頭には何故か王冠が乗っており、そこにチェーンとキーリングがついている。

「ミヤお兄ちゃん絵上手！」

「本当に上手です……。まさか画家としての才能もあったなんて」

「画家は言いすぎだよ。ま、美術は彫刻以外は得意だったし」

　他にも同じような白いウサギと白黒のウサギも描く。生きているような躍やく動どう感かんに二人は夢中になった。

「俺ばっかりじゃキャラクターに偏かたよりが出るから、二人も好きに描いていいよ」

「わーい！」

　二人分のスケッチブックと鉛筆も用意して渡す。リャーミャは夢中で描き始めるが、アスティアは動きが止まってしまった。

「どうした？」

「い、いえ……大丈夫、です」

　難しい顔をしながら、スケッチブックに鉛筆を走らせる。親の敵かたきを見るような目でスケッチブックを睨みつけ、話しかけないでとオーラを発している。リャーミャはアスティアの様子を気にするどころか気がついていない。自分の世界に入ってしまった。宮兎は少し心配しながらも、自分も頭に浮かぶキャラクター達を描いていく。

　レイン・ゴースト達をデフォルメすると可愛い。宮兎はできあがった三体のモンスター達の絵に口元がニヤケる。ちらっとリャーミャのスケッチブックを見てみると、子供ながら可愛い動物の絵が描かれていた。犬、猫、熊くま、兎うさぎ、鳥、他にも様々だ。

「アスティアはできたか？」

「一応……これです」

　スケッチブックを裏返して、宮兎へ見せる。一瞬だけ彼の時間が止まった。描かれているモノを頭の中で一いつ生しよう懸けん命めい検索したが、まったくヒットしない。遠くから見れば四足の動物にも見えなくはないが……頭らしきものは真四角で、体と思われるところは三角、足と推測される四つの細長い棒に、耳のような、角つののような、得体の知れないものがくっついて、顔には点が三つ描かれている。

「あー………あれか、【アンデッド・キメラ】をデフォルメしたのか！　うん！　似てるよ！」

「ウサギです」

「………【ラビット・デスクロー】のほうだったか！　いやー、失敬失敬！」

「普通の………ウサギです」

「……………その、な？　誰にでも得意、不得意があってだな」

　真顔のアスティアがプルプルと震え出して、目に涙がたまり始める。マズイ！　と思ったときにはスケッチブックを投げ出し、テーブルに顔を伏せて豪快に泣き出した。

「うわーぁぁぁん！　だってぇ！　絵は昔から下手だって知っていたのにぃ！　良いところ見せたかったのにぃ！」

「ミヤお兄ちゃん、アスティアお姉ちゃん泣かせちゃった」

「あああああ！　ごめん！　そんなつもりじゃなかったんだ！　ちょーっとキメラっぽいイラストだったからそれかなーって………ね？　てか、チラシ！　ウサギ屋のチラシに描かれていたウサギの絵はアスティアが描いたんじゃねえんかよ!?」

「……………あれはセルフィに描いてもらいました」

「新事実っ!?」

「………………」

「アスティアがすげえ顔になってる！　真顔のその表情はやばいってアスティア！」

　それから三分後、ようやく落ち着きを取り戻したアスティアに今度また一緒に出かけることを約束し、実際にキーホルダーを作ってみることになった。

　結論から言えば、大成功になった。頭の中で形を想像して【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】を使うと、デフォルメキャラクター達の小さな人形が出来上がった。試作品としてチェーンの長さの調整などを手作業で行い、合計二十個のキーホルダーが完成した。

　リャーミャは最初に宮兎が描いた黒、白、白黒のウサギ三つを渡され、うきうきでお家うちへ帰っていった。それからアスティアと夕方まで話し合ってレイン・ゴーストのデフォルメキーホルダーと三色のウサギキーホルダー──そしてアスティアが描いたキメラキーホルダーを実験的に販売することになった。

　それから三日後──。

「アスティア、これは俺も予想できねえわ」

「…………あまり、嬉うれしくないです」

　子供達にはデフォルメキャラクターのキーホルダーが人気だが、冒険者達にはアスティア作のキメラキーホルダーがウケてすぐさま売り切れになった。大人は、怪獣やモンスターのフィギュアが欲しくなる場合があるのだ。スタイダストの男達の間で「なんだこのモンスターの人形！　かっけえ！」と評判になり、追加注文が殺さつ到とうした。

　こうしてウサギ屋に【モンスターキーホルダー】がヒット商品として生まれたのだ。
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「誕生日プレゼントを考えてほしい」

　キーホルダーを商品化した数日後──店を閉めて、これから夕飯の買出しにでも行くかと準備を始めたところでこのような依頼が転がり込んできた。宮兎は依頼主──ツバキ・クチナシをひとまず二階へ案内して、いつものようにアスティアを呼んだ。文句を言うわけでもなく、十分ほどでアスティアはウサギ屋に辿り着き、クロに案内されながら二階へ向かう。既に先客が座っていたので、そそくさと椅子に座った。テーブルを囲んで、宮兎の隣にアスティア、正面にツバキが座る。

　ここで『ツバキ・クチナシ』の説明をさせていただくと、彼女は宮兎と同世代であり、キキョウ・クチナシの実の妹だ。極東に暮らす人間の特とく徴ちようともいえる黒くろ髪かみで──右目を前髪で隠し、後ろ髪を少し高めの位置で結んでいる。赤い紐ひもで結ばれており、彼女なりのオシャレなのかもしれない。オシャレといえば、彼女の服装は常に浴衣ゆかたで、今日もトンボの絵が描かれた薄い黄色のものを纏まとっていた。

　何より額ひたいからは小さな二本の角が控えめに生えている。

「ツバキさん、誕生日プレゼントを考えてほしいとのことですが」

「うん、そうなのよ。ウチは〝眼めが良い〟だけでウサギ屋みたいに生産系スキルを持っているわけじゃない。手持ちのお金で買うにも、スタイダストじゃあ〝そういう物〟はあまり売ってない。旅商人達もしばらくは来ないって聞いたし、頼れるのはアンタだけなんだよ」

　ツバキはメインジョブに上位職【鑑定士アプレイザー】を取得し、サブジョブが下位職の【アーチャー】に設定されている。レベルは２１３。鑑定士職は特定の【スキル指し南なん書しよ】を読み、いくつかのパッシブスキルとアクティブスキルを取得することが条件で戦闘職ではない。これは【鍛冶屋ブラツクスミス】にも同じように言えることだ。

「誕生日って、キキョウさん？」

　宮兎の問いにツバキは首を横に振る。はて、ツバキがあと親しいとすればアスティアとリャーミャ、可能性としては店の常連客か──宮兎は考えを巡らせてみたが、答えは直接本人に聞いたほうが早いと、再び言葉を投げかける。

「相手が分からないと俺も作りようがないからな。結局誰なんだ？」

「ウチはてっきり二人とも知っているものかと思ったけど」

　今度はアスティアが疑問をぶつける。

「私とミヤトが誕生日を知っている人……ティナさんでしょうか？」

「アルムント家の三女とは会ったこともないわ。セルフィ姐ねえさんよ。セルフィねぇさん」

「……………」

「……………」

「おいおい、二人とも知らなかったとは……え？　本当に？」

　セルフィ・ファイアット──通称不良シスター。愛に飢うえる女性だったが、近頃キキョウのことばかりを追いかけ、先日は家にまで押しかけたらしい。その日の夜にツバキが「兄貴が女を連れて帰ってきた！」とウサギ屋にわざわざ報告しに来た。

　現状、二人の関係は曖あい昧まいなものだ。正式にお付き合いを始めたわけではない。セルフィもキキョウの傍そばにべったりとくっ付くものの、言葉にしてなかなか切り出せないようだ。キキョウは彼女の気持ちに気づいているのか気づいていないのか、本人だけが知るところである。ただ、ツバキを含めてたまに夕飯を一緒に食べたりもするらしい。セルフィは意外と家事や料理は得意で、クチナシ兄妹の胃袋はばっちり摑つかんでいる。

「だ、だってセルフィ、歳としを重ねるごとに呪のろいのようにブツブツ話し出すし……そもそも誕生日、私達に教えてくれなかったですし……」

　アスティアの目が泳ぐ。宮兎は悩む素そ振ぶりを見せて「あれー？　来月じゃなかったっけ？」などと言い出した。ツバキは溜ため息いきを吐ついて、話を無理やり戻す。

「話、戻すけど。セルフィ姐さんと兄貴には正直くっ付いてほしい！　セルフィ姐さんは変なところで奥手だし、兄貴は兄貴で頭の中は【オニガシマ】のことでいっぱいだし、どうにか二人が幸せになれる誕生日プレゼントを作ってくれ！」

「おい、勝手にハードル上げるなよ」

　宮兎の指し摘てきにツバキがぺろっと舌を出す。最初と話が違うし、二人を幸せにしたいなら他人に頼るなよと激しく言いたかった。

「セルフィ姐さんには日頃から世せ話わになってるし、ウチから感謝の気持ちを伝えたいんだ」

「私がセルフィなら、想おもい人びとの妹からプレゼントを貰もらえればなんでも嬉しいと思いますけど」

「普通ならそれでいいかもしれないけど、セルフィ姐さんだから」

　謎の説得力がある。「セルフィが普通じゃない」と遠まわしに言っているようなものだが、本人に悪気はない。ただ、事実を述べているだけなのだから問題はない、はず。

「んー、セルフィさんが欲しいと思うものね。いっそのことキキョウさんをあげたら？　『兄貴を幸せにしてください』って」

「言えるわけないでしょ！　ウサギ屋、ちょっとは真剣に考えて」

「……結構マジなんだけど」

　ド直球はダメらしい。ならば──アスティアはアイテム欄から一つのアイテムを選び出す。

「これなんてどうでしょう？」

　テーブルの上に置かれたのは中に花が入ったビンだった。宮兎はビン──【セーブビン】を見て、納なつ得とくした。

「なるほど。セーブビンの中に花を入れて渡すのか」

「そうです。ちなみにこれは教会に通う子供達から頂いた物です」

　名前の通り、中に入れた物の状態を長時間維持できるアイテムだ。流石に人の一生分は無理だが、最高で三十年は保存されるという。ビンが割れたりすると、急激に中の物の時間が進むので要注意。ヴァルハラでは近頃セーブビンを使った贈り物が流行しつつあるらしい。

「この花は【ダリア】だね。花言葉は『感謝』……か。うん、アスティア良い案だよ！」

「えへへ」

　ツバキの中でプレゼントは決定したらしい。だが、それなら別に何も作らなくても良くなってしまう。セルフィには二人ともお世話になっている身だ。贈れるものがあるなら何か作っておきたい。

「ちょっと待ってろ」

　宮兎は一階、地下へと向かい、しばらくして戻ってきた。手にはなんと少し大きめのセーブビンが握られている。

「ほれ、俺特製のセーブビンだ。新作商品にするつもりだったんだけどな。これは試作品の余り物だ。頑がん丈じように作ってあるからモンスターのスキルをくらっても割れないぞ？」

「本当か！」

　ツバキはビンを受け取り、とても喜んでいるようだ。セーブビンは決して安い品ではない。平均でも６０００ゴールドはする。この大きさとなれば１００００ゴールド以上はするだろう。値段をふと考え、ツバキが急いでサイフを取り出そうとすると、宮兎は静かに首を振る。

「御お代だいはいいよ。これは俺とアスティアからのプレゼントってことで許してくれ」

「で、でも流石にこの大きさじゃ……」

「ここは誰もが喜ぶ１００ゴールドショップ。１００ゴールド以上の物は売らないよ。ほれ、今度ウチで何か買っていけばいいからさ、花は自分で選べよ？」

「…………分かった。ありがとう、ウサギ屋、アスティア！」

　ツバキはぱぁっと笑い、急いでウサギ屋を出て行ってしまった。取り残された宮兎とアスティア──アスティアは笑顔のまま、隣に立つ宮兎を見上げる。

「あれを本当に新商品にするのですか？」

「馬鹿言え。あんなもん毎日作ったら素材がいくらあっても足りねえよ。まず、１００ゴールドじゃ絶対に売れねえ」

「うふふ、でしょうね」

「さーてと、晩飯の買出しでも行くか。アスティア、今晩食べていけよ」

「いいのですか？　なら、お言葉に甘えて」

　こうしてウサギ屋の新商品は開発できなかったが、祝福の言葉は贈れそうだ。




「ごちそうさま」

「おそまつさま」

　クチナシ家──キキョウはちょっと出かけてくると言って夕食をすぐに済ませて家を出てしまった。あの日から二日が経たち、セルフィの誕生日を迎えた。本人は何も言わずに、いつものように過ごしている。ツバキだけが朝からそわそわして、落ち着きがない。

　食器を片付けて、食後のお茶を互いに向き合って飲んでいると──ツバキは決心してアイテム欄からセーブビンを取り出す。

「セルフィ姐さん」

「ん？　なあに？」

「今日、誕生日だよね。その……日頃の感謝とこれからのことも含めて……お誕生日、おめでとう」

　テーブル越しに一本の紫色の花が入ったビンをセルフィに渡す。セルフィは少し驚おどろいたような顔をして、すぐに優しい笑顔をツバキに見せた。

「ありがとう、ツバキちゃん！　うわ、誕生日プレゼントなんて何年ぶりだろう、あたし」

「セーブビンはウサギ屋とアスティアから、花はウチから。二人とも、なんだか照れくさいのか今日セルフィ姐さんに伝えてくれって【コール】があったんだ」

「なるほどねえ」

　セルフィは二人から祝いの言葉は受け取っていた。プレゼントは後で誰かが渡すから待ってて──この言葉が添えられて。ビンに入った花を見て、セルフィが気づく。

「この花、お庭に咲いているやつだよね？」

「うん。花の名前は──兄貴と同じ【キキョウ】っていうんだ」

「そうだったんだ」

　セーブビンに入れられたのはクチナシ家の庭に咲くキキョウの花だった。わざわざ里から持ってきて、自分達の名前の花を育てているのだ。セルフィはキキョウの名前を聞いて、花を見ながらニヤニヤ笑う。頰ほおもほんのり赤くなって、見ているツバキのほうが恥ずかしくなる。

「セルフィ姐さん。兄貴とのことはウチ、応おう援えんしてるんだよ。だから早く想いを伝えなきゃ」

「そうなんだけど……ほら、キキョウって真ま面じ目めだしあたしのこと、なんだかとても大切に接してくれるし、今の関係に甘えてる……って自分でも分かっているんだ」

「なおさら駄目だよ。兄貴は忘れっぽいし、今日だってセルフィ姐さんの誕生日なのに突然外に行っちゃうし」

「あたしが伝えてなかったのもあるからね。……ツバキちゃん、本当にありがとう。大切にするね」

「うん、ウサギ屋特製のビンだからちょっとばかしの衝撃じゃ壊れないからね。ずっと飾ってほしいかな」

　セルフィは頷うなずいて、セーブビンをアイテム欄へ入れる。ツバキはプレゼントを渡せたことにほっとして、ゆっくりと立ち上がる。

「それじゃあ寝ようかな。明日も仕事だし……兄貴もいつ帰ってくるか分からないし」

「そうね。あたしも、もう少ししたら帰るね」

「分かった。セルフィ姐さん、誕生日おめでとう。おやすみ」

「うん、おやすみ」

　ツバキが自分の部屋へ向かい、残されたセルフィはぼーっと動かなかったが、アイテム欄からしまったばかりのセーブビンを取り出して、テーブルに置く。両りよう肘ひじをついて、ニヤニヤ笑いながら揺れるキキョウを見つめた。

　それから何分か経って、ようやく待ち人が帰ってきた。

「ただいま。お、どうしたんだそれ？」

「ツバキちゃんからのプレゼント。黙ってたけど、あたし今日誕生日なんだ」

　自分で言って、ちょっとだけ後悔した。どうせならキキョウにも祝ってほしかったのだ。セルフィは自分のこんなところにちょっとだけ嫌気が差した。キキョウはにっこりと笑って、背中に隠していた箱を見せる。

「俺が知らないとは一言も言ってないよ」

「あ」

「誕生日おめでとう、セルフィ。なんだかあの日からお互い一緒にいるけど、毎日が楽しいよ。だから、受け取ってほしいな」

「……うん」

　箱を受け取り、中を開ければリングにチェーンが通してあり、ネックレスの形になっていた。リングには「親愛なるセルフィ・ファイアットへ贈る」と小さな文字で書かれている。

「予約するのが遅れてさっき出来上がったんだよ。まあ……その、喜んでもらえるかどうか分からないけ──」

「嬉しいに決まってるじゃない！」

　セルフィががばっとキキョウに抱きついた。まさか抱きつかれるとは思っておらず、キキョウは目を白黒させる。彼女は構わずぎゅーっとキキョウをより強く抱き寄せた。

「ちょ、ちょっとセルフィ……！」

「だって、だってね……嬉しくないはずないじゃない！」

　キキョウの首に腕を回して、セルフィはキキョウの顔を見つめる。ちょっと涙目のセルフィに思わずドキッとした。

「…………あたしの気持ち、もう知ってるんでしょ？」

「…………えーっと、それは、そうだなあ……なんだか、うん、なんというか」

「意い気く地じなし」

　それでもセルフィは笑ってキキョウの胸に顔をうずめる。キキョウは両腕の行き場に困り、手を閉じたり開いたりを繰り返し──ようやくセルフィを優しく抱きしめた。

「……ねえ、キキョウ」

「ん？」

「キスして」

「…………唐突だなあ」

「アルムント家のシスターの間はこれ以上のものはあげられないから……だから、私の気持ち受け取ってよ」

「……俺もだけど、ツバキもセルフィからはたくさん大切なもの、もらってるから。でも、本当にいいのか？　俺──その、【鬼】だし」

「馬鹿。……そこも大好きなのよ！」

　やがて二人の影は重なり、しばらくの間離れることはなかった。テーブルの上の【キキョウの花】だけが、じっと二人を見守っていた。

【キキョウ】の花言葉は──『誠実』、『清せい楚そ』、『従順』そして『永遠の愛』である。
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　また別の日差しが強い日のこと、ウサギ屋では問題が発生していた。

　宮兎の手には大きめの【ハエ叩き】が握られ、レイン・ゴースト達も同様に彼の後ろで構える。

　店内にお客さんの姿が見えないのは、今日は臨時の休みをとったからだ。

　それほどまで彼らを悩ませる原因は──。

「シロ！　そっちに行ったぞ！」

　呼ばれたシロはハエ叩きを空中で振り回し、一心不乱に頑がん張ばる。

　他人が見れば怪あやしい儀ぎ式しきをしているのではないかと疑いたくなるほど、奇妙な動きだった。

　しばらくしてシロの動きが止まると、肩で呼吸を荒らげる動作をとった。呼吸をしないレイン・ゴースト達なりの表現だ。そして、宮兎のほうへ視線を向ける。

「あ、いや、それじゃあ無理だろ」

　宮兎の言う通りターゲットを仕留めることはできていないようだ。

　そのターゲットが馬鹿にするように、彼らの頭上を飛び回る。

「ああああもう！　なんで異世界に来てまで蚊の脅きよう威いに脅おびやかされなきゃいけないんだよ！」

　問題とは──この頃暑くなり、スタイダストでも頻ひん繁ぱんに見るようになった【蚊】である。

　別にモンスター級の大きさを誇ほこっているとか、何か特殊な力を持っているとか、病気の原因になっているとか、そういうことでもなくただただ刺されて痒かゆみに悶もん絶ぜつする日本でもよく見られる出来事。

　宮兎も朝からこの蚊に血を吸われ、腕や首筋などに赤い痣あざができていた。掻かき毟むしった跡なのだが、その痒みにイライラが募つのり、とうとうスタッフ全員による撃退作戦が決行された──のだが。

「ぐぬぬっ……あれ絶対魔物だろ！　なんて頭がいい蚊なんだっ！」

　蚊は先ほどから宮兎達のハエ叩き攻撃を難なく掻かい潜くぐり、ウサギ屋の中を飛び回っていた。

　追い込んだり、レイン・ゴースト達のスキルを駆く使しして駆く除じよを試みたりするものの、どれもこれも失敗に終わっている。

　ちなみにスキルというのは水属性スキルの【アクアショット】だ。

　本来なら野球ボールほどの水の球を敵にぶつけるスキルなのだが、蚊のスピードに対応するため米粒サイズへと凝ぎよう縮しゆくしている。

　それでも撃ち落とすことはできず、店内はところどころ水みず溜たまりが出来上がっていた。

　まるで宮兎達をバカにするように蚊は頭上を一周回って、どこかへ飛んでいく。目で追うことができずに見失ってしまった。

「ああああっもう！　面めん倒どうくせえ！」

「ミヤト、これはいったいなんの騒ぎですか？」

　ウサギ屋の扉が開かれてアスティアが入ってきた。

　本来なら開店しているはずのウサギ屋を不審に思い、中を覗のぞいたのだ。

　また何かいかがわしい商品でも作っているのではないかと不安になっていたのだが、どうやら状況はそうではない──宮兎とレイン・ゴースト達が持っているアイテムでなんとなく想像はついた。

「アスティアか。悪いな。本日は臨時休業なんだ」

「扉にクローズと書かれていたので分かってますが……害虫でも現れたのですか？」

「まあそんなところさ。蚊だよ、蚊」

「ああー……もうそのような時期になるのですね」

「夏の風物詩みたいに言わないでくれ。こっちは四か所も刺されてイライラがマックスなんだ。ああ、こうなりゃ殺虫剤でも錬成して部屋中に撒まいてやる！」

「さっちゅうざい？　なんですか、それ？」

「え？　もしかしてヴァルハラには殺虫剤ってないの？」

「昆虫型のモンスターに効く【毒煙】ならありますけど」

「あれは煙というより霧きりだよ、霧」

　毒煙と呼ばれるアイテムはビンに入った液体のアイテムだ。それを地面に叩きつけると五分ほどで紫色の霧が発生する。昆虫型モンスターに絶大な威力を誇るのだが、欠点は人間にも効果が抜群なことで、吸い込んでしまった場合、最悪あの世行きだ。

　それをウサギ屋で使うわけにもいかず、こうやって商品であるハエ叩きで頑張っていたのだが。

「殺虫剤なしで、どうやって害虫駆除とかしてるの……？」

「火ですよ。スキルとか、アイテムの火を使って駆除をします」

「あぶなっ！　家が燃えちゃうじゃん！」

「ですからこの時期になるとヴァルハラ全土で火災の被害が増えるとか増えないとか」

「異世界怖い！　そういうところ本当に怖い！」

　ヴァルハラというより、スタイダストがあるこの大陸がそれほど科学力が発達していないところに問題がある。スタイダストに集まる冒険者は皆それぞれ考え方も豪快で、一番手っ取り早いのが〝火であぶる〟行為なのだ。

　そもそも『スプレー缶』という概がい念ねんも存在しないので、殺虫剤という商品は今後生まれるまで相当な年月がかかるはずだ。

　だが、この場には現代科学の海で生まれ育った異世界人がいる。

「よし、なら作ろう。そんでついでに売ろう」

「大丈夫なのですか？　その、人体に影響がないような薬を……」

「心配いらねえよ。強力な毒は使わないし、人間に影響が出るものは作らない。俺がそもそも使いたいわけだから実用性がないと話にならない」

「いえ、心配しているのは成功品が作られるまでの失敗作のほうで……」

　アスティアの言葉をほとんど無視するようにバックルームへ向かう。

　その目は闘とう争そう心しんに燃え、今の彼に何を言っても無駄なことを、アスティアはすぐに理解できた。

　取り残されたレイン・ゴースト達とアスティアは顔を見合わせて、ひとまず宮兎の後を追うことにした。




　バックルームに入ると、大量の素材を両腕で抱え二階へ上がる宮兎の姿がアスティアの目に映った。

　地下の倉庫から素材を引っ張り出してきたようだが、行動の速さに思わず溜息が出そうになるシスター。

　レイン・ゴースト達も自分達のマスターがいつも以上に張り切っていることに少々驚いている様子。

「貴方あなた達のご主人は昔からああなのですよ？　やると決めたら周りが見えなくなって、勝手に突き進む。付き合わされる私達の身にもなってほしいですね」

　とアスティアは呆れたように口を開くが、どこか嬉しそうなのだ。

　これにレイン・ゴースト達はさらに驚いて首をかしげながらお互いの顔を見合う。

　この人達はいったい何を思っているんだ？　なんて考えているに違いない。魔物の彼らは、人間はやはり自分達とはどこか違う生き物なのだと再認識したようだ。

　バックルームの入り口で時間を無駄に過ごすわけにもいかず、アスティアはレイン・ゴースト達を後ろに引き連れて二階へ上がった。

　二つ目の玄げん関かんを通り、靴くつを脱いでリビングへ上がる。

　すると宮兎は既に錬成を開始しているようで床にいくつかのスプレー缶が転がっていた。

　アスティアは初めて見る造形に少しだけ惹ひきつけられ、錬成を終えて試作品をまじまじと観察する宮兎へ話しかけた。

「ミヤト、このアイテムはどのように使うのですか？」

「ん？　ああ、これはこの部分を銃じゆうの引き金みたいに引くんだよ」

「へー」

　アスティアは引き金を引きたくなったが、もしや爆発するかもしれないと頭の中で即座に考え手に取ることを躊躇する。

　これが成功した品とは限らない。慎しん重ちように吟ぎん味みしなければ、明日から本当にウサギ屋は閉店だ。

「み、ミヤト。安全なものはいったいどれです？　そもそもこの中に成功した品はあるんですか？」

「いやー、そんなの使ってみないと分からないから」

「………………」

　これだから新商品は恐ろしい──アスティアは叫びたかった。

「心配ないって。素材は昆虫型モンスターが嫌うモクモク草とケムケム草を組み合わせたものだから。どっちも食用なんだろ？　殺傷能力を出すためにジェノサイドパプリカのエキスを一滴だけ混ぜてるけど。一滴程度なら大丈夫、多分」

「最後の素材で不安要因が決まりましたね……」

　モクモク草は綿あめのような草で、虫よけとして農家の人々がよく栽培している。食用としても栽培され、人体に影響はない。ケムケム草も似たようなもので形は日本のワラビに近い。ただ、最後のジェノサイドパプリカは『神殺し』と呼ばれる猛毒を持っており、それが生えた周辺には昆虫などの動物はもちろん、草木すら生えないと言われている。エキスにさえ触れなければ影響はない。ただ、微量を摂取、もしくは皮ひ膚ふにエキスを付着させただけで、一週間以上の間地じ獄ごくのような痛みに襲われ死に至る野草である。

「一滴なら大丈夫だって植物図ず鑑かんにも書いてあるし！　そうだなあ、一番出来がいいのこいつだな」

　宮兎は足元に転がっていたスプレー缶の一つを手に取る。

　それを構え──動きが止まった。

「……ね、念のためアスティアは部屋から出て」

「言われなくてもそうします」

　既にアスティアとレイン・ゴースト達は宮兎が缶を手に取った時点でドアの外に避ひ難なんして、少しだけ開いた隙すき間まから観察していた。

「そこまで警けい戒かいしなくても」

「新商品は何が起こるか分からないですからね。爆発するか、魔物になるか、人類滅亡の危機に直面するか……」

「大おお袈げ裟さすぎるだろ？　ほらー、こうやってシューっと──」

　と、何気なく近くにあったテーブルに向かってガスを吹きかける。

　爆発も起きず、魔物のように勝手に動き出すこともなかったが──テーブルが変色し、まるで氷のように溶けていった。

　宮兎とアスティアは声にならない悲鳴を上げて、レイン・ゴースト達は体を震わせる。

　誰がどう見ても──猛毒だ。

　スプレー缶を震える手で床に置いて、宮兎はそのまま床に座った。

　アスティアの目には涙がたまり、若じやつ干かんながら声も震えている。

「やっぱり危険じゃないですか！　どうしていつもいつもこう危険な素材を使いたがるのですか!?」

「い、いやー今回こそ大丈夫かと」

「大丈夫じゃないでしょう！」

　アスティアは部屋には入らず、レイン・ゴースト達と身を寄せて部屋の中を観察する。

　本来なら近づいて説教でもしてやりたいのだが、部屋の中が安全と決まったわけではない。

「み、ミヤト。早くこちらへ！　毒ガスが充満している可能性がありますよ！」

「ああ、そのことなんだが……」

　バタリと宮兎が床に仰あお向むけになって倒れた。

　目がグルグルと回り、ただ事ではない。

「もう、どくにやりゃれてりゅっぽい……へりゅぷ」

「ミヤトオオオォォ!?　い、いま助けにっ──」

　アスティアが部屋に入ろうとすると、レイン・ゴースト達が首を横に振り、アスティアの腕を引っ張り引き止める。

　そして三体は迷いもなく部屋へ飛び込んだ。シロとモーノが宮兎を部屋から引きずり出し、クロが部屋中の窓を開ける。流れるような作業で無事に部屋から脱出した。

「そ、そうでした。貴方達には口も鼻もありませんから毒を吸い込むことがないのですね」

　感心している場合ではない。宮兎を玄関で看病し、部屋の中から毒がなくなるのを待つしかない。

　アスティアは宮兎に適当な解毒薬を飲ませて、三十分近く待つことになった。




「あははは、誤算だった」

「笑い事ではありません！」

　部屋の換気も終わり、毒の抜けた宮兎は溶けたテーブルと失敗作をすべて破は棄きして先ほどの部屋に戻っていた。

　アスティアと宮兎は椅子に座っているが、テーブルがないので奇妙な感じだ。

　二人は向き合い、次の案を考えていたのだが──宮兎は毒にやられている間になにか閃ひらめいたらしい。

「いやな、実は思い出したんだよ」

「何をですか？　また変なことじゃないでしょうね？」

「違う違う。毒とかじゃなくても、害虫を駆除できるアイテムってヤツだよ」

　そう言うと、宮兎は立ち上がりアイテム欄から『氷』を取り出す。

「氷ですか？」

「そう。俺の世界には虫を冷却して殺す殺虫スプレーもある！　これなら毒に脅かされる心配もない！」

　皆さんはご存じだろうか？　瞬間冷却により害虫を駆除するアイテムを。

　瞬間冷却効果により虫の生理機能を停止、速攻殺虫が可能となった。

　殺虫成分がない──つまりただの冷却剤だからペットや食品などにも安心安全で、室内でも利用できる。

　また臭においやベタつきもないので、それが気になる人にとっても良い商品だ。

「これならさっきみたいな心配はない！」

「火であぶるのではなく、氷漬けですか……。確かに面白いアイディアです」

「だろ？　早速素材を──」

「私が選びます。今回は見逃すわけにはいきません」

　腕を組んでアスティアはじーっと宮兎を見つめた。

　先ほどあんなことがあったのだ。仕方がないといえば仕方がない。

　宮兎は反論したいが、どうにも勝てそうにないのでここは黙って頷く。

「分かったよ……。んじゃ、選んでくれ」

「はい。任せてください」

　こうして素材を選び、錬成を開始した。

　意外とあっさり冷却殺虫スプレー第一号が完成し、アスティアが手に取る。

「それでは、ええっと、行きますよ」

「無理するなよ？　俺がやってもいいんだぞ？」

「私が選んだのですから、私にも責任があります」

　ちなみに選んだ素材は、缶の材料となる鉱石と冷却効果ということで【コゴエール】と呼ばれるモンスターの素材だ。

　コゴエールは豪雪地帯のみに生息し、姿はペンギンのようなモンスターだ。

　彼らの吐く息は大体零度ほどと言われ、素材は保冷剤としてよく錬成される。

　冷蔵庫の部品としても錬成されるようだ。

　そんな素材で作られた【冷却殺虫スプレー】を手に取り、空中へ向けて──吹きかけた。

　白いガスが噴出され──空気が少しだけ冷たくなったような気がする。しかし周りの家具が凍ることもなく、特に大きな変化は見られない。

「こ、これは成功ですか？」

「いいや。まだ実じつ践せんでは使えてないから。あの忌いま々いましい蚊を駆除してからが本番──」

「あ、いえ──その蚊ってコレですか？」

「へ？」

　目を凝こらしてみると、床にぽとりと氷漬けの蚊が落ちている。

　アスティアの足元に落ちているそれは──カッチコチになっているようだ。

「…………採用」

　こうしてウサギ屋に新たな商品が生まれたのだが──。




　二日後。

「俺は冷却殺虫スプレーを作ったはずなんだ」

「はい、私もそう思っていました」

　あれから冷却殺虫スプレーは爆発的に売れた──売れたのだが。

　二人の目の前には冷却スプレーを手に持って、売り物の魚に吹きつける魚屋、ドライフラワーにするためにスプレーを使用する花屋、果物を冷凍させて『新触感』として売り出す八百屋。

　しまいには冒険者達が熱を帯びた体を冷やすため、防具や服にスプレーを吹きかけて冷やして着用している。

　誰一人として殺虫機能を利用していない。

「いやいやいや！　わざわざ説明書いてあるじゃん！　予算費ついやしてラベル工夫したじゃん！」

「ミヤト、これが現実ですよ……。スタイダスト住人には虫よりも暑さ対策のほうが重要のようです……」

「ぐぬぬぬぬぬ！　だからその使い方違うってばああああああ！」

　宮兎の叫びはスタイダストの空へ吸い込まれたのだった。





　　　　　５






　それは──ちょっとした偶然で出来上がってしまった。




　今回、ウサギ屋にやってきた依頼主は珍しく二人組の男達だった。

「ミヤトさん！　どうか力を俺達に貸してください！」

「師匠！　どうか、どうかお願いします！」

「勝手に師匠って呼ぶなよ」

　レジの前で宮兎に頭を下げる二人──デスカント・バルドラーとサマエト・ウェイガである。少し前に宮兎達に【デーモンズ・オーガ】の襲しゆう撃げきから救出されてから、二人はたびたび顔を出すようになっていた。休日の水曜日に何事かと思えば──とある夢を叶かなえたいと宮兎に助力を求めに来た。

　ちょっとした蛇足だが、錬金術師アルケミストであるサマエトは宮兎の作り出す素晴らしい商品と、あの日に助けてもらったことが重なって、勝手に師匠と呼び始めた。何度も「やめろ」と言い続けているが、もうほとんどテンプレ的なやり取りとなっている。

「……もう一度聞くぞ？　何を作ってほしいって？」

　二人は顔を見合わせ、期待の眼まな差ざしで──宮兎に答えた。

『女湯を覗くためのアイテムが欲しいんです！』

「………………」

　さてさて【女湯】とは、近頃極東からスタイダストにやってきたとある商人が運営を始めた【銭せん湯とう】のことだろう。スタイダストには一つの風ふ呂ろに大勢で入る文化はなく、受け入れられるかどうか問題だったが、どうやら繁はん盛じようしているようだ。一度は行ってみようかと考えていたが、まさかこんなタイミングで銭湯つながりの言葉を聞くことになろうとは思ってもいなかった。

「いやさ、デスカントはともかくサマエトみたいな色男はモテモテなんじゃないのか？」

「しれっと俺のことを馬鹿にしないでください……」

「悪い悪い」

　落ち込むデスカントを無視するようにサマエトが反論する。

「いいえ。僕は正直なところ、学園ではちょっと浮いている存在です。錬金術師アルケミストの職業にも拘かかわらず、対人戦で無敗を保っているので──気き味みが悪いと噂されている始末。ティルブナ嬢じよう以外はほとんど話しかけてもくれません」

　自分で語って哀かなしくなったのか、落ち込んだ様子を見せる。宮兎は頭を搔いて「こりゃ重症だな」と溜息を吐きながら呟つぶやいた。

「てか、誰の裸を見たいんだよ？　誰でもいいのか？　銭湯には若い女性ばかりとは限らないんだぞ？」

　そもそも銭湯にはちょっと高めの年齢の方々が多く足を運ぶ。宮兎の言葉通り、若い人達が常に銭湯でお湯に浸つかっているとは限らない。すると、デスカントが一枚の紙を宮兎へ渡す。

「これを見てください。四日後の日曜日の午後から【冒険者育成学園】のとある団体が貸しきり予約をしています。代表者の名前を見ていただくと分かりますが──」

「……ティルブナ・Ｆ・アルムント──お前らバレたら殺されるぞ、ガラドンドに……。そもそもこの予約名めい簿ぼ、どこから手に入れたんだよ……？」

「師匠、無駄な詮せん索さくはおやめください。ただ、ここにその名簿がある。それだけで十分でしょう？」

「え？　ああ、うん……はい」












　サマエトの目力に押されて宮兎は頷いてしまった。そもそも自分が加害者になった場合、面倒なことになるのではないかと自分の安全を優先したい気持ちがあった。

「お願いします！　俺達の夢を叶えてください！」

「師匠！　この通りです！」

「だから師匠って呼ぶなよ。あー、はいはい。分かったよ。なんかそれっぽいアイテム作るからちょっと待っとけ」

「ありがとうございます！」

「ありがとうございます、師匠！」

「だから師匠はやめろ」

　苦笑しつつもバックルームへ入る。何を作ればいいのか頭を捻っていると、先日キキョウから珍しいモンスターの素材を買い取ったことを思い出す。十個ほど買い取ったので、一個ぐらい試験的に扱ってもいいだろうと地下室へ足を運んだ。

「あ、アスティアを──って、今回は呼ばないほうが、いいか」

　女湯を覗くためにアイテム作るから早く来て！　なんて馬鹿みたいな会話だろう。流石の宮兎も今回ばかりは自重した。

　地下室へ入り、目的のものをアイテムボックスから取り出す。そのアイテム素材はビンに入っており、小さな目玉が液体の中でプカプカと浮かんでいる。

【ビジョンズ・アイ】と呼ばれるモンスターからドロップする【幻視の眼まなこ】。ビジョンズ・アイは冒険者達に幻覚を見せるモンスターで、見た目は巨大な目玉で、周りにうようよと触手がくっ付いている。女性冒険者達は気持ちが悪いと近寄らないが、ビジョンズ・アイはかなりのレアモンスターなので、ドロップアイテムを求める者も多い。

「とりあえず、これでいいか」

　他にも伊達メガネや祝福の香水、幻夢の果実などなど怪しいアイテムを揃そろえて──錬成する。

　この時に宮兎は気がつかなかった。テーブルからぽとりと落ちた【ステラ・スコープ】も一緒に魔法陣へ吸い込まれてしまったことを──結果、とんでもないアイテムが出来上がってしまうことを……。

「……なんだか、違うのができちゃった」

　宮兎としてはメガネ型の【幻を見せる】アイテムを作る予定だった。本当に女湯を覗かせるわけにはいかない──見つかればガラドンドに殺されるのは確実。そこで、頭の中の妄想が現実にあるように見せかけるアイテムを作ったはずだった。もちろん使用回数制限付きで。だが、出来上がった品物を実験的に使ってみれば──壁かべが透けて見える。

「……とんでもない発明をしてしまったかもしれない」

　ひとまず出来上がったものを二人に見せて、適当な言い訳を考えて今日は帰ってもらおう──失敗して見えないと言えば帰ってくれるはずだ。何もできなかったというのはプライドに反するので、一応完成品は見せる。

　一階へ戻ってくると、二人は宮兎の顔、そして手に持っているメガネを見て興こう奮ふん気味に近づいてきた。

「ミヤトさん！　完成したんだな！」

「師匠！　ちょっと貸していただけますか！」

「いや、ちょーっと失敗してだな。何もみえ──」

　と、手に持っていたメガネが宮兎の手の中から消える。アレ？　と思ったときには、何故かサマエトの手のひらに載のっていた。宮兎からすれば──メガネが勝手に瞬間移動をしたような──そんな感覚だった。サマエトもデスカントもよく理解できていないようだが、メガネを見て嬉しそうに笑った。

「頂いて良いんですか!?　感謝の言葉しかありません！」

「ま、待て！　俺は渡して──」

「ミヤトさん！　それでは失礼します！　このあとクエストがあるので、急ぎますね！」

「あ！　ちょっと！」

　手を伸ばしたが──二人は転移系アイテムを使ったのだろう。体が光に包み込まれて、消えてしまった。残されたアイテムの製作者は冷や汗を流して「まずいことになった……」──誰にも聞こえない小さな声で、己の愚おろかさを呪った。




　四日後──宮兎はメガネを回収するべく銭湯へやってきた。極東の商人が作っただけあって、日本にある昔ながらの小さな銭湯を思わせた。二人は既に銭湯へ入っているのだろうか、そもそも団体客は来ているのだろうか。色々な思考が頭の中で飛び交い、入り口で立っていると──気配を感じ、アサシンのクセで建物の陰に隠れてしまった。

　団体客がどうやら来たらしい──そして目を疑った。

「げえ！　アスティアっ!?」

　ティナの後ろには学園の生徒達と思われる集団が見える。中にはナノとリャーミャの姿も見えた。なによりティナの隣にはアスティアがいる。もしかしたら誘われてついてきたのか。

　これは意地でもメガネを回収して、事件を未然に防がなくてはならない。

　団体客が銭湯に入り、受付を済ませて女湯の暖の簾れんをくぐっていく。確認を終えて、宮兎も建物の中に入った。お金を払い、男湯へ入る。風呂に入るつもりは全くない。ロッカールームには誰もおらず、ただ鍵が差さっていない場所が二か所だけあった。

「まずいっ！」

　ドアを開けて浴場へ入ると、サマエトとデスカントがお湯に浸かりながら、壁を凝ぎよう視ししている──壁の向こうは女湯だろう。静かなのはまだ誰も入ってきていない証しよう拠こだ。サマエトの頭にあのメガネが載っている。どうやら被害は出ていないようだ。

「サマエト！　デスカント！　ちょっと待て！」

　名前を呼ばれた本人達は宮兎の顔を見てびっくりしているようだった。もちろん二人は真っ裸である。宮兎は服を着たままズカズカとタイルの上を歩き、二人の目の前に立った。

「ミヤトさん、どうしたんだ？　そんな鬼の形ぎよう相そうで」

「それより、このアイテムは素晴らしいですよ師匠！　まさか【透視】のエンチャントアイテムを創り上げるなんて、歴史的大発明ですよ！」

「師匠言うな！　そんなことよりメガネ返せ。事情が変わったから、今日の【覗き見作戦】は中止だ！」

　サマエトの頭からメガネを奪うばおうとするとデスカントが立ち上がって邪魔をする。

「ミヤトさん！　せめて、せめて俺達に夢を見させてください！」

「んなもんまた今度いい夢見れるメガネ作ってやるから！　それをひとまず返せ！」

「何故邪魔をするのですか師匠！　この間は賛成して作ってくれたのに！」

「してないから！　アスティアが来ているんだ。お前達に裸を見せるようなことはさせんぞ！」

　アスティアの兄として、父親として、保護者として宮兎は二人を止めなくてはならない使命感を抱いていた。実際にはどれも当てはまらないのだが、彼の中でアスティアはそのくらい大事にしている存在なのだ。

「アスティアって、シスターのアスティア嬢ですか？」

「ああ、そうだよ！　良いから早く返せ！」

「師匠のお願いでも、目の前に吊つり下さげられた大きなオカズを目の前にして──引き下がることはできません！」

「師匠じゃねえって言ってるだろ！」

　サマエトは立ち上がって逃げようとする。デスカントも立ちふさがって邪魔をしようと考えているらしい。だが、忘れてはいけない。ここにいるのはレベル５００のカンスト冒険者の一人だということを。

「いい加か減げんにかえ──」

『ティナさん、今日は本当にありがとうございます』

『いえいえ、日頃の感謝をこめて、招待しただけですわ』

（ヤバイ！　入ってきた！）

　女湯側から聞き慣れた声──アスティアとティナの会話が聞こえる。それからもぞろぞろ多くの人達が女湯に入ってきているのだろう、ザワザワと騒がしくなる。

「おい、いいから早く渡せっ……！」

「嫌ですっ！」

「ミヤトさん、諦めてくれ！」

　こうなったら実力行使。立ちふさがるデスカントの腕を摑むと、流れるような動作で一本背負いをした。二メートルほどの巨体を軽々と持ち上げて床へ叩きつける。投げられた本人も、見ていたサマエトも口を大きくあけてその事実を受け入れるのにしばらくかかった。

　ガタンッ

　大きな音と同時にデスカントがタイルの上で伸びる。目を回して起き上がれそうにない。ギロリと振り向いて、今度はサマエトにゆっくり近づく。

『なにか、大きな音が聞こえませんでしたかティナ先せん輩ぱい？』

『そうね。男湯に誰かいるのかもしれませんわね』

　ナノの声も聞こえる。サマエトは近づく宮兎に背を向けて、頭の上にあるメガネに手を掛けた。

「くっ！　こうなったら一瞬だけでもっ！」

「待てコラあああぁぁぁ！」

　サマエトに恨うらみはなかったのだが、思わず肩を摑んで脱衣所の方向へ投げ飛ばしてしまった。メガネはその場に落ちて、タイルの上を滑る。サマエトは扉を突き破る。

「はあはあ、危なかった……」

　転がっているデスカントもひょいっと摑んで、扉の前へ投げつける。気を失っているが、体が丈夫とこの前聞いたので大丈夫だろうと自分に言い聞かせる。

「さてと、メガネは」

　メガネを拾い上げて、事件を未然に防ぐことができ一安心する。なんだかとても疲れた気分だったが、ここで宮兎も男──ちょっとした下心が芽生えそうになった。

「……いかん、いかん！　なんのために休日を浪費してここまで来たんだ。さっさと帰って寝よう」

　メガネをアイテム欄へ戻そうとした時──独りでにまたメガネが動く。「あ！」と叫んだ時には遅かった。メガネが女湯と男湯を隔へだてる壁に吸い込まれ──壁が一瞬にして透明になった。

「へ？」

「あ」

　宮兎とアスティア──二人の目が合った。宮兎の目には、まだまだ未熟な体を薄いタオル一枚で隠し、じっとこちらを見つめる少女が映る。一方のアスティアの目にはお風呂場なのに服を着て、間抜け面でこちらを凝視する一人の青年が映っているのであろう。

　そしてアスティアの後ろには顔を真っ赤にするティナや、今にも悲鳴を上げそうなナノ、他にも様々な表情をしている女子生徒達が宮兎の目に映る。

「ミミッミミミミ、ミ──」

「ちょ、ちょっと待て！　待て待て待て！　俺じゃない！　俺のせいじゃないって！」

　左手で目を覆おおい、空いた右手を横に振って自分のせいではないと主張する。だが、何も事情を知らない彼女達にとっては──宮兎は大胆な覗き魔にしか思えなかった。

「いや、その、だからっ！　………退散！」

「ミヤトぉぉぉ！　ティナさん、追いますよ！」

「え？　あ、はい！　皆さんも急いで！」

　こうして──宮兎はあっけなく捕まりこれまでの事情を全て洗いざらい話すことになった。彼の優しさとしてはデスカントとサマエトの名前を出さなかったことだろう。事件の主軸となっている人物だろうが、未み遂すいに終わったため、宮兎なりの配はい慮りよだった。

　メガネはあの後壁から摘てき出しゆつされて、地下二階で静かに眠っている。というのもあのメガネも魔物の一種で自らの意思で行動できることが後々分かったのだ。

　男のロマンが詰まった魔物に──再び地上に出て多くの夢を叶えるチャンスはめぐってくるのだろうか。




『ウサギ屋』の商品はこうして日々の努力によって開発されている。今後もユニークな商品が店頭に並ぶことになるだろう……。
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　レベル５００──カンスト勢、伝説と呼ばれた冒険者は歴史上七十七人。現在生きている人数は【赤い影】を含めて五人。彼らは生き残るために力をつけ、知恵を使い、賢かしこく生き延びた。レベルを上げるのに一番重要なことは──生きて帰ってくること。死んでしまえばそこで終わり。冒険者の多くは無む謀ぼうなレベル上げを懸け念ねんしており、生しよう涯がいのうちレベル４００に辿たどり着つける人物さえごく僅わずかである。

　ギルドはなるべく危険なクエストを受けさせたり、レベルに合わないダンジョンへ行かせたりはしないように気をつけている。しかしだ、一部の冒険者には強欲、貪どん欲よくで、力を常に求める者達がいる。ギルドの忠告を無視して自らのレベルにそぐわない敵と戦いたがる。そのために、冒険者の平均寿命が下がり続けているのはヴァルハラ全土で問題視されている。

　ギルドは彼らを助ける手段として、ベテラン冒険者とパーティーを組むことを推すい奨しようし、現実的に無理をさせないように監視している。スタイダストでもレベル４００台の二十人と３００超えの百五十人が監視役の務めを任されているが、やはり強さを求める冒険者──命を捨てる者は後を絶たない。

　そんな冒険者に対して、規格外の実力を持った冒険者は──常に余裕を見せ付けている。

「あーあー、今回もあっけないクエストでしたね」

　少女──たった一人の少女がつまらなそうに呟つぶやいた。彼女の目の前にはレベル３００超えの冒険者が二人と２００台の冒険者が一人、体を震わせている。瞳ひとみに映る惨さん劇げきを受け止めるだけの強さはまだ持ち合わせていないようだ。

「こ、これがレベル４００の力……っ!?」

「あ、ありえないわ……」

　男と女の言葉に、レベルの一番低い少年が無言で頷うなずいた。少女の真後ろ──まるで、池のような血ち溜だまりが出来上がっていた。モンスター達の体の部分が広範囲に散らばっている。血に映る月の輝きが恐怖を倍増させた。モンスターの死し骸がいの数は──断定できない。しかし、彼らの記憶によれば五百。いや、それ以上居たのかもしれない。

　クエスト内容は集落を作り上げ、大量発生したオークの討とう伐ばつだった。予想より、かなり多い軍勢が襲おそいかかり、少女以外の冒険者は一いつ旦たん逃げることを提案したのだった。だが──状況は一変する。少女が一言、たった一言スキルの名前を呟いただけで──オーク達の体はバラバラとなり、血の池を作り上げた。




「つまらないわね。雑ざ魚こが千匹こようとも、経験値の足しにもならないわ」

　少女は目を瞑つむり、首を横に振る。パーティーの仲間である冒険者達の横を通り過ぎて、無言で帰り始めた。取り残された三人は振り返り、月の光に照らされた少女の姿を今一度確認する。

　黒と赤を基調にしたゴスロリチックな服装に、頭の上には小さな王冠のついたカチューシャをはめ、キラキラと輝く銀髪。大きな赤色の瞳に、透き通るような白い肌。右手には大判サイズの分厚い魔ま導どう書しよ、左手には服装に似に合あった黒い日ひ傘がさ。百五十センチほどの幼い小さな体に、少々とんがった耳。ぷっくりとした小さな唇くちびる。

　彼女の美しさ、可か憐れんさ、優雅さ、その全すべてを称して──人々は異名で名前を呼ぶ。

「これが……【精華のレジニー】っ！」

　名前を呼ばれても、少女は足を止めることはせず、ひたすら夜の森を歩き続ける。

「やはり、王都での依頼はどれもつまらないわ。一度スタイダストに戻って別のクエストを受けなおすべきね」

　少女──レジニーはスタイダストから王都への派は遣けん依頼を受けていた。王都の人手不足解消のため、各地から優秀な冒険者を集めてクエストをこなす類たぐいのものだ。クエスト一つで複数のクエストを受け持つ特殊なもので、選ばれた冒険者のみに許される行為である。スタイダストからはレジニーのほかにアルムント家の長男、長女が派遣されている。だが、どれもこれも彼女にとっては退屈なものばかりで、先日連絡があった【ブラック・オーガ】──【デーモンズ・オーガ】のような桁けた外はずれな難易度のクエストは回ってこない。話を聞けば、連絡が届く直前に討伐されたらしいが。

「ふむ、そろそろ彼にも会いたいし。そうと決まればすぐに出発しよう。ニシシシシ」

　犬歯を見せて笑う彼女は──愛いとおしそうに一人の冒険者の名前を呟いた。

「ああ、今すぐ会いたいわ。ミ、ヤ、ト………いいや、【赤い影】さん。うふふふふ」

　少女の笑い声は、後ろから慌あわてて駆け寄ってくる三人の足音で掻かき消けされてしまった。
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　宮みや兎とは珍めずらしく、暇ひまを持て余していた。いつもなら開店と同時に数人のお客さんが来店するのだが、かれこれ三十分は誰もやってこない。レイン・ゴースト達も品出しをしているが、あと十分もすれば仕事がなくなるだろう。レジ机に肘ひじを突いて、ぼーっとドアを見つめる。

「暇だ……。てか、何な故ぜお客さんが来ない？　まさかとうとう飽あきられたか？」

　彼が一番恐れていることだ。色々と商品にも工夫を施ほどこし、常に新商品を開発してきた。これも全てお客さんに逃げられないためだ。宮兎としては、ウサギ屋を閉店させるようなことになってしまえば、今後異世界で何を目的に生きていいのか分からなくなる。冒険者として生活することに問題はない──だが、刺激があまりにも足りない。

　ワールドモンスター討伐クエストなんて、十年に一度依頼が来れば良いほうだ。【デーモンズ・オーガ】のようなイレギュラーが必ずあるわけではない。

「んー、それにしてもやけに外が騒さわがしい気が……。お祭りとかあったかな？」

　朝から外がなにやら騒がしいことには気がついていた。スタイダスト全体──ではなく、ギルドのある方角に人が集まっているようだ。様子でも見に行こうかと悩んでいると──店の扉がカランカランとベルを鳴らして開いた。

「いらっしゃ──って、アスティアとティナか」

「おはようございます、ミヤト」

「ごきげんよう。ここはいつも通りで安心したわ」

「いつも通り？」

　やってきたのはアスティアとティナだった。いつもと変わりない二人を見て、少しだけ胸を撫なで下おろす。あの、銭せん湯とうでの【覗のぞき見み事件】からどうにも二人に顔を合わせ辛づらかった宮兎は無意識に避さけてしまっていたが、向こうから会いに来てくれたのは嬉うれしい誤算だ。

　それより、「いつも通り」と言うティナの言葉がひっかかった。

「今日はやけに外が騒がしいな。なんか祭りでもやってるのか？」

「違いますわ。まあ、お祭りのようなものでしょうが……。どこのお店も閉まっていて不便ですの」

「実は【精華のレジニー】がスタイダストに戻ってきたのですよ」

「え？　れ、レジニーが？」

　宮兎の眉まゆがピクリと動いた。二人は特に気にすることなく、会話を続ける。

「王都への派遣クエストの途中でしたが、どうやら一度道具の補充に戻って来たらしいですわ。彼女を一目見ようとスタイダスト中の人々がギルドへ押し寄せているとか」

「私も冒険者を目指すシスターとして、一目見てみたいです。だからこうやってティナさんと一緒にミヤトを誘いに来たのですよ？」

【精華のレジニー】はスタイダストに所属する『最もレベル５００に近い冒険者』だ。現在のレベルは４８２。あと数年のうちにカンストするだろうと噂うわさされている。彼女の異名は、その容姿が大きく関係しているだろう。美の血族とも名高いエルフ族の少女で、圧倒的な力を持っている。【赤い影】より先に冒険者デビューを果たしているが、彼女も十八歳という若い年齢で驚きよう異い的てきスピードでレベルアップをしているらしい。

　宮兎──【赤い影】と違うところは正しよう真しん正しよう銘めい、彼女は実力のみでレベルを上げてきたということだ。彼女の類たぐい稀まれなる亡霊魔術は、一度の攻撃で一つの軍隊を壊かい滅めつさせることもできる強力なスキルだ。一度の戦闘で十体のモンスターを相手にすることがやっとの宮兎と違い、彼女は一度に何百、何千のモンスターを狩ることができた。

「どこもお店は閉まっていますから、わたくし達も見に行きましょう。やはり、レベル４００台の冒険者は一度見ておきたいです」

「ほら、ミヤト。ぼーっとしてないで準備を──」

「あ…………わ、悪い！　なんだか今日は調子が良くないみたいで……」

「本当ですわ。顔色がよろしくないですわ」

「真っ青ですよ？　大丈夫ですか、ミヤト……？」

「ああ、なんとか……。ちょっと二階に行って冷たい飲み物でも飲んでくる。行くなら先に行っててくれ……」

「は、はい。分かりました」

　一応アスティアは返事をしたものの、ふらふらとバックルームへ消えていく宮兎の後ろ姿を見て心配になった。あれほど体調を崩した彼を見たのは何年ぶりだろう。【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】で無理をした時以上に、きつそうに見えた。

「ミヤト……本当に、大丈夫でしょうか？」

「気になりますわね。貴方あなた達、朝からミヤトはあのような感じでしたの？」

　いつの間にかレイン・ゴースト達も横一列に並び、主人の見えなくなった背中のほうを心配そうに見ていた。ティナの質問には一番近かったモーノがフードを横に振り、突然のことだったと伝えた。

「しばらく待ってみましょう。まだレジニーさんがギルドに来ていないことを願って」

「そうですわね。様子を見ましょう」

　店番もかねて二人は宮兎が降りてくるのを待つことにした。お客さんがやってくることもなく、宮兎が二階から降りてくる気配もない。本格的に体調を崩したのかもしれない。十分ほど待ったが、特に変化はなかった。

「一度二階へ行きませんか？　流石さすがに心配です」

「勝手に良いのかしら？」

「店はレイン・ゴースト達が見てくれますし、倒れていたりしたら彼のためにも──」

　それは突然だった。

　二階から何かが暴あばれたような、激しい音が一階へ鳴り響く。二人の少女は一瞬だけ顔を見合わせて、急いでバックルームへ向かい、二階への階段を駆け上った。




　時間は遡さかのぼり、約十分前。宮兎は頭を押さえながら自室へと戻っていた。冷たいお茶を一杯飲んだが、気分は一向に晴れない。血の気が引いて、頭痛まで起こる。

「くっそ……デーモンズ・オーガの時は仕方なく名前を出したけど、いざ帰ってきたとなると……。一度、横になって気分を変えなきゃ」

　敷しきっ放しの布団ふとんへそのままの格好で潜もぐり込こむ。仰あお向むけに寝るが、部屋の電気を消す元気も湧わかない。鼻から畳たたみの香りがする空気を肺にたくさん吸い込んで、心と体を落ち着かせようと深呼吸を始める。四回繰くり返かえして、ようやく冷や汗が引いてきた。

「はあ……できればそのまま王都へ帰ってくれないかな。流石にもう、相手にはできない」

「それはどういう意味かしら？」

「いやー、だってさあ。あんなハチャメチャなことを毎回言われてちゃ、俺の体がもたな──え？」

　ガバッと右横を振り向くと何故か布団の中にエルフの少女──レジニーが寝ていた。

「はあーい。ミヤト、お久しぶりね」

「っひぃぃ!?」

「あー、逃げないでよぉ」

　起き上がって逃げようとすると、レジニーは宮兎に抱きつき動きを封じ込める。そのまま仰向けに転がし、レジニーは宮兎に跨またがって舌なめずりをする。同時に、部屋の電気が消えた。カーテンも閉じてあり、光はどこにもない。

「お、おまおま、おま、おま──」

「あらあら、久しぶりの再会なのにもうちょっと感動の言葉はないの？」

　暗くら闇やみの中でも分かる。宮兎は頭の中で色々と叫びたい言葉が溢あふれ、何から言えばいいのか混乱していた。どこから入ってきた？　いつからここにいた？　ギルドにいるのではないのか？　スタイダストになんで帰ってきた？　それよりも──

（なんでコイツ裸なんだよっ……!?）

　電気が消えても分かる──レジニーの眩まぶしいほど白い肌がどこも隠れていない。アスティアと同等の幼い体、身長も百五十センチと小さく十八歳には見えない。十二歳と言われても誰も疑わないだろう。かろうじて胸を隠している銀髪と赤色の瞳に目を奪うばわれそうになる。

　布団の上で仰向けで寝ている青年に跨る未熟な裸の少女──絵的にはかなりアウトだ。

　ジタバタと足や腕を動かそうとするが、床を叩たたくだけでレジニーの拘こう束そくから逃げられそうにない。

「っ！　アスティ──」

「【ギガ・ショック】」

「はひんっ!?」

　助けを求めようとした時だった。レジニーは宮兎の首に優しく右手で触れて【ギガ・ショック】と唱える。【ショック】系統の最高位スキルで状態異常マヒを高確率で与えることができる。ただ、彼女の持っている【魔女の刻印ＳＳ】というパッシブスキルで確率は１００パーセントになっているのだが。

「下の二人に助けを求めてもダーメ。ほらほら、諦あきらめて私と気持ちいいことしよう、ね」












（あああああぁぁぁ!?　ヤバイ、非常にヤバイっ!?）

　舌が痺しびれてまともな会話はできそうにもない。体も痺れ、満足に抵抗もできないようだ。

「ふふふふ、可か愛わいいわね。ミ、ヤ、ト」

　カッターシャツのボタンを全て外され、シャツがめくられる。露あらわになった肌を見て、レジニーはうっとりと彼の胸元に顔をうずめた。

「ああん、ミヤトの匂におい。生き返るわ。…………ペロリ」

「んぐぐぐうう！」

「こんなに汗をかいて、しょっぱい」

（こんの変態がっ！）

　それからも四よつん這ばいになって宮兎の体をなめまくるレジニー、肌はべちょべちょになりテカテカと光り始める。夢中になっている今こそ、どうにか逃げ出さなくてはならない。

　痺れる体を無理やり動かそうとすると、右足の膝ひざが曲がる。

「ひゃっ！」

（ガッデムっ!?）

　膝がレジニーのどこかに当たったらしく、レジニーは宮兎に抱きつくような形になった。もちろん裸の彼女と、半裸の青年──肌と肌が直じかに触れあい、宮兎の意識がそこへ集中する。

「うふふふ、意外と積極的なのね」

（くそうっ！　さらに悪化しちまったっ！）

　レジニーは宮兎の顔を覗き込んで、自分の右手の人差し指を彼の口へ突っ込む。

「ミヤト、早く貴方の子種が欲しいわ。そしたらきちんと殺して私の亡霊人形ゴーストドールにしてあげるわね。私が死ぬまで、ずうっとずうっと一緒よ？　ほら、もっと喜んで？」

（ひいいいぃぃぃぃ！　殺されるっ！）

【精華のレジニー】──本名はレジニー・メルゲナリー。メインジョブを上位職の【亡霊魔術師ネクロマンサー】、サブジョブを職業職の【図書館司書ライブラリアン】に設定している。彼女の使う呪じゆ術じゆつ系スキルは魔導書を扱い、【図書館司書ライブラリアン】のスキルと相性が良いのだ。

　そして何故──宮兎の命を狙ねらうのか。理由としては純粋に彼が欲しいだけである。

「さーって、それじゃあ、本番始めましょう」

「や、やめっ！　ヤメっ！」

「上手くしゃべれないでしょうけど、喘あえぎ声はきちんと聞いてあげるからね」

（そういうことじゃねえよっ！）

　必死の抵抗むなしく、レジニーの左手がスラックスのチャックに触れて、ゆっくりと下ろされ──

「ミヤトっ！　大丈夫で──」

「なんだかすごい音がしましたわよ？　平気で──」

　ガチャリと扉が開いて、明かりがついた。二人の少女が目にしたのは、半裸で涙を流す青年とそれに跨る全裸の少女。

　静かな沈黙が流れ──

「キャアアアアアアアアアアッ！」

　アスティアの悲鳴がウサギ屋に轟とどろくのであった。




　リビングのテーブルに向かい合う四人の男女。たった一人の男──宮兎の隣となりにはいつもならアスティアが座っている。今日は代わりにエルフの銀髪少女──レジニーが当然のような顔で鎮ちん座ざしていた。アスティアは宮兎の目の前に腰を下ろし、ティナはレジニーの正面の席に座った。

「ええっと……こちらが皆さんが気になっている噂の【精華のレジニー】ことレジニー・メルゲナリーさんです」

　顔面蒼そう白はくの宮兎が震える手でレジニーを紹介する。アスティアとティナはどのようなリアクションを取ることが正解なのか分かっていない。なんとも微妙な表情で宮兎とレジニーを交互に見比べる。

「はじめまして。私がレジニー・メルゲナリー。見ての通り、エルフ族で亡霊魔術師ネクロマンサーをやっているわ。よろしくね、アルムント家の三女さんに、リーリフェル教会のシスターさん？」

　名前ではないが、自らの所属している場所を言われぎょっとする二人。レジニーは気にすることなく、ゴスロリチックな服装に合ったオシャレなマグカップでコーヒーを一口飲んだ。黒バラの模様つきのマグカップはレジニーの私物である。おいしそうに飲み終え、頭の上に乗っかる小さな王冠を手に取ると、マグカップが吸い込まれてしまった。三人は呆ぼう然ぜんとレジニーの小さな王冠へ視線を送るが、本人は気づいていないようだ。

「どうして私が貴女あなた方の素性を知っているか、疑問のようですね」

　レジニーはにっこりと笑い、ティナを見つめる。

「貴女のお兄様とお姉様のご活かつ躍やくは私も知っています。同じパーティーを組んだことはありませんが、王都では名高い冒険者です。目元とその金髪、御兄弟皆そっくりですね」

「あ、ありがとうございます」

　勢いに定評のあるティナがやけに大人しいのは、相手がレベル４００台の冒険者だから──ではない。先ほど、宮兎が半裸にされていた惨状を目の当たりにして未いまだに動どう揺ようしているからだった。ティナの頭の中では、レジニーに対する可憐で、優雅で、お淑しとやかなイメージが崩れ去っていく。

「そしてリーリフェル教会のシスターさん、名前はアスティアだったかしら？」

「は、はい！　その通りです……。よく、ご存じですね」

「ミヤトからお話は聞いていましたから。優秀なシスターだとお伺うかがいしています。ふふふ、そしてなんとも可愛らしい」

　ゾクゾクゾクッとアスティアの背筋に何かが走る。直感で分かった。この人は深く関かかわってはいけない人なのではないかと。だが、アスティアはレジニーの言葉が気になった。

「ミヤトと親しいようですが……。二人の関係は……？」

「そうね。関係……難しい質問ね。私と彼が出会ったのはまだお互いがレベル２００の頃かしら？　パーティーを組んで、ダンジョンの攻略に勤いそしんでいたわ」

「そうだったのですか」

　なんともまともな答えが返ってきたので、アスティアとティナの顔色が少しだけ元に戻った。これで元恋人なんて言われた日にはどうなっていたのだろうか。

「ま、今は──」

　レジニーの右手がゆっくりと伸びて、袖そでからナイフが飛び出す。刃は宮兎の首元に当てられ、本人は反射的に両手を大きく上げた。二人の少女も突然のことで反応が遅れ、ぼけっと見ているだけだった。顔から滝のように汗が溢れ出る宮兎と、頰ほおをそめてうっとりと顔を近づけるレジニー。

「今すぐにでも心しん臓ぞうをえぐりとって、私のお人形さんにしたいほど愛していますわ」

「レレレレレレレレ、レジニーさんやっ……！　落ち着こうっ！　一旦落ち着こう！」

「ふふふふ、冗じよう談だんですわ。まだ貴方の子供を授かっていませんからね」

　レジニーが袖にナイフを収納すると、宮兎はバタリとテーブルの上に体を派は手でに倒した。アスティアとティナは、にっこり微笑ほほえむレジニーに抱く感情が憧あこがれから恐怖に変わってしまった。

（な、なんなんだこの人は……っ!?）

　アスティアは気を失いかけている宮兎にくねくねと抱きつくレジニーを見て、率直な感想を心の中で述べた。するとティナがゆっくりと立ち上がって、宮兎と同様に真っ青な顔で小さく頭を下げた。

「わ、わたくしはこれからクエストがありますので……。今日はこの辺で……」

「あら、残念です。もう少しお話ししたかったのに」

「い、いえ……。わたくしも早く貴女のように強くなろうと思いましたので……」

「そうですか。なら、お気をつけて」

「ありがとうございます……」

（ティナさん上手く逃げたな……）

　ゆっくりと去るティナの後ろ姿を見て、アスティアは自分もどのようにしてこの空間から宮兎と一緒に脱出しようかと考えていた。レジニーと二人っきりにさせるのはかなりマズいと判断できる。明日の朝会いに来て亡霊人形ゴーストドールなぞになっていたら責任を感じて死んでしまいそうになるだろう。

　と、レジニーがアスティアをじっと見つめて再び笑った。何を言われるのか全く予想できない彼女は思わず身構える。

「そんなに硬くならなくてもよろしいですよ。やっと、三人になれましたね。アスティア・リーリフェルさん」

「……どういう意味ですか？」

「決まっているじゃないですか。この三人──共通していることは【赤い影】の正体を知っていること」

「っ！」

　アスティアの顔が今まで以上に険けわしくなる。逆にレジニーは何がおかしいのか「うふふふ」と上品に笑って、うつ伏せの宮兎に問いかけた。

「ミヤト、貴方のお話どおりとても可愛らしいシスターさんですね。こういう娘は大好物です」

「おい、アスティアに変なことするんじゃねえぞ？」

　宮兎が先ほどと比べ物にならないほど真剣な声でレジニーに話しかける。だが、まだきついのか体は横になったままだ。首だけがレジニーの方向へ向いている。

「何もしませんよ。ただ、【赤い影】の専属シスターがどんな娘なのか興きよう味みがあっただけ。貴女も私のお人形さんにしてあげたいけど、人数制限があるの。ごめんなさいね」

「……………レジニーさんは、どうしてミヤトの命を狙うのですか？」

「難しいことじゃないわ。私は彼を心から愛している。私が死ぬまで、傍そばに置いておきたい。そのためには【亡霊人形作成術ゴーストドール・メイカー】のスキルを使って、彼をゾンビにしたいの」

「絶対に嫌だぞ！　俺はあんなウーウー唸うなるだけの怪物なんかにならねえからなっ！」

　スキルの名前を聞いた瞬間、無意識に【シャドウ・ステップ】を使いアスティアの後ろに隠れる。彼なりに真剣だが、レジニーへの反論はこれが精一杯である。

「アスティアさんには話していませんでしたが──まあ、ミヤトと私だけしか知らないことですが、彼が【赤い影】となるその直前まで二人だけのパーティーを組んでいました。私は昔から才能があり、自分のレベルに見合った仲間を見つけることができなかったのです」

　レジニーも所謂いわゆる、天才である。幼い頃から数多くの【スキル指し南なん書しよ】を読み、冒険者デビューをする前には既に三十を超えるスキルを身につけていた。流石にソロで活動する実力はなかったが、どのクエストも彼女にとってはお遊び程度だった。

「ですが、ミヤトと出会い──世界が変わりました。彼は、どんなにつまらないクエストでも、どんなに手ごたえのないモンスターでも、楽しく、嬉しそうに、世界を愛して冒険をしていました」

「それは……私にも、分かります」

　宮兎にとってここは──異世界。全てが新しい発見で、全てが彼の知恵となり生きていく目標となった。冒険者としての生き方に、ヴァルハラの住人以上に〝満足〟していた。彼がソロでも生き延びることができた大きな要因である。

　決して手を抜かない──決して初心を忘れない──決して諦めない──そして、世界を楽しむ。

「アスティアさんとは良い関係になれそうです。ええ、それはミヤトには及びませんが。彼が私に与えてくれたのは、冒険者として〝生きる意味〟──私が王都へ派遣されることになってパーティーは解散。一年ほど前にスタイダストに戻って、彼が【赤い影】と呼ばれるほどの実力を身につけたと知り──私は歓喜と感謝、嫉しつ妬とと愛に溺おぼれました」

　レジニーの顔が──変わる。

「先ほどの質問、もう少し詳しく答えるならば──私はミヤトの愛が欲しい。彼が与えてくれた蜜みつは他にはこの世界のどこにもない。なら、また彼から貰もらうしかない。彼の子供と、そして死ぬまでずっと一緒に亡霊として傍にいてくれる──ああ、なんて素晴らしいっ！」

「……ミヤト、レジニーさんって昔からあのような雰ふん囲い気きなのですか？」

「昔はもっと真ま面じ目めな子供だったんだけどな……。【赤い影】を名乗り始めて、偶然再会してさ……。一回クエストに行ったら、その日の野宿で襲われてからずっとあの調子。何度貞てい操そうと命の危険を感じたことか……」

　宮兎の声は若じやつ干かん震えている。アスティアは弱々しい宮兎の姿を見て、同情することしかできない。溜ため息いきを吐ついた瞬間、レジニーがおもむろに立ち上がって──服を脱ぎ出した。

「ぶふっ!?」

「れ、レジニーさんっ!?　何故服を脱ぎ始めるのですかっ!?」

　息を噴き出す宮兎と顔を真っ赤に染めるアスティア。レジニーは聞こえないのか、いや確実に聞こえているが無視して服を脱ぎ捨て、頭の王冠もテーブルの上に載のせた。かなり際どい黒の下着に、黒いニーハイソックス、靴くつは脱いで腕を大きく広げた。

　レジニーの瞳がトロンッとしている。

「私ね、可愛い女の子も平気なの。大丈夫よ、私が二人とも愛してあげる。だって【赤い影】を作り出したのはアスティアさん──いいえ、アスティアちゃん。貴女と言っても間違いではありません。そんな素晴らしい女の子を愛せないなんて──ああ、なんて罪深いのかしらっ！」

「……ミヤト、逃げましょう」

「賛成だ……っ！」

　椅い子すを蹴けっ飛とばして一いち目もく散さんに部屋を出る。後ろからは「あー、待ってくださーい」と艶なまめかしい声でレジニーが呼んでいる。もちろん、二人は足を止めるはずはない。

　階段を降りて、バックルームからお店の方へ出る。数人のお客さんが買い物をしており、レイン・ゴースト達がせっせと働いていた。

「あれ、ミヤ坊。見ないと思ったら二階にいたのか」

「アスティアー、やっほー」

　キキョウとセルフィがレジ横に設置されたモンスターキーホルダーを見ていたが、二人が出てきたことに気がついて声をかけた。いつもなら挨あい拶さつをして、雑談でもするのだがそんな場合ではない。

「すまん、キキョウさん！　また後で！」

「セルフィも後で話しましょうっ！」

「お、おいっ！」

「アスティア？　どうしたんだろう、二人と──」

「お待ちになってーっ！　二人ともー！」

　ウサギ屋を出て行った二人と入れ替わりで、バックルームから下着姿のレジニーが出てくる。キキョウもセルフィも、レイン・ゴースト達も、他の客達も目を丸くしてレジニーを見つめた。お構いなしに、彼女もウサギ屋を出て行く。

「お、おい……セルフィ見たか？」

「今のは……精華のレジニーっ!?」

　ウサギ屋がざわつき始めると同時に、スタイダスト全体が今度は騒がしくなった。それもそうだろう、あのレベル４００台の少女がニーハイソックスと下着だけの姿で雑貨屋の店主オーナーとシスターを追い掛け回しているのだから。

　こうして、この日精華のレジニーはスタイダストへ帰還し、翌日の朝刊の一面となった。むろん見出しは『精華の少女──愛に迷う』と書かれた。

　この後の二人はどうなったか。この状況を打破するためにギルドへ向かい、受うけ付つけ嬢じように助けを求めた。ギルドに集まっていた人々はレジニーがやってこないものと諦め、人はいつも通りの人数に減っていた。ギルドへやってきたレジニーはその場で騎士団と数人の冒険者に取り押さえられ、強制的にギルド寮りようへ連行された。

　匿かくまってもらった宮兎とアスティアだったが、レジニーが連れ去られる瞬間に──

「明日も顔を出しますねぇー！」

　──と、大声で言い、さらに顔を青くしたのは二人以外誰も知ることはない。
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　レジニーがスタイダストに戻ってきて三日が経たった。彼女が戻ってきたからといって、スタイダスト全体で何か大きな変化が生じるわけではない。スタイダストのほとんどの住人が同じように思っているはずである。

　昔の人は言った──木を見て森を見ず──これは一つ一つのことに気を取られて、全体が見えていないということわざだ。スタイダストの場合は逆で『森を見て木を見ず』──だろう。小さな変化は、ウサギ屋で起こっていたのだ。

「だからなんでまた朝からいるんだよっ！」

「貴方の使い魔が淹いれてくれるコーヒーが美お味いしいからよ。ほら、モーノちゃんおかわり」

　モーノはビクビクしながらレジニーのマグカップへコーヒーを注そそぐ。やはり本能で分かってしまうものだろうか。この少女がどのモンスターや人間より危険人物だと。クロやシロは怯おびえてしまってキッチンから出てこない始末だ。

「朝からいられると迷めい惑わくなんだよ。ほら、さっさと王都へ帰れ！」

「王都には戻らないわよ？　しばらくはスタイダストで活動するわ」

「……冗談だろ？」

「本気よ」

　宮兎の手からウサギ屋のエプロンが落ちる。今から開店準備で、エプロンを着けようとしていたところだった。レジニーはコーヒーを飲み、満足そうに笑顔をモーノへ向ける。

「本当に美味しいわ。ふふふ、ちょっと欲しくなっちゃったかも」

　モーノの体がバイブレーターのように震えて宮兎の背中に隠れる。レジニーは声に出して笑い「冗談、冗談」と頰に手を置いた。この場にいる誰もが冗談と思えないのが怖い。

「大丈夫、貴方のご主人様が私の物になれば問題ないものね」

「大有りだっ！　いいから今から仕事なんだよ！　帰れ帰れ！」

　するとレジニーは立ち上がり、リビングから出て行く。

「そうね。邪じや魔まになるといけないから今日は帰るね」

「お、おう。そうか」

　意外とあっさり帰り始めたので、拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。宮兎に投げキッスをして、レジニーはリビングを後にした。取り残された宮兎とレイン・ゴースト達は互いに顔を見合わせて、ほっと息を吐く。なんだかとても疲れた気分だった。

　それにしても、レジニーがここまで自分にこだわるとは、パーティーを組んでいた当時は考えもしなかった。男女関係なく、人間に対して冷たい態度を取り、表情も豊かなほうではなかったのだ。いつも不ふ機き嫌げんで、話しかければゴミを見るような目で睨にらまれる。

　宮兎も初めからレジニーと仲が良かったわけではない。ある程度の実力をつけた宮兎は女性冒険者の間で高い人気を保っていた。陰で取り合いになるほど、強さ、若さ、そして人の良さが評価されていた。アスティアもティナもその頃は宮兎に深い感情は抱いておらず、気にもしていなかったらしい。

　そこへレジニーが〝変り種の錬金術師アルケミスト〟の噂を聞き、宮兎とパーティーを組んだのである。これが女性冒険者達が宮兎を諦めた大きな理由だろう。

　エルフ族は人間や他の種族と違い体の成長が遅く、二百年ほどの寿命を持つ。そして何より、〝美の血族〟と言われるほど皆、容姿端たん麗れいである。誰もが彼女の姿に釘くぎづけになる。

　思い返せば、宮兎もレジニーと初めて出会ったときは見み惚ほれていた。今と姿はほとんど変わらないが、彼女の美しさに頰が熱くなったことを覚えている。

　それから二人でパーティーをしばらく組み、レジニーが先にレベル３００へと到達した。彼女の実力なら当然だ。毎日パーティーを組むわけではなく、レジニーは個人でもダンジョンへ潜り経験値を稼かせいでいた。

　すぐさま王都から派遣の依頼が届き、パーティーは解散され──しばらくして二人はまた再会した。

　レジニーは王都へ派遣されていた間──宮兎の重要性に気がつき始めていたのだ。彼と冒険することがどれだけ楽しかったか。彼と一緒に食事を取ることがどれだけ嬉しいことだったのか。彼と野宿して肩を並べて見上げた星空がどれだけ綺き麗れいなものだったのか──彼女は思い知った。

「はあ、なんであんな女の子になったんだろうか……」

　まさか命まで狙ってくるとは思わなかった。彼女の好意を宮兎は確かに感じ取っている。だがそれが本物か、狂気なのか区別がつかない。受け入れてしまえば二人とも不幸になってしまう──そんな予感がするのだ。

「まあ、黙ってれば可愛いし──」

「本当ですか？」

「うおいっ!?」

　耳元で囁ささやかれ、口から心臓が飛び出しそうになった。尻しり餅もちをついて振り向くと、満足そうに先ほど出ていったはずのレジニーが立っている。レイン・ゴースト達もキッチンへ一目散、逃げ出してしまう。

「可愛いと言いました？　うふふ、やっと私の気持ちが──」

「お前たった今帰ったじゃん！　この扉から出て行ったばかりじゃん！　なんで後ろにいるんだよ!?」

「私は亡霊魔術師ネクロマンサー──壁のすり抜けなんてお手のものよ」

　アサシンよりアサシンしている亡霊魔術師ネクロマンサー。宮兎は力なくうな垂れ、右手で顔を覆おおった。首を横に振っているのは頭の中で何かを否定しているらしい。

「もう、そんな顔をしないで？　ミヤトとの約束、きちんと守って【委員会】に上手く話をつけているんだから」

「それに関しては、本当に感謝してるよ。うん、本当に」

【委員会】──冒険者ギルドを統とう括かつする組織の名称だ。この組織がギルドの中ちゆう枢すう機き関かんであり、ギルドの本体と言えるだろう。委員会はレベル５００の冒険者を王都へ呼び出し、保護という名の監かん禁きんをしている。レベル５００の冒険者はヴァルハラにおいてとても重要な戦力である。

　万が一、ワールドモンスターがヴァルハラに現れた時、ベストな状態で戦力が揃そろっていなくてはならない。また何かしらの犯罪組織が生まれ、平和のバランスを崩してしまう可能性だってある。その抑よく止し力りよく、または即戦力としてレベル５００の冒険者は王都のとある施し設せつに集められるのだ。

　宮兎はその噂を既に知っており、レジニーへ上手く見つけられないようにお願いしていたのだ。

「私が調査員の目を欺あざむくためにどれほど苦労しているか。少しはご褒ほう美びを貰っても罰ばちは当たらないわ」

「ご褒美って……」

「もちろん心臓が──」

「絶対にヤダっ！　てか意味ないじゃんソレ！」

　宮兎は立ち上がって頭を抱える。レジニーが一番信頼できて、王都での隠いん蔽ぺい工作を行いやすいだろうと頼んだが、本当に任せてよかったのか不安になってきた。いっそのことアルムント家の長男か長女に泣きついて助けを求めたほうが早かったのかもしれない──なんてことも考えた。

「ところで、今日はアスティアちゃんは来ないのかしら？　私、まだ彼女と愛し合えていないから」

「やめろ！　アスティアにトラウマ植え付ける気か!?」

　実はレジニーがスタイダストへ帰還した次の日──朝一番に彼女が会いに行ったのがアスティアだった。よっぽど気に入ったのか、なにやら布団の中でゴロゴロしていた（どんな格好で、何をどうしていたかは語れないのでご想像にお任せする）らしい。アスティアが疲れた表情でその日の昼に教えてくれた。

「いいじゃない。まだ私も彼女も処女よ？　二人で誘惑してあげるから男なら同時に愛してみせなさいよ」

「ああ、もう！　朝からお前と話すと頭が痛いわっ！　ほっとけ！　アスティアも俺のこともほっとけ！」

「ふふふ、やっぱりミヤトの慌てている顔が一番そそるわ」

「……………」

　勘かん弁べんしてくれ──大声で怒ど鳴なりたい気持ちになったが、その元気も吸い取られている。元々レジニーが女の子を『そんな目』で見ていることは知っていた。本人が直接「男より可愛い女の子のほうが愛せる気がする」なんてことを話してくれた記憶も蘇よみがえった。

（確かにそんな台詞せりふも言ってたな……。こりゃ、一番の被害者はアスティアか）

　今日も今日とて、この場を去ったレジニーがアスティアの元を訪れナニをし出すのか予想がつく。

　ここでレジニーが手を叩いた。

「思い出した。ミヤトに頼みたいことがあるのよ」

「……血液か？　内ない臓ぞうか？」

「違う違う。そっちじゃなくて──商品についてよ」

　商品と言われて、宮兎は首をかしげる。レジニーは微笑みながら、頭の王冠を右手に取り、下の左手に向けて上下に振った。ストンッと一冊の分厚い魔導書が出てきた。

　この王冠。名前は【旅団王の小さな冠】と呼ばれるレアアイテムである。リュックやアイテムボックス、ポーチと同じでアイテムや素材、武器を収納するための品である。制限がなく、いくらでも取り込むことができる、オンラインゲームなどでいうところの【課金アイテム】的な物だ。

「はい、これ」

「これ……と言われましても」

　渡された魔導書と笑顔のレジニーを交互に見比べて、宮兎は戸と惑まどうばかりであった。

「知っての通り、私の亡霊魔術はこの魔導書を扱うわ」

「んなこと知ってる。まず、俺に何を作ってほしいんだよ？」

「よく見てみて」

　言われたとおり魔導書を観察してみる。大きさは大判サイズ、ページ数はかなりあるようで分厚い。表紙は何か動物の皮で作られているようで、裏表両方に魔法陣が描かれている。背表紙には何も書かれておらず、レジニーが昔使っていた魔導書とは違うようだ。

　昔は赤色の魔導書だったが、この魔導書は黒色だ。書かれている魔法陣もかなり複雑な形になっていた。今までは円の中に六ろく芒ぼう星せいが描かれ、囲むようにヴァルハラ文字が書かれていた。黒の魔導書は円の中に小さな円がまた描かれ、小さな三角形が三つ無造作に重ねられ、ヴァルハラ文字がびっしり敷しき詰つめられている。

「やけに古い魔導書だな」

「それもそうよ。これは王都の国立図書館の【閲えつ覧らん禁止書庫区】に眠っていたお宝よ」

「へえ………。うええええへ!?」

　宮兎は閲覧禁止書庫区と聞いて魔導書をレジニーに投げ返す。魔導書を見事キャッチしたレジニーはなんだか不満そうだが、宮兎は汚物でも見るような目で彼女が手に持っている本を凝ぎよう視しした。それもそのはず──閲覧禁止書庫区とは触ることすら許されない呪のろわれた本を保管する場所だ。

　そこに眠っている本、または魔導書、写本、これらは作者などによって呪いをかけられた危険なアイテムである。ある本は読んだだけで魂たましいが吸われる──ある本は触れただけで精神が破壊される──ある本はたった一ページに書かれている魔法を詠唱するだけで大陸の半分が消滅する──どれもこれも噂話に過ぎず、閲覧禁止書庫区自体が存在するかどうかも定かではなかった。

　しかし相手がこのレジニーだ。噓うそを言っているとは思えない。

「心配しなくても大丈夫。この魔導書は【エリガリウスの魔導書】と言って、亡霊魔術のみを記した物よ。別に触れただけで魂が抜かれるとか、そんな心配はないわ」

「じゃあなんで閲覧禁止書庫区にあったんだよ？」

「愚ぐ問もんね。『書かれているスキルが禁術』──人体の完全なる蘇そ生せいスキルが書かれているのよ」

「蘇生、スキル……」

　ヴァルハラで最も禁きん忌きとされていること──それは死者を完全に復活させることだ。ゾンビや骨騎士ボーンナイト、亡霊人形ゴーストドールなどは人間の部類には入らない。【死者】として生き続けなければならない。人ではなく、魔物に近い存在になるのだ。

　完全なる蘇生とは──人が人として蘇ること。これは神への冒ぼう瀆とくであり、人を蘇らせることができるということは新しい神が生み出されることに繋つながる。ヴァルハラにおいて絶対の神は七大英霊神のみで、それ以外の神は認められていない。

「エリガリウス──ヴァルハラでアルムントに続いてレベル５００に達した伝説の一人。彼が作り出した錬金術師アルケミストという職業と亡霊魔術師ネクロマンサーの職業──その偉大なる父はこの魔導書に己の全てを書き記した。その中に蘇生スキルが書かれているわけよ」

「……蘇生か」

　宮兎の頭の中に──とある単語が思い浮かんだのは言うまでもない。

【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】

　薄々は気がついていた。このスキルの本当の意味──そして本当の使い方──いや、今は、そんなことはどうでもいい。宮兎は首を小さく横に振って考えを変える。

「実はね、かなり古い魔導書だから表紙がボロボロなのよ」

「見れば分かるよ。何千年前の品なんだろう？　って、お前が持ち出して大丈夫なのか？」

「秘密に決まってるじゃない」

「うん、知ってた」

　もう何も驚けない。レジニーは「気にすることじゃないわね」と当たり前のように言って、魔導書をパラパラとめくる。確かにところどころページが傷いたみ、シミになっている場所もある。ヴァルハラ文字で書かれているので、宮兎は全く読めない。

「頼みたいのはこの魔導書に【カバー】を作ってほしいの」

「ブックカバーか。別にいいけど、それなら俺じゃなくても自分で作れるだろ？」

「私が欲しいのは亡霊魔術師ネクロマンサーにぴったりのデザインよ。シンプルなデザインはあまり好きじゃないわ」

「はあ……。そうですか……」

　レジニーは誰よりも個性を大事にしている。このゴスロリファッションなんてヴァルハラでもかなり珍しい服装だ。とはいえ、今日はデザインを考えている余裕はない。日を改めて時間を費ついやすしかないようだ。

「今日は流石に無理だからな」

「分かってるわ。これだけ伝えることができたら満足よ。それじゃあ、次の水曜日にまた来るわ」

　レジニーは王冠から日傘を取り出して、ゆっくりと開く。にっこり笑顔で手を振り──やがて床をすり抜けてどこかへ消えてしまった。亡霊魔術師ネクロマンサーとはやはりアサシンよりアサシンに向いているのではないだろうかと──自分のメイン職業ジヨブが哀かなしくなった。




　水曜日──約束の日が訪れ、ウサギ屋の二階に人が集まっていた。ホワイトボードに『新商品開発部リターンズ！』と書かれている。その前にいるのはやる気満々──ではなく、どことなくまた顔色が悪い宮兎。彼の視界には椅子に座って、またコーヒーを飲むレジニーと、その横で体を震わせて俯うつむくアスティア、彼女の正面には今にも泣き出しそうなティナが座っている。

「え、えーと……。お集まりの皆さん、おはようございます。本日、新商品のブックカバーのデザインを考えるために来ていただいたのですが……」

「私とティナさんは無理やり連れてこられたのですよ！」

「まあまあ、アスティアちゃん。落ち着いて私とコーヒーでも飲みましょう」

「れ、レジニーさんも少しは自重してくださいっ…………！」

「あらあら。一緒のベッドでキャッキャウフフした仲ではないですか」

「変な言い方しないでください！　襲われそうになって必死に逃げ出したのに！」

　あの日のことを思い出したのか、アスティアは明らかに疲れている。ティナにいたっては一言もしゃべらずにレジニーと目を合わせようともしない。

「……二人はなんでここに？」

「あら、ウサギ屋の前にいたので私が連れてきたのよ。流石に抱きかかえるのは無理だから亡霊ゴーストに手伝ってもらったのだけれども」

「……………」

　レジニーが召しよう喚かんする亡霊ゴーストは、頭がなかったり、骸がい骨こつだったり、腕がなかったり、髪かみの長い女だったり、何も知らない人からすれば本当のお化けにしか思えない。ティナは自らの腕で体を抱きしめて、身震いをした。

「ミ、ミヤト……わたくし、今日は帰りたいのですが」

「あら、ダメよ。この前だって早く帰ってしまったじゃない。今日は最後までいなさい」

「………はい」

（諦めたな、ティナ）

（心が折れましたね、ティナさん）

　するとレジニーが王冠からスケッチブックと色鉛えん筆ぴつを取り出して、テーブルの上に置いた。一人一セット。ティナはきょとんとして受け取るが、宮兎とアスティアの顔色が変わる。レジニーが何をさせようとしているのか──予想がついた。

「さて、皆さんにはブックカバーのデザインを決めてほしいの。一応材料は目星を付けているから、表紙の模様だけ考えて頂ちよう戴だい」

「レジニーよ、それは俺とティナだけで考えるからアスティアは……」

「いいのよ。少女らしい絵も参考にしたいわ」

　それができないから止やめとけと言いたかった。ストレートに伝えてしまえばアスティアがまた泣き出してしまう。なんとかオブラートに包んで伝えようとあれやこれや考えるが、良い案に行き着かない。レジニーはモヤモヤとジェスチャーをする宮兎をきょとんとした顔で見るばかり。

「大丈夫です……。少し練習しましたし、大丈夫……のはずです」

「お、おう」

「決まりですね。それでは、まず本を見ていただきましょう」

　王冠から飛び出した魔導書は乱暴にテーブルの上へ載せられた。アスティアとティナは魔導書を見て、興こう奮ふん気ぎ味みに立ち上がり、目を輝かせた。そもそも魔導書というアイテムはなかなか見ることはできない。他の武器アイテムと違って数に限りがあるのだ。魔導書を作る際には魔術師系統の冒険者が十年以上かけて魔力回路を本へ移植する。その際に魔術師は全ての魔力を失い、冒険者としての使命も終わる。魔導書は人生の遺ゆい言ごんとも言われ、貴重品として世に出回る。

「魔導書……しかも黒！」

「ティナは詳しそうだな」

「もちろんですわ！　魔導書の中でも〝黒〟は最高位を意味する色。この色の魔導書には禁術が記されていたり、危険性の高さから閲覧禁止書庫区に保管されていたり──」

　ティナは自分の言葉で固まった。それもそうだ──ここにあってはならない品物だから。

「ふふふ、心配する必要はないわ。禁術といっても私程度の実力じゃ発動することもできない高度なスキルよ。安心して、触っても大丈夫」

　レジニーの言葉に誰も頷けない。宮兎はわざとらしく咳せき払ばらいをして「か、各自始め！」と早口で作業開始の合図を出す。

　さて、レジニーの依頼はこの魔導書に似合うブックカバーのデザインだ。亡霊魔術師ネクロマンサーの名にふさわしいデザインが良いだろうと宮兎は頭の中で構成を整える。ある程度テーマが決まったところでスケッチブックを手に取り描き出した。

　つられるようにティナも描き始め、少し遅れてアスティアも作業を開始する。しばらくの間は紙の上を色鉛筆が走る音と、レジニーがレイン・ゴースト達にコーヒーを要望する声と注がれる音、最後に飲み干した後の「美味しい」だけが何度も繰り返された。

　時間は三十分ほど経っただろうか。初めに完成したのはやはり宮兎だった。レジニーの要望で全員が終わるまで待ちたいとのことで、遅れてティナ、アスティアの順番で描き終える。

「皆さん完成しましたね？　では、まずはミヤトから見せていただきましょうか」

「おうよ。テーマは悪魔だ」

　宮兎のスケッチブックには動物の頭ず蓋がい骨こつが描かれている。見た目はヤギの頭蓋骨のようだ。頭から伸びる禍まが々まがしい黒い角──不ぶ気き味みな形の頭はまさしく【悪魔】だ。

　もともとヤギは新約聖書で悪あしき者の象徴として扱われているらしい。これは現代でも有名な神【アモン】や【パン】と呼ばれる山や羊ぎ神が大きく影響している。また、司祭やシャーマン、邪教徒がヤギの頭蓋骨を被かぶり、祈りなどを捧ささげた黒教神のイメージが強いからだ。

　初めて見るティナとレジニーは宮兎の見事なスケッチに感動したようだった。

「ミヤト、貴方絵も得意なのね。ますます愛したくなるわ」

「その言い方やめろ！　まあ、純粋に褒ほめてくれるなら嬉しいけど」

「ミヤトはなんでもできるイメージがありますわ。今度、わたくしをスケッチしてみませんこと？」

「うーん……まあ、機会があれば」

「その時は私もお願いね。もちろんアスティアちゃんも。裸で抱き合う三人の美少女の絵画──ああ、うっとりしそうだわ」

『ご遠えん慮りよします』

　ティナとアスティアが真顔で拒否するとレジニーは残念そうに「そう」とだけ答える。本当に残念そうにしているところを見ると、本気だったことが窺うかがえる。宮兎も変なことにならなくて良かったと一安心だ。

「では、次はティナちゃんね」

「わたくしは、ミヤトほどではありませんが」

　ティナの絵──いや、模様か。黒い魔導書に描かれている魔法陣よりさらに複雑な幾き何か学がく模様だ。いくつもの円が重なり合い、三角形や五芒星が見事に描かれている。無造作に配置されているようで、計算された美しさ。三人はそれぞれの感想を述べた。

「これは立派な陣だな……これだけ正確に書けるならランクＳの使い魔も召喚できるぞ？」

「さすがアルムント家の三女……ティナさん流石です！」

「私も純粋に驚きましたね。貴女、職業は魔術師系統？」

「その通りですわ。メインジョブが【魔法剣士マジツクナイト】、サブジョブが【上位魔術師ハイ・マジシヤン】です」

　ブラック・オーガを討伐した際にレベル２００へ到達したティナはメイン、サブの職業を上位職へ転職させていた。魔法を使った剣術を得意とする魔法剣士マジツクナイト。最高位魔法が扱えるようになった上位魔術師ハイ・マジシヤン。元々魔法スキルが得意な分野だったため、彼女は前々からこの職業に決めていたらしい。

「これだけの魔術回路を描けるのであれば【召喚術士サマナー】や、それこそ【亡霊魔術師ネクロマンサー】にだってなれたはずよ」

「いいえ。わたくし達アルムント家はやはり剣を大事にしておりますから。メイン、サブどちらかは必ず剣術スキルを扱える職業に就つきたいのです。魔法剣士マジツクナイトですと、やはり上位魔術師ハイ・マジシヤンと相性が良いので」

「残念ね。亡霊魔術ならいくらでも教えられたのに」

「恐れ入ります」

　レジニーに褒められたことが嬉しかったのか、ティナに笑顔が戻る。宮兎も彼女達の距きよ離りが縮ちぢまったことを感じ取って優しく頷いた。

　だが──余裕を見せられるのもここまでだ。

「では最後にアスティアちゃんの絵を拝見しようかしら」

「は、はいっ……」

　宮兎は息を呑のみ込んで、アスティアも緊きん張ちようした表情でスケッチブックを裏返す。

「こ、これはっ……！」

「ひっ!?」

　小さな悲鳴を上げたのはティナだった。レジニーは珍しく動揺したのか、椅子を後ろへ蹴っ飛ばして立ち上がった。宮兎は白目を剝むきそうになる。

　スケッチブックに描かれたもの──いや、それは〝モノ〟と呼べるのだろうか。まるでモザイクがかかったような理解不能な黒い線。よく見てみれば、それは達磨だるまのような──何かの形を成している。翼にも見えない物体は紙いっぱいに広げられ、スケッチブックの白を切り裂く。地面──なのだろうか。そこは血のように赤色が乱暴に塗ぬられて地じ獄ごく絵え図ずと化している。

　誤ご魔ま化かそうとしたのか、黒や紫、茶色で全体を薄く塗りそれっぽい技法を使ったつもりだろうが、逆に悪化して真ん中に描かれている物体が毒の霧きりを吐き出しているようにも見えてしまう。達磨のようなものには角が生えているのか──不気味だ。

　小さくこちらを睨みつける赤い丸──心臓を貫つらぬくような鋭い眼まなこに恐怖で足が震えそうだ。現にティナは過ぎ去ったはずの恐怖が蘇り、唇の色が青くなる。宮兎は白目を剝いている。本能が「この絵、見ちゃダメネ」と拒否反応を起こした。

　立ち上がったレジニーにいたっては、彼女の中で戦せん慄りつが走り──足がガクガクと震える。レジニーは思い出したのだ。唯一未だにレジニーすらソロでクリアできない──冒険者の墓場とも言われたダンジョンの存在を…………。

「【闇の大神殿】のダンジョンボス、【ベルフエル】っ！　そうだ、まさしくこのおぞましい姿っ！　思い出したぞ！　私がソロで挑いどみ、無残な敗北を与えられた憎き悪魔の存在っ！　この恐怖──なんと久々に感じたでしょうか！　まさに【黒の魔導書】に相応ふさわしい最高のデザ──」

「え？　スズメさんですよ？」

「ほえ？」

　レジニーはまるで後ろからトンカチで叩かれたような衝撃を受けたに違いない。宮兎もティナも既に気を失いそうになっていたが、アスティアの一言で現実に戻される。

「す、スズメ？」

「はい。ほら、元気に翼を広げて飛んでいるじゃないですか」

「そ、その赤色は？」

「夕焼けですけど」

「その黒、紫、茶色の霧はっ……？」

「雲をイメージしました」

「その禍々しい悪魔の角はっ!?」

「角？　くちばしに決まっているじゃないですか」

「あ…………」

　レジニーは力なく座り込み、疲れた表情で宮兎へ顔を向ける。

「ミヤト、貴方のデザインを表紙に、ティナちゃんのデザインを裏表紙に……アスティアちゃんのデザインを、内側に採用して……ね」

「……………お、おう」

　こうして無事にブックカバーのデザインは完成した。この日、レジニーはウサギ屋を去るとき、なぜかアスティアにものすごく優しい視線を向けて無言で頷いたのであった。ティナはまた泣きそうな顔で帰宅し、アスティアは採用されて満足したのか「スケッチブック貰っちゃいますね！」と嬉き々きとして教会へ持ち帰った。

　後日──リーリフェル教会を訪れたセルフィから「ミヤトくん！　お願い!!　悪あく魔ま祓ばらいできない!?」と大声で【コール】が飛んできたのは本人には内ない緒しよである。





　　　　　４






　昼──スタイダストではこの時間、外は人で溢れ返る。東の【ランチ街道】は毎日が修しゆ羅ら場ばだ。ただ、そこから少し離れた場所に小さなテラスカフェがある。この空間はとても静かで、おいしいお茶が飲める穴場スポットだ。お腹なかが膨ふくれるような満足できる品はないが、ちょっとした休きゆう憩けいをするにはうってつけだろう。

　アスティアは一人、パラソルの下でお茶をゆっくり飲んでいた。教会での仕事の休憩を取り、昼食もパンを一枚食べたので、少しお茶したいと思いここまで来た。前に訪れたレストランは満席で、諦めざるをえなかったのだ。

　白いマグカップに紅茶が注がれて、天気の良い外でのティータイムは彼女の心を潤うるおす。近頃朝起きたら必ずレジニーが裸でベッドに潜り込んでいるので気が気ではない。誰に助けを求めようかと悩んでいるが、やはり彼女と親しい宮兎が適任だろうと考えていた。

「それにしても……レジニーさんはどこまで」

「私がなに？」

「………」

　もう、流石にリアクションは取れない。横を見れば先ほどまで空席だった隣のテーブルにレジニーがいて、専用マグカップでコーヒーを飲んでいる。いつものゴスロリファッションに頭の上の王冠が眩しい。レジニーは立ち上がって、マグカップをアスティアのテーブルへ置く。それからスカートの裾すそをつまんでお辞じ儀ぎをした。

「相席、よろしい？」

「ええ、どうぞ……」

「では、失礼」

　アスティアの正面の椅子に座り、にっこりと笑う。

「なんだか気になるようなことでもあるのかしら？　私の名前を呼んだみたいだけど」

「別に……特にはありません」

　今朝も会ったばかりだ。アスティアが目覚めたことを確認して、レジニーは裸のままどこかへ消えてしまう。彼女に言いたいことがあるとすれば、朝はゆっくりさせてほしい──だろうか。言ったところで何も変わらない気もする。

「ふふふ、実は私がアスティアちゃんに用があるんだ」

「私に？　あまり、覚えがありませんが」

「そんなわけないでしょう。貴女は素晴らしい冒険者を育てたのよ」

　レジニーの表情は豊かだが、アスティアはそうもいかない。【赤い影】のシスターというだけで、特別な力を持っているわけではない。むしろセルフィのほうがアルムント家の専属に選ばれ、彼女こそ【才能】があるのではないかと、アスティアは思っていた。

「お話をしましょう。お題はもちろん『彼』についてよ」

　返事を待たずにレジニーは「何から話そうか」と記憶を辿り始める。右手の人差し指でテーブルを二回叩いて、やがてひらめいた。

「私ね、実はミヤトのことはなんでも知っているようで何も知らないの」

「え？　何も？」

「そうよ。出身地、家族構成、好きな食べ物、嫌いな食べ物、冒険者になった理由も何もかも──力を隠している理由も」

　レジニーの瞳は真まっ直すぐだ。淀よどみのない──紅。アスティアの瞳も彼女を映し出し、意図を摑つかもうと必死に考えた。これは遠まわしに彼のことを語れと訴えているのではないだろうか。もしくは何も知らない──知らないからこそそのままでいい──何も語るなと伝えているのか──真意が分からない。












「アスティアちゃんは知ってる？　そう──彼の全てを。別に答えなくてもいいわ」

「本当に……ですか？」

「愚問ね。貴女が彼の情報をどれだけ知っているか私には分からないわ。ただ、私より知っている──これは分かるの。女の勘なのか、本能なのか、具体的な言葉では表現できないけど、分かるわ」

　レジニーはコーヒーをひとくち口に含んでゆっくりと飲んだ。どこか落ち着いている雰囲気は、下着姿でスタイダストを駆け回ったとは思えない。今考えただけでも頭が痛くなる事件だ。

「思い出してみて。その情報は貴女が質問して聞いたの？　違うのではないかしら。私が質問しても彼は何も答えてはくれなかった。私の知る限りでは命を預け合った初心者時代──他のメンバーにも話してはいなかった。でも、貴女は知っている。何故？」

「それは──」

「彼が自ら語ってくれたのよね。そう──でしょう」

　レジニーの言葉通り──アスティアは宮兎と生活するにあたって自然と知ることができた。偶然だったり、彼の独り言だったり──彼の心の叫びだったり──アスティアはこの世界では誰よりも宮兎を理解している。

「私はこう見えて待つタイプのエルフなの。あら、その表情は心外だわ」

「だ、だってレジニーさんのアプローチの仕方はちょっと……」

「アスティアちゃん、それとティナちゃんはアタックが弱いのよ。自分では前に一歩踏ふみ出だしたつもりでも、時間が経てばそれは足踏みしていることと一緒。彼はどんどん前へ進んでいくわ。同じようなこと誰かに言われたことあるでしょう？」

「まあ……」

　セルフィの顔が思い浮かび、アスティアは小さく頷く。それより自分の気持ちをレジニーに知られていることが曖あい昧まいな返事へと繋がった。レジニーもそれが分かっているのか、笑みを崩さず語り続ける。

「恐れることはないわ。誰しも愛を求めて、愛のために生きるの。生き物ってみんな、そうよ」

　レジニーの愛への考え方が少々歪ゆがんでいるのはツッコみきれない。またしても微妙な表情でアスティアは「はあ……」と曖昧に返す。

「レジニーさんは、その、ミヤトのどこが良かったのですか？」

「全部──とは言わない。でも、私に持っていないものを彼は持っていて、一緒にいれば与えてくれる。アスティアちゃんも似たような理由でしょう？　アスティアちゃんが欲しいものをミヤトは持っている」

　言い終え、マグカップに入ったコーヒーを飲み干す。息を吐いて、王冠へとマグカップを収納した。便利なアイテムだなあ──とアスティアは毎度の如ごとく感想を心の中で述べていた。

「さて、次は【赤い影】について語ろうかしら」

「私は──特に何も言えることはありません」

「『名付け親』、『育ての親』──貴女は十分に【赤い影】を知っているはずよ？」

「いいえ──何も語れることはありません。彼がどれだけ命がけでダンジョンへ挑戦し、どんな困難にでも立ち向かったか──私の前ではまるで御お伽とぎ噺ばなしのように『笑顔』で語ってくれます。それを真実として語っていいのか──いや、ダメだと私は思っています」

「ふむふむ、面おも白しろい見解ね」

　レジニーは腕を組んで珍しく真剣な表情だった。

「なら、王都で【赤い影】がどのような評価を受けているのか知りたいのではないかしら」

「王都──ですか……？」

「ええ。スタイダストに劣おとるとしても冒険者が大勢集まっているわ。もちろん【赤い影】の名前を知らない人は誰もいない」

　これにはアスティアも興味があった。スタイダストの外へはモンスター退治で何度か出たことはある。しかしそれはお散歩コースのようなもので、さらにその先は未知の大陸が広がっている。外──まだ知らない土地のことを聞ける──自然と前のめりになってレジニーの話を聞く体勢になっていた。

「興味は十分ね。それじゃあ──彼がまず王都で別の名称で呼ばれているのは知らないでしょう？」

「え？　そうなのですか？」

「【赤い影】は彼にとって【名前】そのもの。異名ではなく本名扱いなのよ。委員会が認定したのは【赤い砂糖レツドシユガー】。意味は不気味、恐怖、そして謎なぞ。とはいえ、あの赤い防具が赤い砂糖レツドシユガーシリーズと呼ばれるのよね。かなりのレア物よ」

「影の次は砂糖ですか」

「王都にとって顔も居場所も分からないレベル５００の冒険者は〝不安材料〟でもあるの。身元が分からない化け物がこの世界で顔を隠して生活している──赤色の砂糖なんて気持ち悪いでしょう？　だから皮肉も込めて【赤い砂糖レツドシユガー】なんて名がついたのよ」

　アスティアにとっては複雑な気持ちにもなった。赤は宮兎の苗みよう字じから取り、影は彼と歩んでいく意味を込めてつけたのだ。

「気にすることないわ。王都でも【赤い影】は英雄扱いだし、【赤い砂糖レツドシユガー】は委員会が勝手に呼んでいるだけ。【赤い影】のほうが知名度は高い。私はむろん影のほうが好きよ。【赤い影レツドシヤドウ】は確かに上手いと思ったわ」

「……ありがとうございます」

　レジニーの言葉に少しだけ救われた。責任をちょっとだけ感じていたのだ。【赤い影】の名前があるから──そのようなことになってしまったのではないかと。だが、レジニーの言ったように世間一般では【赤い影】の名が主流だ。【赤い砂糖レツドシユガー】なんて嫉妬している冒険者が呼んでいるにすぎない。

　と──レジニーの表情が険しくなる。

「でも、気をつけて。委員会は【赤い影】を欲している。いつ誰がスタイダストに来るか分からない」

「え？」

「王都は今でも【赤い影】の身元を調べているわ。今は私が上手く隠蔽工作しているからしばらくは大丈夫。それでもずっとは無理。アルムント家の兄姉が派遣されるなら問題ない。いざとなればティナちゃんの力を借りられる。でも──」

「ちょっと待ってください。突然言われても……」

「頭の隅にあれば十分よ。問題は──他の四人のカンスト冒険者が派遣された場合。【赤い影】の正体を隠せる確率はゼロに限りなく近い」

　レジニーは立ち上がり、アスティアを見下ろす。

「しばらく私もスタイダストへ残るわ。その間に──何もなければ私達の勝ち。変化があれば──彼を守らないと」

「れ、レジニーさん。話が全く──」

　背を向け──歩き出す。

「貴女も私が守るから安心して。大丈夫──何も心配はいらない」

　それだけ──たったそれだけを言い残して、日傘をさしレジニーは去って行った。

「……お会計、私が払うの？」

　もちろん次の日の朝、ベッドに潜り込んだレジニーからきっちりコーヒー代を受け取ったのは言うまでもない。ただ、この話題を口にしようとしても何を質問すればいいのか──アスティアには何も分からなかった。
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「師匠！　錬金術の修行を手伝ってください！」

　日曜日の朝、店内に入ってきたサマエトはレジに立っていた宮みや兎とへ頭を下げた。午前中で業務が終わるといえど、未いまだにお客さんがいる中で突如叫びながら頭を下げる人物は、冷たい視線を向けられるものだ。宮兎は拳こぶしをつくりあげ、無言で差し出された頭へ落とす。

「ふんぐっ!?」

「まだ営業中だサマエト！　あと師匠と呼ぶな！」

　宮兎の鉄てつ槌ついを受けたサマエトは頭を押さえ、その場に座り込む。頭をさすりながらサマエトは顔を上に向けて口を尖とがらせた。

「殴なぐることはないじゃないですか」

「営業妨害だっつうの！　あと、弟子を取った覚えはないっ」

「僕は感動したのです！　錬金術のさらなる可能性を師匠は次々と開かい拓たくして──」

「師匠じゃねえから！」

　このやり取りはもう既に何度も行っている。サマエトが宮兎にこだわる理由は他の錬金術師アルケミスト達も分からないわけではない。彼の創り上げる品々は【ザ・クリエイティブ】でも創れないものばかりだ。当たり前といえばそうなのだが、【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】で一度作ってしまえば錬金術師アルケミストのリストが更新され、【ザ・クリエイティブ】でも錬れん成せいが可能となる。

　実はそのリストをいくつか公開して他の錬金術師アルケミスト達と共有していた。それが開業する際の商業ギルドとの契けい約やくだったからだ。ただ、公開してもデメリットがないものだけだ。

　１００ゴールドショップ『ウサギ屋』の商品は一つの物を売ると１００ゴールドの売り上げが出る。そこから生活費や生産費、素材の値段、教会への寄付金、レイン・ゴースト達への給料（お金ではなく魔ま力りよく糖とう）などなど、色々な経費を差し引いての額が利益となる。

　公開しているものは利益が出ない──つまり１００ゴールドの生産費で創られた完成品の値段が１００ゴールドとなるイコールの存在ばかり。

　ウサギ屋はそれでは困るので、９０ゴールド以下の素材で１００ゴールドの完成品を錬成する──そのように理解していただければ十分だ。

　リスト公開した品々は主に武器やポーションなど、冒険に役立つものばかり。それも今まで錬成することは不可能で、モンスターがドロップするものや御お伽とぎ噺ばなしの中の存在とされてきたものばかり。ただ、どれもこれも効果はそれほど強いものではないが。

　例をあげると今まではＭＰポーションは三種類──【ＭＰポーションＭ】、【ＭＰポーションＬ】、【ＭＰポーションＬＬ】だった。しかし効果が強くなるにつれ、薬品の量が徐々に増え、戦闘で一気に飲み干すことはなかなか難しくなるのだ。

　何よりマズイ。

　ボタンを押せば一瞬で回復できるゲームなどと違い、ポーションは液体薬──飲み物だ。効果が強いとはいえ、マズイ、量が多い、むしろ前衛職だからそこまでいらない。でも、いざ必要な時にはないと困る。なんて声が昔からあったのだ。

　そこで宮兎が開発した【ＭＰポーションＳ】は、多くの冒険者が扱う【ＭＰポーションＭ】の量をさらに減らし、きちんと効果が現れる物なのだ。量は小さな手のひらサイズの小瓶で、一口で飲み干せるほどだ。回復量は平均ＭＰ使用量二回分の『５０』だ。ちなみにＭ、Ｌ、ＬＬは１００、１５０、２５０となっており、瓶の大きさも二倍、三倍、五倍と大きくなる。

　現在では、ＭＰポーションＳはスタイダストでは主流のポーションとなり、初心者やＭＰをほとんど使わない前衛職に人気である。多くの錬金術師アルケミストと薬屋、道具屋が開発に成功し、今後はヴァルハラ全土に広める予定である。

「師匠が錬成したアイテムでどれほど多くの冒険者が助かったことか。昔はＭＰポーションＭを二つの小瓶に分けて実験したり、色々な薬品と混ぜてみたりしましたがどれもこれも失敗。たったあれだけの量で効果が現れるアイテムを作れる。それだけでも僕ら錬金術師アルケミストの──」

「あーもう！　面めん倒どうくさいな、お前！　分かったから二階で待ってろ！　午後から時間が空くから好きなだけ話を聞いてやる」

「流石さすが、師匠！　それではお邪じや魔まします！」

　クロに案内され、サマエトはバックルームへと消えて、店主オーナーは面倒くさいことになったと心の底から叫びたくなった。




「今日は、師匠がどのように新商品を考えているか、ご一緒させていただきたいのです！」

　仕事も終わり、リビングで待っていたサマエトの正面に座り、彼から聞いた第一声はコレだった。サマエトが気になっていることは、宮兎の想像力──誰しもが思いつかないような魅力ある商品の数々。この謎なぞを解き明かすには、商品を思いつく瞬間に立ち合わなければならないとサマエトは結論を出した。

「新商品ねえ。そうだな。そろそろ新しいのも考えるか」

「おお！　では、何か既にお考えがあるのですね！」

「んー、夏だしな。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「なんなりと！」

「大したことじゃないけど……スタイダストの人って水浴び、海水浴とか行くの？」

「海水浴ですか……？」

　夏──それは海へ行くシーズンだ。次に開発する新商品は『夏に使う遊び道具』だ。ヴァルハラの娯楽といえば、狩りや読書、近頃は簡単なボードゲームも流は行やっている。貴族達は賭と博ばくや絵画の鑑かん賞しようなどするらしいが、それでも娯楽が少ないことに変わりない。

　彼らが夏に求めるモノ──それは遊びなのではないか。

　異世界に来た宮兎は『冒険』こそが娯楽であったが、元々住んでいた彼らにとっては仕事。娯楽に飢うえていることは確かなのだ。

「確かに海水浴に行く人々は多いです。ですが、ほとんどが釣りや水遊びをするだけで、それ以上の遊びはないですね」

「十分だ。水遊びさえしてくれれば──新しい商品を提供できる」

　宮兎はホワイトボードを廊ろう下かから引っ張り出して、設計図を描き上げる。いや、設計図ではなく外見の絵だが。描き上げられていく絵──形は魔ま銃じゆうに似ており、サイズはかなり大きいようだ。人が両手で持つようなものの絵を描き終え、ニンマリ笑う。

「し、師匠、これはっ？」

「これこそ！　手でパシャパシャ水を掛け合うことに革命をもたらす新商品！　【水鉄砲】だ！」

「み、ミズデッポウっ！」

　水鉄砲──霧きり吹ふきにかなり似ている構造をしており、原理も同じようなものだ。日本では古くから竹で作られた水鉄砲が使われ、水みず弾はじきとも呼ばれた。現代では高額なものから１００円で手に入るものまで値段は幅広く、威力も差が大きい。主にプラスチックで作られることが多く、子供から大人まで夢中になれる玩がん具ぐだろう。

「水を噴射させて友達にかけたり、ゲームをしたり、夏には欠かせないアイテム──になると思うよ」

「師匠、流石ですね！　では、早速開発するのですか？」

「んや、実は試作品は前々から作っていたんだ」

　ゴソゴソと足元に置いていたダンボールから両腕で抱えるほど巨大な水鉄砲を取り出した。色は緑、水色、オレンジの三色でカラーリングを施ほどこし、明るいイメージでデザインしている。サマエトは実物を見て胸が高鳴っている。

　本当は錬成する瞬間を見たかったのだが、贅ぜい沢たくは言えない。

「そんで、実験をしたいが場所がないんだな」

「……となると、海へ行ったほうが早いのではないでしょうか？」

　サマエトの提案に眉まゆをぴくりと動かした。実は三年も異世界にいる割に、ダンジョン以外の海へは行ったことがない。興味は十分にある。

「実じつ践せんしたほうが早い、か」

「ええ。実はティルブナ嬢じようが近くプライベートビーチに行く予定があり、僕も誘われているのです」

「へえ。金持ってるなあ」

「師匠も誘うと聞いていましたから、そこで使ってみるのはどうでしょう？」

「本当か？」

　これは願ってもないチャンスだ。海へ遊びに行くのはヴァルハラでは初めて、今後の社員旅行の参考にもなる──宮兎の頭の中である程度予定が組まれ、力強く頷うなずいた。

　こうしてこの日はお開きとなったのだが、サマエトも宮兎も考えが甘かった。何事もなく無事に遊べるわけがない。

　ただの海水浴──のはずだった。

　彼らは気づいていない。

　アルムント家のプライベートビーチ。

　そこには──彼女の兄姉がいることを。
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　アルムント家の屋敷には、別荘へと転移するための専用クリスタルが存在する。クリスタルは簡単に設置できるものではないのだが、過去の英雄にクリスタルを自在に操あやつる冒険者が存在した。その英雄がアルムント家と深く関かかわりを持っていたらしく、神の一族は転移クリスタルを複数所持していた。

　その中の一つが神秘の孤島──半月島へと通じている。アルムント家のプライベートビーチを有しており、この季節になれば一族が集まって日頃の疲れを癒いやすという。

　今回は三女たるティルブナ・Ｆ・アルムントによる【ご友人会】とのことで、他の一族は誰も来ていない。父親であるガラドンドが何度もついてこようとしたが、ティナの冷たい一言でばっさり切り捨てられてしまった。

　屋敷の廊下で哀れな大男を見つめる宮兎は手に持っている浮き輪をひっそりと隠して、無言で頭を下げることしかできない。申し訳ない気持ちもあったが、『父親って娘から嫌われるとああなるのか』と学ぶところもあった。

　他のメンバーもガラドンドの背中を見つめながら、クリスタルで転移した。

　宮兎の転移する順番は最後だったのだが、後ろから「おのれ、ウサ──」と聞こえ、それが自分のことではないことを祈いのるばかりだった。




　半月島の砂浜で男四人は膝ひざを抱えてぼーっと海を眺めていた。既に水着に着替え、燦さん々さんと降ふり注そそぐ太陽の光を体全体で受け取り──かれこれ二十分は待っているだろうか。海にはまだ入ってすらいない。

「……遅くねえか？」

　呟つぶやくデスカントは黒いブーメランパンツに、サングラスをかけている。サングラスで顔を隠しているが、それでもこの長い時間、炎天下に晒さらされて疲れた表情は窺うかがえる。その左隣どなりでは、サマエトが溜ため息いきを吐ついた。

「我が慢まんです。何な故ぜ、女性陣がやってこないのか分かりませんが……我慢です」

　そうなのだ。彼らがこうやって待ち続けるのは女性陣がお着替え中で、「来るまで待っててね」と言われたからだ。宮兎とキキョウはそんなこと無視して海で泳ぎたいのだが、この二人が「お姉様からのご指示は無視できませんよ！」なんて意味の分からないことを口走ったため、二十分も日向ひなたで待つ破は目めになったのだ。

　そのお姉様──セルフィの付き添いでやってきたキキョウは宮兎に作ってもらった赤い水着を着用し、今にも干ひ乾からびそうな男達を見て苦笑していた。

「ミヤ坊、妹も誘ってくれてありがとな」

「いえいえ。流石に残しておくわけにはいかないでしょう」

　答えた宮兎はオレンジ色の水着を着用し、軽く会え釈しやくをする。セルフィはティナの専属シスターだ。自然な流れで今回の海水浴について行くことになり、それでキキョウが無理やり引っ張られ、お留る守す番ばんはあんまりだろうとツバキも誘ったのだ。

「それにほら、俺だってティナに無理を言って連れてきてますから……」

「ああ、そうだな……」

　彼らの視線の先には、こちらの気持ちも知らずに、ビーチボールでわやわやと遊ぶレイン・ゴースト達がいた。海の上で楽しそうにボールを飛ばしている。

「師匠、使い魔ってあんなに感情豊かなんですね」

「えーっと、うん、そうなんだ……はい」

　他の使い魔の感性を知らないので曖あい昧まいにしか返事ができない。レイン・ゴースト達はウサギ屋で黙々と仕事を続け、今のところ休んだことは一度もない。彼らは他のユニークモンスターと違い、人間に近い感情表現をするので、今回の海水浴に連れてきたのだった。

　レイン・ゴーストの属性は【水】。海とは彼らにとって体を癒す楽園である。いくら『待て』と言っても止めることはできなかっただろう。海を見た瞬間の彼らは、まさに魔物モンスターらしい狂いっぷりで飛び込んだのだから。

「楽しそうだな、ミヤトさんの使い魔……」

「デスカント、お前が変な意地を張らなきゃ俺達は海で泳げたんだけどな……」

「だって！　だってあんな素敵なお姉さんが来るなんて聞いてねえよ！」

　キキョウは言えなかった。その綺き麗れいなお姉さんとは現在恋仲であり、彼女の発言は本当に冗じよう談だんで、真に受けることはセルフィの思おも惑わく通りになっていることを。

　ここでサマエトが隣の宮兎の顔を覗のぞき込こんで、「ところで知っていますか？」と話題を振る。

「この島は元々【幽霊船ゴーストシツプ】と呼ばれたユニークモンスター討とう伐ばつのために開拓された島ってことを」

「幽霊船ゴーストシツプ？　キキョウさん知っていますか？　俺は初耳なんですけど」

「いや、俺も同じく。興味はあるな」

　幽霊船ゴーストシツプの話はデスカントも知っているようで、大きく頷いている。彼らの話を要約すると──当時幻のモンスターと呼ばれた、幽霊船ゴーストシツプという存在がいたらしい。

「幽霊船ゴーストシツプ──今からおよそ百年前に突如現れたモンスターの通称です。このモンスターはステラ・スコープを使用しても名前、レベル、特性のステータスは一切見ることができませんでした」

「だから通称なのか」

「その通りです、師匠」

　ステラ・スコープで確認できることは【名前】、【レベル】、【特性】の三種類。

　幽霊船ゴーストシツプは全すべてが文字化けし、確認が取れなかったという。

「最初の出現場所がこのビーチだったらしいです。初めはただの海かい賊ぞく船せんか、はたまた沈没船の残ざん骸がいか、と思われたそうです。姿かたちは船そのもの──モンスターと判断できないほど見事な造形だったそうですよ」

　サマエトの語るように幽霊船ゴーストシツプは【船】であったという。異変に気づいた時には遅く、その船から鳴き声が轟とどろき、大砲、アンカー、はたまた樽たるまでもが島の人々に降り注ぎ、大量虐殺を始めた。

「当時の書物には『天から降り注ぐ鉛なまりの雨、杯さかずきを交わす樽、命を繫つなぎとめる縄なわでさえ、我々に襲おそい掛かかった』と記されています」

　幽霊船ゴーストシツプへ乗り込んだ冒険者も現れた。だが、彼らが帰ってくることは二度となかった。船の餌えさとなり、骨組みとなり、呪のろわれた水夫へと変へん換かんされる。

「なんだか、気持ち悪いな」

「ミヤトさんの仰おつしやるとおり、歴史上もっとも残ざん虐ぎやくなモンスターと認定されてるからなあ。冒険者の肉と血を自らの素材へと変換し、余った材料で戦士を作り出す。被害もこの島だけではなくて、多くの港がやられたって話だ」

　幽霊船ゴーストシツプを討伐するため、アルムント家がこの島に拠きよ点てんを作り、およそ二年にわたって討伐作戦が決行されたのだ。作戦の犠ぎ牲せい者しやは千人を超え、ガラドンドの祖父も幽霊船ゴーストシツプに飲み込まれたとされている。討伐された後はエンカウントすることはなく、【幻の魔物】として語り継がれていた。

「スタイダストでも有名な話なんですよ。心配されているのはこの幽霊船ゴーストシツプがまた現れないか。もし、出現することがあれば王都が全力で討伐することになっています」

「クエストとして発注されない……ってことか」

「はい。あまりにも危険ですので。ワールドモンスター級の扱いを受けるのですが、なんせヴァルハラで未だに一回しか現れていないのですから──レベルの確認ができません。レベル５００以上なのか、それ以下なのか。ユニークモンスターの枠に収めていることが僕は不ふ思し議ぎで仕方ありません」

　宮兎は少しばかり興味が湧わいていた。

「当時の冒険者はどうやって幽霊船ゴーストシツプを討伐することができたんだ？」

「それはですね──」

　サマエトが説明を始めようかと、口を開いた瞬間──後ろから宮兎に誰かが抱きついてきた。周りの男達はギョッと表情を変え、本人は何が起きたのか理解できず息を短く吸い込んだ。

「やっほー、着替えてきたよ」

「りゃ、リャーミャちゃんか……」

　抱きついてきた人物はリャーミャだった。薄い水色の水着──上がキャミソール、下がミニスカートのようになっており、露ろ出しゆつが少ない。歳としに合った可か愛わいらしい水玉模様はリャーミャのイメージにぴったりだった。一瞬、宮兎はここには来ていないレジニーかと疑った。

　一応、誘ってはいた。

　ただ、クエストで忙しいのどうのこうのと理由をつけられて来なかったのだ。だが、なんとか仕事を終わらせて追ってくるつもりなのだろう。宮兎にどのような水着が好みなのか必死に質問していた。宮兎は適当に流していたが。

「あらあらお待たせ」

　セルフィの声に男性陣が振り向いて──サマエトとデスカントが両手で拳を作って「よっしゃああああ」と叫んだ。キキョウと宮兎のリアクションはさほど大きくはない。

　リャーミャを背負いながら、宮兎は立ち上がる。

　男性陣の目にはとても華やかな景色が広がった。五人の女性が水着姿で立っていたからである。サマエト、デスカントは呆あきれてしまうほど鼻の下が伸び、今にも鼻血が出そうで──と思っていたら、タラタラと流れ始めている。

「別に海で遊んでいても良かったのにぃー」

「お前が入るなって言うから……」

「あははは、ごめんってばキキョウ」

　豪快に笑って誤ご魔ま化かそうとするセルフィは──男達からすれば目に悪い。それは良い意味でだった。彼女の着用している三角ビキニは髪かみの色と同じように燃え盛る赤色だ。バストを覆おおう三角形の布は、面積がやや小さいので、魅み惑わく的てき、挑ちよう発はつ的てき、あまりにも大胆である。

　彼女の豊満な部分がかなり強調され、胸元にぶら下がるネックレス状のリングにも自然と目線が向いてしまう。このリングはセルフィが誕生日にキキョウからプレゼントされた品である。あの日から毎日身につけて、彼との絆きずなを大切にしているようだ。

　セルフィの後ろでは、少々控ひかえめな胸を持つ四人が男性陣をギロリと睨にらみつける。セルフィも背中で感じ取ったのか、突如キキョウの腕を取り、思いっきり抱き寄せた。キキョウの腕がセルフィの胸に埋まり、鬼は顔を真っ赤にして「ばっ！」と声を上げるが、続かない。

「キキョウ！　あっちでボール遊びでもしましょう！」

「お、おい！　引っ張るなよ！」

　予あらかじめ用意していた遊び道具が詰まったボックスからボールを取り出して、二人は砂浜を走り出す。取り残されたサマエトとデスカントは羨うらやましいっ！　と声には出さず踏ふん張ばり、遠ざかる背中をただぼーっと見つめていた。宮兎は二人が走り出した理由も知らず「なんじゃあれ？」と疑問を声にした。

　後ろから咳せき払ばらいが聞こえ、男三人は振り向く。セルフィはいなくなってしまったが、美しい花はまだ目の前にいる。宮兎を除く二人は改めて残された女性陣を見て、可か憐れんさに胸を高鳴らせる。

「殿方はお胸の大きな方が大好きですものねっ」

「いやー、ティルブナ！　そんなことはないぞ。男ってのはな、可憐な花は皆大好きだ」

「あら、デスカントはまず鼻血をふき取ってから発言をお願いしますわ」

　冷たい視線を向けられ、デスカントは慌あわてて鼻血をふき取る。隣のサマエトは誰にも気づかれないうちにふき取っていたらしく、綺麗な顔に元通り。キラキラとした笑顔でティナに話しかけた。

「相変わらずお美しいですね、ティルブナ嬢」

「ありがとう。貴方あなたも似に合あってますわ」

「恐縮です」

　上手く誤魔化せたつもりになっているが、ティナにはお見通しである。サマエトの下心が丸見えだった。ティナは深く溜息を吐いたあと、先ほどからいまいちリアクションの薄い宮兎をちらっと見て、頰ほおを染めながらくるりと一回転する。

「ミヤト、貴方はどう思うかしら？」

「え？　ああーいいんじゃん。うん、可愛い可愛い」

　やはりどこか適当な受け答えだが、ティナは満足だったようでニヘエと表情を変えた。隣に立っていたツバキとナノがちょっぴり引くほど笑顔が眩まぶしい。

　改めてティナの水着を見てみると、ホルターネックと呼ばれる水着だ。彼女をイメージした緑色の水着は、胸元で一度、布が結ばれたようなデザインとなっておりそこからさらに首と腰の辺りで紐ひもが結ばれている。大胆に背中が見えていた。下もヒラヒラと太ももの辺りまで薄いレースが伸びており、彼女の動きに合わせて揺れる。

「ナノちゃん、馬鹿はほっといてウチ達も遊びに行きましょう」

「あ……先せん輩ぱいも……」

「仕方ないわねえ。ほら、ティナも行くよ！　それとウサギ屋、適当に借りるから。リャーミャちゃんも、ほら！」

「ああ、ちょっと！」

「うん、いくー！」

　ツバキがナノとティナの腕を引っ張り、これまたボックスから浮き輪を三つ持っていく。どうやらセルフィ達と同じ方角へ向かったようだ。今まで違い和わ感かんなく宮兎の背中にぶら下がっていたリャーミャも飛び降りて、後を追いかけて行った。

　ツバキは下は黒と白のストライプ模様のビキニを着て、その上にはパーカー──ラッシュガードを羽は織おっている。なんだか肌を晒すのは好きじゃないから──などと言って、宮兎に急きゆう遽きよ作らせた品である。

　ナノは同じような桃色のビキニを着ているが、腰にパレオを巻きつけている。南国のイメージを強く印象付けるが、そのままつけて泳ぐのだろうかと疑問に思った。

「では、師匠。僕達もお先に」

「ああ！　おい待てサマエト！　てめえさっき裏うら切ぎりやがったな！」

「はて？　なんのことでしょうか？」

「……この野郎」

　唐突に走り出す男二人も段々と遠くなる。

　結局残ったのは宮兎と──少し恥ずかしそうにしながら彼の横に移動するアスティアだ。

「私、初めて海へ来ました」

「そうだったな。どうだ？　でっかい水みず溜たまりだろ？」

「そんなわけないじゃないですか。あの水平線の向こう側──まだ、私の知らない世界がどこまでも続いている。それだけを考えると──とてもワクワクします」

「……ああ、そうだな」

　視線を下げれば、アスティアが視界に入る。彼女はホットパンツ型の水着で、宮兎とお揃そろいのオレンジ色だ。嬉うれしそうな少女の顔を見て、連れて来て正解だったと思う。最初は海へ行くことを躊躇ためらっていたアスティアは、「海を見たことがない」と言っていた。

　憧あこがれと共に、海へのちょっとした偏へん見けんを持っていたようで、恐ろしい巨大海中モンスターが襲ってくる！　と騒いでいたほどだ。しかし、一度見てしまえば、海への恐怖心など忘れ、神秘さと無限に続くような水平線の向こう側へ興味を抱いてくれた。

　喜ばしいことはそれだけではない。外の世界へ出ることができた──アスティアは旅行という名目を貰もらい、スタイダスト周辺から初めて抜け出せたのだ。シスターという職業は土地に縛られる。彼女の母親もそうだったように──だが、気にしなければどうってことないのだ。

　決まりごとに縛られていては何も変わらない。

　アスティアの笑顔を見られただけでも、宮兎はとても満足だった。

「私達も行きましょう。クロ達も手を振ってくれてます」

「そうだな。じゃ、行こう」

　ボックスを抱え、肩を並べて海ではしゃぐ御一行と合流することになった。




　しかし──彼らは忘れていることがある。

　この島──所有主はアルムント家──神の一族。

　ティナはその三女──五人兄妹の末っ子だ。彼女以外のアルムント家の人間がこの島へ訪れても──おかしな話ではない。

　それは海で泳ぎ、はしゃぎ、セルフィが疲れてしまってキキョウ、ツバキと一緒に別荘へ帰った後、残されたメンバーで遊びを続けようとボールを手に取りビーチバレーを始める。だがこの時、異変が起こった──最初に気がついたのはアスティアだった。レイン・ゴースト達と一緒に浜辺でビーチバレーをしていると、動きを止めて姿勢を伸ばす。顔は海へ向け──水平線の向こうへ視線を延ばして、パラソルの下で寝転がっている宮兎へ口を開いた。

「ミヤト……誰かが、来ます！」

「んにゃ？」

　眠りこけていたのか、アスティアの言葉に猫のように返事をした。よく聞こえなかったのか、体を起こし、中途半端に開いた目でアスティアを見つめた。

「ふわー……なんだって？」

「だから誰かが来ます！　この魔力は人間のものだと思いますが──推定でもレベル３５０以上。ものすごい速さで──海を渡っています」

「……海を？」

　言葉の意味が理解できていない──いや、理解できているのかもしれないがソレはあまりにも現実離れしたことだった。海を渡る──船で移動しているのか、はたまた移動スキルで浮遊でもしているのか、宮兎が疑問に感じたことは、レベル３５０以上の冒険者がこの島になんの用で向かっているのか、だった。

「ティナさん、他の皆さんも集まって！」

　呼びかけにこたえるように集まり、何事かと質問をアスティアにぶつける。

「アスティア、いったいどうしたの？　そんなに慌てたように叫んで」

「誰かが──冒険者がこちらに向かっています。推定レベルは３５０以上。この島へ来る目的──ティナさんは心当たりがありますか？」

　逆に質問を返されたティナは右手を唇くちびるに持って行き、左手で右腕を支えるポーズを取った。考えているのであろう。彼女の頭の中に思い浮かんだのは、まず誘ゆう拐かいだった。

　アルムント家の三女を誘拐できれば、良い脅きよう迫はく材料となる。どこかで情報が漏ろう洩えいし、暗殺ギルド、もしくは人ひと攫さらい、南区にいるようなならず者達が襲いかかってきている──そう考えた。

　次に思い浮かんだのは──もちろん身内である。だが、長男と長女は王都で仕事をしているはずだ。休む暇ひまもないと伺うかがっている。噂うわさではレベル５００の冒険者達の付き人をしているなんて話も。多忙に勤いそしむ二人がここへ来ることはまずないだろう。

　なら──あの二人しかありえない。

　結論に至った。

「心配しなくても大丈夫ですわ。多分、わたくしの──」

　言い終わる前に、彼らが集まっていた場所から五メートルほど先の岩場に何かが衝しよう突とつする。大きな音、地響き、砂煙を上げたのだ。誰もが雷鳴──天変地異──あるいは神が降り立ったのではないかと錯さつ覚かくしたくなるほど突然の出来事だった。宮兎ですら、見ることはできなかったのだ。

「ごほごほ……おいおい、なんだってんだ？」

　宮兎の問いに誰も答えず、ティナだけが平気な顔で歩き出して、すぐさま跪ひざまずく。彼女が何故このような行動を始めたのか──答えはすぐに分かった。

「ティルブナじゃないか！　久しぶりだな！」

「あら、ほんとう。ご機き嫌げんはいかがティルブナ」

「体調は良好です、リレンズお姉様。ガレウスお兄様もお久しぶりです」

　砂煙の中から二つの影が出てきた。ナノ、サマエト、デスカントは顔を見た瞬間にティナと同じく跪く。宮兎とアスティアだけが彼らの顔を見て立ち尽くしていた──動くことができなかったのである。

　二人──まったく同じ顔。どことなくティナと雰ふん囲い気きが似ているが、そんなことよりも同じ顔であることの衝しよう撃げきが強く、反応を示せない。リレンズとガレウスと呼ばれた二人の冒険者は全身を白銀のプレートアーマーに包み、向かって左に立つリレンズは巨大な盾を背負い、右に立つガレウスもまた背丈を超える大剣を背中に装備している。

　宮兎とアスティア──リレンズとガレウスの視線が交わる。

「ティナ、彼らは？」

「紹介がまだでしたね」

　ティナは立ち上がり、頭を下げた。

「このお二人こそ、わたくしの双子のお兄様とお姉様──ガレウス・Ｆ・アルムント、リレンズ・Ｆ・アルムントですわ。既にご存じの方もいらっしゃると思いますが、お兄様とお姉様は二人で一人──【双頭の流星】の異名を持つ冒険者なのです」

　これが宮兎と──【双頭の流星】──アルムント家の【異端能力者】と呼ばれている二人との出会いだった。
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「そうとうの……りゅうせい？」

　宮兎の後ろからひょっこり顔を出したリャーミャが口にした。レイン・ゴースト達もアスティアの後ろから双子を覗き見る。警けい戒かいしているのか、彼らは前に出ようとはしない。アスティアも冒険者事情にそれほど詳しくない。リャーミャと同じように首をかしげる。

「【双頭の流星】……こうやって見るのは初めてだ。俺も噂は聞いていたけど──」

　改めて双子の姿を確認してみる。二人ともアルムント家特有のシルクのようにサラサラした金髪だ。ガレウスは耳が隠れるほどに伸ばし、前髪は左眼を覆い隠していた。髪の間から見える右眼は父親であるガラドンドの血が強いのか、ティナと違い透き通る空色の瞳ひとみだった。リレンズは肩まで伸ばし、ガレウスとは対照的に右眼を前髪で隠している。左眼は同じく空色。

　髪型さえ同じならば区別がつかないほどそっくりである。美形であるからなのか、ガレウスが女装をして、リレンズが男装をしても違和感はないだろう。

　また、身につけている白銀のアーマーにも目が引かれた。傷一つ、ついていない防具に彼らの実力が見え隠れする。

「その黒髪……」

「そして黒目……」

　ガレウスとリレンズが興味深そうに宮兎を見つめた。じっと見られていることに少し気分が悪くなり、宮兎はピクリと眉を動かした。双子は顔を見合わせて、突然ニヤニヤと笑い出して歩み寄ってきた。彼らに頭を下げていたティナ、デスカント、サマエト、ナノはまるでいないような感覚で素通りされ、余計に宮兎は双子に対する言葉にできない不満が溜まっていく。

「ティルブナから話は聞いているよ？　君が雑貨屋──１００ゴールドショップ『ウサギ屋』のミヤト・アカマツだね。僕はアルムント家の次男、ガレウス・Ｆ・アルムント」

「私が次女のリレンズ・Ｆ・アルムント。一応、ガレウスのお姉さんなんだけど」

「そんなことはどうでもいいのさ」

「私達は──」

「僕達は──」

『君と話がしたい』

「…………は、はあ」

　双子らしいコンビネーションで宮兎は思わず後ろへ下がりそうになった。出会ってまだ五分も経たっていない。それでも確実に宮兎は双子へ苦手意識を持ち始めていた。

（うわー……面倒くさそう。しかも、嫌な予感も……）

　これが第一印象だった。

　冒険者貴族のほとんどは【実力主義】だ。弱い者には権利はなく、強い者が絶対王者。アルムント家は神の一族であり、ソレの代表格であった。とはいえ、古い考えとしてガラドンドの二代前ほどからその主義を取りやめ【強い者は王者ではなく、守護者である】と新しい意義を見み出いだしていた。

　ただ──この双子は特殊な存在であり、アルムント家の教えに背を向け【実力主義】を掲かかげている。ガラドンドも頭を悩ませているらしい。彼らの実力は確かなもので、【双頭の流星】と呼ばれるようになったのも二人が十歳を少し過ぎてからだ。才能は長男と長女を超える逸いつ材ざいだった。レベルの上がり方も他に比べて確実に早い。

「……どうも。赤あか松まつ宮兎──ミヤトで大丈夫です」

　会釈をするとリレンズとガレウスは頷き、今度は隣──アスティアを見つめた。

「こちらは？」

「はじめまして。私はリーリフェル教会の現シスター、アスティア・リーリフェルです」

「なるほどね。いつも妹が世せ話わになっているわ」

「僕達はミヤトくんとアスティアちゃんのことは手紙で知っていたからね」

「手紙？」

「知らないのかい？　君達が目撃した【デーモンズ・オーガ】の報告書。アレには君達の名前が入っていたからね」

　ガレウスは言葉の最後に、腰に付けたポーチから一枚の紙を取り出す。文面がこちらに見えるようにして、宮兎とアスティアへ向ける。宮兎は読めないので微妙な反応だったが、アスティアは文章を黙々と読み続け納なつ得とくしたのか「はい、間違いないです」と答えた。

　文章はこのように書かれていた。




【報告書】

　原因不明の突然変異【デーモンズ・オーガ】の詳細、及び討伐記録をここへ示す。

　デーモンズ・オーガは元々ブラック・オーガという個体であり、冬の時期に出現するモンスターである。

　今回、春の終わりに出現したため、イレギュラー扱いで調査員が生態の視察へ。

　予定通り【神秘の草原】、Ｅ地点でこれを発見。

　数日の調査の結果──この個体は冬になっても目覚めず休眠し春の終わりに活動を始めた。つまり目覚める時期が遅れたものと断定した。

　これをティルブナ・Ｆ・アルムント率ひきいるパーティーで討伐。

　レベルアップも確認しており、ブラック・オーガは完全に絶命したと推定される。

　しかし、何かしらの理由で蘇よみがえり、デーモンズ・オーガへと変異した。

　転移クリスタルの不調により、救助隊の派は遣けんが遅れ、独断による救助を行ったミヤト・アカマツ、キキョウ・クチナシ、ジェルズ・ハウリングの三人によってティルブナパーティーは無事に脱出。

　ミヤト・アカマツはアスティア・リーリフェルの【リーリフェル教会】に所属の元冒険者。

　キキョウ・クチナシはグリード・アルベールの【アルベール教会】に所属の現役冒険者。

　ジェルズ・ハウリングは【ハウリングウェポン】の店主オーナーであり、数々の偉い業ぎようを成し遂げてきた元冒険者──詳細は不要であろう。

　その後、馬で向かわせた冒険者によって残りの三名も救助。

【赤い影】によってデーモンズ・オーガは討伐。

　だが、目撃者は少数。

　信しん憑ぴよう性せいは低いとされる。

　ブラック・オーガがデーモンズ・オーガへと変異した理由として【不浄の魔力】による急激なレベルアップ、もしくは何らかの方法で【人為的】に変異させられた可能性が極めて高い。

　今後ともスタイダストを中心に調査を続ける次第である。




　とのこと。

「僕達はこの報告書を見て、ぜひミヤトくん率いる三人と会ってみたかったんだ」

「そしてお話を聞かせて欲しいの。【赤い影】──彼について知っていること全て」

　自らの偽名を耳にしてウンザリとした気分になった。ティナは【赤い影】の信者であるが、彼と『戦おう』などとは思わない。しかし、【実力主義】の双子にとって【猛も者さ】であり強者でもある【赤い影】とは競きそい合あいたい敵であるのだ。




　双子の戦意は宮兎はもちろん、隣に立っているアスティアだって嫌でも分かった。【赤い影】の強さに興味があるのではなく、【赤い影】の弱点に興味があるのだ。話を聞いたらさっそく全権力を使って探し出すのであろう。そして、勝つ気持ちでいるのであろう。

　宮兎はどのように答えればいいのか分からず一瞬だけ戸と惑まどっていると、後ろでティナが慌てて声を出した。

「お待ちください！　そもそも何故、御二人はこの島へ？」

「それはこの島──アルムント家の所有地に僕達が来ちゃいけない理由でもあるのかな？」

「い、いえ！　そのようなことは……！」

「ガレウス、ちょっとそれは意い地じ悪わるでは？　私だってお兄様かお姉様がバカンスの途中で乱入してきたら一言文句を言いたいわ」

「それもそうだな。ま、僕達が来た理由は──ミヤトくんの顔を見たかったのもあるし」

「俺の？」

　宮兎からすれば、双子とは全く面識はない。手紙のやり取りをしたこともなければ、ティナとガラドンドを除き、関係者と交流を持ったことはない。つまり──二人のどちらかが宮兎のことを話していたのだろう。

「実はお父様から聞いていたのよ。『我が家の未来を担う男が現れたかもしれぬ』とね。でしょう？　ガレウス」

「うん、リレンズの言うとおりさ」

「えっと……意味が分からないのですが？」

　きょとんっとしている宮兎とは違い、言葉の意味をきちんと理解できたティナとアスティアは真っ赤に顔を染め、パクパクと口を開け閉めしている。跪いて頭を下げていたサマエト、デスカント、ナノも互いの顔を見合わせて驚いているようだった。同じようにアスティアの後ろにいるレイン・ゴースト達も意味が分かっていないようだ。

「君は認められつつあるんだよ。ティルブナを救ったことにより、お父様はお姉様、もしくはリレンズ、ティルブナの婿むこ候補に考えられているってことかな」

「ああ、なるほど。そういうことですか…………って、納得できるかアホ！」

　ようやく状況が摑つかめたのか、一度はポンッと右手拳を左手のひらに乗せて頷いたが、すぐさま双子に対して怒ど鳴なりつけた。宮兎が何を思って怒鳴ったのか、双子は分かっていないらしい。

「何を怒っているんだい？　僕が言うのもアレだが、君にとっては悪い話じゃないだろう」

「お姉様、私、そしてティルブナの三人が選び放題なのよ？　もっと喜びなさい」

「勝手に決めるなよ……！　まずは本人達の意思を尊重してだな──」

「それなら問題ない」

「ええ。私は別に構わないし、お姉様はとにかくティルブナは──」

「はあわあわわわわ!?　そ、そうですわ！　リレンズお姉様とガレウスお兄様もお疲れでしょう！　一度別荘に戻ってお茶でもどうでしょうか!?」

　ティナはバタバタと双子の前に移動して慌ただしく説明をした。二人の返事を待つことなく「なら、急ぎましょう！」と、走り出してしまった。デスカントと、サマエト、ナノも立ち上がり頭を下げて「ティルブナ！」「ティルブナ嬢待ってください！」「ティナ先輩！」と後を追った。

「……なんだ、あいつ？」

「ふふふ、ティルブナもお茶目なところがあるのね。私、初めて見たわ」

「僕もだよ。まあ、丁ちよう度ど良かったかな」

　ガレウスは右手をすっと差し伸べた。これが握手だと分かり、宮兎は警戒しながらも手を取る。ぎゅっと手を摑まれ、ガレウスの顔を見たが彼は笑っていた。

「レベル２９０と聞いていたけど、なかなかやるねえ」

「お前……」

「ああ、勘違いしないでくれ。僕達アルムント家──特に僕とリレンズは【実力主義】。お父様の意見でも、弱者は神の一族には必要ないから」

　宮兎は乱暴に腕を振り払った。アスティアとリャーミャ、レイン・ゴースト達はおろおろと険悪ムードの二人を見比べるが、どうしていいか分からない。リレンズは黙って笑っていた。

　ガレウスは今の握手で宮兎を試していた。もちろん本気ではなかったのかもしれない。だがレベル２９０ほどの人間では拳が砕けるほどの力だったのだ。ガレウスは躊ちゆう躇ちよなく、宮兎の右手を粉砕するつもりだった。

　しかし──それができなかった。

「そうだ。お昼を食べたら僕達と一戦しない？　もちろん模も擬ぎ戦せんさ。君の実力──興味が湧いてきたよ」

「生あい憎にく、装備は置いてきたんでね。断らせてもらう」

「おや？　逃げるのかい？　元冒険者が聞いて呆れるね」

「言ってろ。悪いがアルムントの所に婿に行く予定もつもりもないからな」

「ふむ……では、こうしようか」

　ガレウスはおもむろにアイテム欄を開き、アイテムを取り出した。

「こいつは……っ!?」

　ガレウスの取り出したアイテム──それは小さな歯車だった。黄金色に輝く歯車を、宮兎は目を見開いて凝ぎよう視しした。

「『ル＝デウス』の『黄金の欠片かけら』。元冒険者の君なら知っているだろう」

「ああ、知ってる。知ってはいるが──なんでそんなものを……」

　黄金の欠片──ル＝デウス──赤い＊ほしいんが描かれた破滅の歯車。

　宮兎は頭が痛くなった。

「……分かった。勝負を受けよう」

「良かった。君ならそう言ってくれると思ったよ。良いね、良いよ。君が勝ったらコレを贈ぞう呈ていしよう。別に君が負けても何も奪うばわない、何も影響はない」

　歯車をアイテム欄へ元に戻し、くるりと後ろを振り向く。

「じゃあ──また後で」

「バイバイ、ミヤトくん、アスティアちゃん」




　歩いていく双子を三人と三体はじっと見つめていた。何が起こっているのか、そもそも先ほどの会話に意味があったのか、宮兎以外は戸惑っていた。

「ミヤト、先ほどのアイテムは？」

「運が悪かった。あんなもの──この世にあっちゃいけない品なんだ」

「この世に………」

「リャーミャ、分かんない」

「知らなくても当然かな。ル＝デウス──モンスター、はたまた機械、兵器、あるいは人間、もしくは英雄──語られる物語によって姿を変える混こん沌とんの神。それがもたらした、この世の全てを破壊できるおぞましい【神の産物】──それがル＝デウスの『黄金の欠片』だ」

　宮兎は──苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして──このバカンスがどうでもよくなってしまったような──そんな詰まらないことを考えながら、双子に対してどのように戦うか作戦を考え始めた。

「くっそ、嫌な予感が当たっちまったな」

　青年は──呟いた。
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　別荘に戻ると、いつもの格好に着替えて、宮兎はセルフィの部屋で【双頭の流星】と起こった出来事についてキキョウ達に話した。部屋にいるのは現在、宮兎、アスティア、セルフィ、キキョウの四人だ。

　ツバキはティナ達と楽しく食事をさせている。いや──楽しいかどうかは定かではない。その場に双子が混じっているからである。ワイワイ騒げるはずもなく、きっと葬式のような食事をしているはずだった。

　宮兎は額ひたいに右手を押し当てている──例のブツに対して相当悩まされているらしい。

「ミヤ坊、その話は本当か？」

「間違いないです。星印の入った黄金の歯車。間違いなくル＝デウスの部品です」

「……ねえ、ミヤト。その……る、でうす？　とは結局、魔物なのでしょうか？」

「いいえ、違うわ」

　返事を返したのは意外な人物──セルフィだった。この場で黄金の歯車について知らないのはどうやら一人だけだったらしい。珍めずらしいセルフィの神妙な顔つきに、アスティアは不安で胸が痛くなる。思わず胸の前で両手をぎゅっと握り締めた。

「『ル＝デウス』……この名前は御伽噺に出てくる神様の名前なの」

「神……さま？」

「ええ。スタイダストには存在しない空想上の神──それがル＝デウス。何千年も前から語り継がれた物語に出てくるの。タイトルは『異界の扉を開く者』……」

　宮兎がピクリと反応する。アスティアは彼の異変に気づいたが、大したことではない──そう、思い込んでしまい気にすることはなかった。だが──それは間違いである。宮兎がこのタイトルに反応した理由はきちんとあったのだ。

『異界の扉を開く者』──異界とはそのままの意味で異世界──扉とは、向こう側へ続く道──者、それは紛まぎれもなく迷い込んだ『異世界人』──この物語はスタイダストの住人が全く知らない別の異世界へ飛ばされる物語なのである。

　アスティアが知らないのは、これは本ではなく、【詩うた】だからである。冒険者達の間で謡うたわれ続ける夢物語──彼らはダンジョンやセーフベースで夜を明かす時、パーティーで杯を交わし、肉を食べ、踊り出す──詩を奏でてクエストの成功を祈る。

　物語の主人公はどんな困難にも立ち向かい、諦あきらめることなく、希望を捜し追い求める──それが異界の扉を開く者。

「物語の中でル＝デウスは混沌の神として登場するわ。その姿は『無』であり『有』である。つまり、どんな姿形にでも変われるってこと」

「ル＝デウスは最後に巨大な機械仕掛けの砲台に姿を変える。主人公は見事ル＝デウスの解き放つ砲弾の雨を潜くぐり抜ぬけ──神を倒した。俺もミヤ坊も──冒険者なら生きている中で一度は耳にした話だ」




「…………その後は？　主人公はル＝デウスを倒してどうなるのですか？」

　アスティアの質問にキキョウは答えられない。宮兎は腕を組んで、目を閉じた。

「分からない」

「え？」

「物語はここで終わっているんだ。このあとその世界がどうなったのか、主人公はどうしたのか……誰も知らない」

　再び開いた目は悲しみを帯びていた。ある時から宮兎は自分自身を『異界の扉を開く者』の主人公に、重ねていた。似たような境きよう遇ぐうで、似たような心情を持った主人公──違うとすれば、主人公は世界を楽しめなかった。いつだって絶望が襲い掛かり、希望は自分の中にある諦めない心だけ。

　それに比べて宮兎には『仲間』──アスティアや冒険者としての友、いつだって誰かがいてくれた。

　主人公は──彼はいつも一人だ。

　宮兎は──孤独な【赤い影】になろうとも、【赤松宮兎】に戻れば一人ではなかった。アスティアをはじめ、多くの人達がいてくれたからこそだ。

　主人公に自分を重ねていたとはいえ、まだまだ宮兎には余裕がある。宮兎には心の拠より所どころが存在していた。そんな自分を彼に投影するなんて──失礼だと宮兎は感じた。

　宮兎は溜息混じりに声を出した。

「……まあ、つまりだな。あの双子が持っている黄金の欠片ってのはル＝デウスが倒された時に世界中に散らばった〝本体〟の破片だ。物語に出てくるアレと全く同じ形をしている」

「待ってください！　では、架か空くうのアイテム──偽物かもしれないアイテムのためにミヤトは今から戦うのですか？」

「それがね、アスティア……〝架空〟じゃなかったのよ」

「え？」




　セルフィはとても悲しそうに、とても残念そうにアスティアへ答えた。全く予想していない返答に体が固まる。架空ではない──つまりは物語は本物で──ル＝デウスは実在し──黄金の歯車を集めることができれば──。

「今からおよそ五百年ほど前かな。王都──今ほど栄えていなかったらしいのだけど、昔から一番商人が集まる場所には変わりなかったの」

　王都【リバレイン】──現在でもスタイダストの次に多くの冒険者が所属し、ギルドの本部が設置されている。冒険者だけではなく、貴族達も数多く暮らしている。そこへ多くの商人が取引のために集まるのは当たり前のようなことで、今も昔も大差はない。

「商人達はどこで仕入れたかも分からない怪しいアイテムを冒険者に売っていたわ。その中に──黄金の欠片がいくつか取引されていた」

「それが本物という証しよう拠こはない、私はそう思いますが」

「もちろん全部が本物じゃなかったわ。でも──その中の一パーセントは〝本物〟だった。欠片を手にした冒険者達は次々と不思議なスキルを手に入れていった。その中の一つ──アルムント家に代々伝わる【スターダスト・ライジング】も噂じゃ欠片のスキルらしいわ」

　この四人の中に実際に【スターダスト・ライジング】を目にした人物はいない。だが、スタイダストの人間ならその奥義の名は誰もが聞いたことがある。宮兎も知っていた。通常のスキルとは違い、【血族】のみに遺伝するスキル。

「となると、双子が持っていた欠片は【スターダスト・ライジング】の鍵かぎってことなのか？」

「ミヤ坊の推測も一理ある。だけどアルムント家の秘宝を簡単に持ち歩くとは考えにくい」

「……なら、あの『欠片』は全く別の欠片ってことか」

　現在──確認されている欠片は全部で九個である。そのほとんどが王都の国立図書館の【閲えつ覧らん禁止書庫区】のさらに奥──誰も知らない場所へ保管されているという噂だ。やはり噂なので信憑性は薄いが、欠片の存在を王国の魔術研究員達が認めていることから、本当ではないかと思われている。

「欠片がどんな力をもたらすか分からない。なんせ【神】の一部だからな。変なことに使われる前に、できれば処分したい」

「え？　壊してしまうのですか？」

「欠片一個で戦争が起きるかもしれないんだ。ならいっそ、なくしてしまったほうがいい。かといって偽物の可能性だってある。闇やみ討うちして『偽物でした、ごめんなさい』じゃ状況を知らないガラドンドに殺される」

　過去に欠片をめぐって戦争が起こった。戦勝国である王国が多くの欠片を持っている訳は語る必要はない。

「ねえミヤトくん。欠片が大切なのは分かるけど、君勝てるの？」

「分かんね」

　セルフィの質問に両腕を小さく挙げて宮兎は答えた。レベル５００ということを知らないセルフィならではの質問だろう。アスティアとキキョウならこんなことは聞かない。だが、「勝てる」または「大丈夫」とは答えずに「分からない」と意思を示したことに二人はちょっとだけ不安を感じる。

「ミヤ坊、本当に大丈夫か？」

「相手がただの冒険者なら大量の罠わなでも作って勝手に自滅させられるけど、相手が【双頭の流星】となれば話は別だ。アルムント家の【異端能力者】は正直なところ、勝算は五分五分かな」

「いたん、のうりょくしゃ？」

　初めて聞いた単語にアスティアは反応した。

「リレンズとガレウスのサブジョブのことさ。双子のみに許された【ダブル・キャスト】の職業。ティナも言っていただろう？　二人で一人、ヴァルハラの歴史全体を見てもついた者が今まで二桁けたにも達していないジョブさ」

「双頭の流星といわれる理由なのですね」

【二人一役ダブル・キヤスト】──双子のみに許された【異端】の職業。ダブル・キャストの職を持つ冒険者同士がパーティーを組むことによって、ステータスを上げることが可能である。相性によっては二倍にも三倍にも膨ふくれ上あがり、レベル差がある敵にもすぐに対応できる。また、特殊スキルを覚えることもできるらしい。

「キキョウさん、相談があります」

「なんだ？」

「実はアイテムのほとんどを置いてきてしまって……後で買い取るので少し素材を分けてほしいと」

「そんなことか。いいよ、気にせず持ってけ。モンスター素材ばかりだから、文句は言うなよ？」

「それだけでも十分助かります」

　キキョウがごっそりモンスター素材を宮兎へ受け渡す。自らのアイテム欄を確認すれば、試作品の水鉄砲や商品がいくつか、他には護ご身しん用ようのナイフ。主力の武器を作成できる宝石を持ち歩けばよかったと宮兎は後悔した。

「俺達も何か食べましょう」

「腹が減っては戦いくさはできぬってね。ミヤトくん、あたしワインのみたーい」

「セルフィ、昼から酒は禁止って言っただろう？」

「ぶうー。キキョウの意地悪。またダーリンって呼ぶよ？」

「公おおやけの場でその呼び方はやめてくれ……」

　肩を落とすキキョウと、彼に抱きついて笑顔のセルフィは部屋を出て行く。宮兎とアスティアもついて行く。宮兎は作戦を考えているのか、ぶつぶつと呟きながら歩き、アスティアは自分も力になれることはないか頭を回転させる。しかし、できることといえば応おう援えんぐらいしか思いつかない。

「……ミヤト」

「ん？　どうした？」

「私もなにかお役に立てれば良いのですが、何も渡すこともできず、知識もないので応援しかできません。でも絶対に命だけは大切にしてください」

「心配することないさ。相手も模擬戦だって言ってくれている。命のやり取りまではしないさ」

　アスティアの頭に右手を置いて撫なでる。頭を撫でられたのは久しぶりだ。

「大丈夫──信じてくれ」

「はい」

　それから三十分後──決戦が始まる。
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　半月島の中央には森林が密集している。海岸から少し歩けば山の中と錯覚してしまうほど草木が生い茂っている。野生動物は鳥がほとんどで、あとは昆虫が多数生息している。モンスターが出現しないのは当たり前で、アルムント家自じ慢まんの別荘地であることは誰もが知っている場所だ。

　そんな場所に、決闘を申し込まれた宮兎はいつもの仕事服（スラックス、カッターシャツ、スニーカー）に着替え、辿たどり着ついた。時刻は昼を過ぎ、太陽が傾き始めていた。

　砂浜と森林の境界線上で──三人は睨み合う。

「来たね、ミヤト・アカマツ」

「随ずい分ぶんと余裕ね」

【双頭の流星】──ガレウスとリレンズは白銀のプレートアーマーを脱ぎ捨て、軍服に着替えていた。背中には相変わらず巨大な剣と盾を背負っていた。リレンズの言葉に宮兎はそっくりそのまま言い返したい。防具を身につけず、軍服で戦おうとしているのだ。余裕を見せ付けているのは明らかにアチラ側だ。

「こっちのセリフだ。防具もつけずに、怪け我がしても文句は言うなよ」

「それこそ僕達のセリフじゃないのか？」

「錬金術師アルケミスト、アサシンはごっつい装備は似合わないから良いんだよ」

　冗談を交えつつ、アイテム欄からポーチを取り出して腰に付けた。いつでも戦闘ができることを示す。双子は小さく微笑ほほえんで、ガレウスは大剣を──リレンズは大盾を構える。違和感を覚えたのはこの瞬間からだった。ガレウスは宮兎から見て右に立って、左手のみで剣を握り締めている。リレンズは左側に立って、右手のみで大盾を支えているのだ。

　何かある。

　そう考えるのが妥だ当とうだった。あれほど巨大な剣と盾を片手で構えることは不自然だ。何より、二人が鏡のように対照的に立っていること、何かを暗示させるような光景に、宮兎も笑うことしかできない。

　ポーチから鉄鉱石と、モンスターの素材──ダーク・ウルフの黒こく牙がを取り出した。双子も宮兎の動きを見て不審に感じる。なんといっても双子がアルケミストと対人戦をするのは初めてなのである。どのように戦い、どのような戦術を駆く使しして追い詰めてくれるのか──歓喜に満みち溢あふれていた。

「【ザ・クリエイティブ】──【漆黒の短剣ブラツク・ピン】！」

　両手の魔法陣に素材を吸い込ませ、短剣を創り上げた。刀身が黒く、短剣と呼ぶより、大きな針のようだ。太陽の光を反射して、キラキラと輝く。双子は出来上がった品を見て、興こう奮ふんしているようだ。

「面白い……面白いよミヤト・アカマツっ！　僕達が今まで戦ったことのない、新しい戦い方だ！」

「錬金術師アルケミストでも貴方は変わり者ね。武器を錬成して、戦うなんて……！」

　宮兎が変わり者なのは誰もが知っている。そもそも錬金術師アルケミストは錬成を得意とする（むしろそれしかできないような）職業なのだが、サマエトのように属性に特化した錬成をする者が多い。わざわざ武器を作り、それを自ら使って戦うことなんて普通ではできない。人には向き不向きがあり、武器の扱いも同じである。錬金術師アルケミストだから全ての武器を上手く使うことができる──なんて夢のような話だ。

　そんな夢物語を平然とやってのけるからこそ──宮兎はレベル５００まで上り詰めることができたのかもしれない。

　右手に漆しつ黒こくの短剣を構え、相手の出方を窺う。双子は構える──ただ、武器を持っているだけにも見える。戦おうとする意思がさほど感じられない。宮兎は相手の動きを読もうとするが、全く予想ができない。

「いきなり襲われても、言い訳するなよ」

「ふむ、そうだね。では、君から攻撃してもいいよ」

「ハンデ──私達からのプレゼントね」

　双子の発言は、完かん璧ぺきなまでに宮兎を馬鹿にしている。レベル２９０と思われているからなのか、それとも錬金術師アルケミストだからなのか、はたまた自分達によっぽどの自信があるのか。相手が攻撃しても良いと言ったのだ。不意打ちでもなんでもしてやろう──彼の心に火が付いた。

　結局はただの挑発なのだ。しかし、宮兎は対人戦の経験が浅すぎて耐性がほとんどない。今までほとんどモンスターだけと三年間戦ってきたのだ。戦う時の人間の心理というものを理解できていない。作戦にどっぷりはまってしまっていた。

「ならお望みどおり──【シャドウ・ステップ】っ！」

　宮兎の体が霧になり──消える。お馴な染じみのアサシンスキル【シャドウ・ステップ】だ。

　双子は動じることなく、宮兎が消え、砂浜に残った足跡だけを見ていた。アサシンのスキルは隠おん密みつ系スキルだ。姿を消したり、すばやく移動したりする。双子が注目したのは、砂浜に足跡が残るかどうかだ。結果として、移動する時の痕こん跡せきは残っていない。

　霧に体を変える【シャドウ・ステップ】は足跡を残さない。むしろ残せないのだ。相手の視界を誤魔化したり、体を透明化させているわけではないからだ。体の形を──霧へと変えることによって「足」がなくなる。よって、他の隠密系スキルと違い、どこからでも不意打ちが可能となる。

　霧は双子の頭上で静かに形を現し──宮兎はガレウスの首元を狙ねらった。刃ではなく、柄つかの部分だ。模擬戦のため、極力傷つけたくはない。息を殺して、ガレウスに襲い掛かった。

　しかし──攻撃はあっさりとリレンズの大盾によって防がれてしまう。

「なにっ!?」

　宮兎が驚いたのは、リレンズが驚異的な速さでガレウスの頭上に移動してきたことだ。大盾を構え、漆黒の短剣を受け止める。金属音が響き、宮兎は反動を利用して二人から距離を取る。

　着地をしようとしたが、今度はガレウスがこちらに飛び掛かってきていた。その速さは異常である。いくら宮兎の攻撃をリレンズが防ぎ、姿を確認できたとしてもガレウスは宮兎を視界に入れるまで少々時間が空くはずだ。すぐに反応できるのは宮兎の攻撃を防いだリレンズのみ。

　考える余裕もなく、ガレウスは左腕だけで大剣を宮兎へ叩たたきつける。

「うぐっ！」

　短剣で防ぐも大剣の重さに顔をしかめた。レベル５００とはいえ、ＳＴＲは他の職業に比べてかなり低い。だが、それ以上にこの打撃は重すぎる。踏ん張る宮兎はレベル５００がレベル３５０程度の冒険者の攻撃に押し負ける理由を模索するが──頭が追い付かない。

　受け流そうと右手に力を込めるが、左側から大盾が迫ってくる。気がついたときには、体が宙へ吹っ飛んでいた。

　派手に砂浜へダイブして、宮兎は頭を振って身を起こした。何が起こったのか理解できない。

（速い……速すぎる。リレンズの大盾でガレウスは俺を見ることはできなかったはず。もし、見ていたとしても着地と同時に攻撃ができるわけ……）

　立ち上がった宮兎は双子を見て──驚いた。それ以外のリアクションが取れなかった、ともいえる。

「どうだい？　僕と──」

「──私の【ダブル・キャスト】の力は？」

　手を繋いでいる──ガレウスとリレンズはお互い空いた手をぎゅっと繋ぎ合わせていた。まるで恋人のように──長年連れ添った夫婦のように──指と指を絡め、双子の右手と左手は一つになっていた。唖あ然ぜんとする宮兎は目を丸くした。












「……どうりでガレウスの攻撃が速かったわけだ。俺を見ていたリレンズがガレウスの手を引き、俺のほうへ強引に投げつける。いや──手を繋いだままだから投げつけるじゃなくて引っ張ったのか。勢いがついたガレウスは俺の着地に間に合った……と」

「正解だよ、ミヤト・アカマツ。僕達双子は【ダブル・キャスト】の職業についている。お互いが近ければ近いほど効果は発はつ揮きされ、その最終形態がこの戦闘スタイルになったのさ」

「盾の私と剣のガレウス。攻撃と守備、両方を兼ね備えた一心同体。貴方に【双頭の流星】を崩せるかしら？」

「くっそ。漫画みたいなことしやがって」

　ガレウスの攻撃の後に、大盾が迫ってきたのもガレウスと手を繋いでいたリレンズが横にいたからだ。互いを引っ張り、互いを盾と剣として扱う──二人で一人──【ダブル・キャスト】。

　大剣の攻撃が強かったのも、ダブル・キャストによる影響なのかもしれない。レベル差があってこそ受け止められた可能性だってある。

　同レベルなら──叩き潰されていただろう。

「なら──これはどうかなっ！」

　先ほど立ち上がるときに砂を左手に摑んでいた。双子の顔に投げつけるように砂を振りまく。流石に予想ができなかったのか、自らの剣と盾で顔を守ろうとする。

　本来なら、繋いだ手を放して顔を隠すと思っていたが、やはり鉄てつ壁ぺき。剣と盾で砂を防いだのは誤算だった。だからといって作戦をやめるわけにはいかない。一瞬でも隙すきが生まれたのだ。

　ポーチから新たな素材──マグマ・アントの顎あごを取り出して漆黒の短剣と共に右手の魔法陣へ放ほうり込こむ。マグマ・アントは火山地帯に生息する巨大な赤い蟻ありである。その強きよう靱じんな顎は武器を強化する素材として多用される。

「【ザ・クリエイティブ】っ！」

　駆け出した宮兎は迷わずリレンズを狙った。右手から生成される赤色の長剣。力強く握り締めて、立ちはだかる大盾と大剣の隙すき間まから彼女を狙った。

「【赤き剣──グリード】っ！」

　グリードと呼ばれた剣からは炎が噴き出す。火傷やけど程度ならポーションで回復できる。少しジュッと焼いて降参させよう──未だに甘い考えで攻撃をしたが、再び宮兎は呆あつ気けに取られることになった。

　あれほどまで力強く握り締められていた二人の手が──離れた。ガレウスがリレンズを突き飛ばし、宮兎の攻撃を避よけさせた。砂浜にドサッと倒れるリレンズと、その様子を見ながら二人の間を通過する宮兎。ガレウスは大剣を両手で握り締めて、横から振り上げる。

　グリードで剣をがっちりと受け止める。リレンズと手を繋いでいた時と違い、パワーを感じない。アサシン職の宮兎と同等──いや少し宮兎が優まさっている。剣を流し、反撃に移ろうとしたが──ガレウスが横へ左手を伸ばした。ガレウスが片手を放したことで、宮兎はガレウスを押し返せそうになる。気がついたときには、後ろに倒れたリレンズはその場におらず、ガレウスに向かって飛び掛かるようにして右手を差し出していた。

　二人の手が繋がった瞬間、剣がずっしりと重くなり、支えることでいっぱいいっぱいになった。ダブル・キャストの能力上昇が想像以上の効果をもたらしている。

「ぐうう……お、重い……」

「目潰しとはやってくれるじゃないか、ミヤト・アカマツ」

「でも、私を狙ったことは褒ほめてあげるわ。貴方が気づいた通り私達は手を放せばダブル・キャストの効果が消えるの。特に私達は右利きなので──右を守る私が崩れれば攻撃しやすくなるでしょうね。ガレウスが左腕で剣が振るえるのもダブル・キャストの恩恵よ」

　リレンズの言いたいことは、宮兎も分かっていた。二人とも右利きで、盾を右手に持っているリレンズと違い、左手で剣を持つガレウスの動きに若干ながら無駄が感じられたからだ。大おお袈げ裟さなほど剣を振り回し、コンパクトに納まりきれていない。一方のリレンズは盾を思い通り──細かく動かせている。それは最初の攻撃──宮兎の頭上からの攻撃を受け止めた時、盾の真ん中で受け止めた正確さによって判断できたことだ。

「いぎぎぎっ……仕方ねえっ」

　腕の力をわざと抜いて、同時に体を横にずらす。ガレウスの太刀筋を紙一重で避けるとポーチから丸い物体──煙幕を取り出して地面に叩きつける。

　双子の視界が覆われる。

「──逃げるというのか！」

「ガレウス、もういないみたいよ」

　リレンズの言うとおり、煙幕はすぐさま潮風に吹かれなくなってしまうが、宮兎の姿もどこにもない。ガレウスは舌打ちをして剣を背中の鞘さやへ戻す。

「どうやらただの雑貨屋ではないみたいだな」

「そのようね。元冒険者──レベル２９０ほどと聞いていたけど、噓うそのようね」

「……本当に面白いよ、ミヤト・アカマツ」

　双子は再び手を繋いで、砂浜に残る宮兎の足跡を辿ることにした。




「まいったな……」

　島の中央──森の中で胡座あぐらをかいて宮兎は唸うなる。どうにも、ダブル・キャストの力は分ぶが悪い。単なる二対一であるならば、それぞれを倒せば済む話であるが、ああも常に一緒にいては奇き襲しゆうは難しい。

　リレンズのメインジョブ──【ディフェンダー】とガレウスのメインジョブ──【ウォーリアー】のコンビは二人に限ったことではない。よく見るパーティーの例でもある。

　察知系スキルと驚異的な防御力を誇ほこるディフェンダー、ＳＴＲに極振りしたような馬鹿力を発揮するウォーリアー、二つの上位職は単純に役割が分かりやすく、パーティーとしても動きやすい。だが今回、二人が手を繋ぐと──まるで上位職のホーリーナイトをさらにクラスアップさせたような一人の人間と戦っている気分だった。

　右手に大盾を、左手に大剣を。

　問題なのはその二人が手を放す、繋ぐが自由自在にできること。先ほどのように攻撃すれば、あっけなく手を放され、二人に分かれられる。片方を攻撃すれば、もう片方から追撃、もしくは手を再び繋いでパワーアップを狙ってくる。

（となると離れ離れ──腕を切り落とすか、島の両極端に移動させる……か）

　この二つの案には難題がある。

「腕はなあ……欠片が偽物だったら大惨事だし。幻覚系スキルも、面倒な罠系スキルもアサシンと錬金術師アルケミストは覚えられないからな……なら、手持ちの素材を使って──何か逆転できる物を作るしかない」

　目の前にはずらりと並んだモンスター素材と、手持ちのアイテム。キキョウから譲ゆずり受うけた品々はどれもこれも立派なものばかり。【漆黒の短剣ブラツク・ピン】や【赤い剣──グリード】を手早く錬成できたのは素材の品質が良かったからだ。

「なんかこう……難しく考えなくていいんだよ。小学生とかが考える〝夢のような〟能力を持った──」

　彼がいる世界──そう、ここはファンタジー溢れる異世界だ。この世界で不可能なことは何もない。その証拠に今まで彼は驚きの商品を開発してきた。どれもこれもくだらない、けれど願いが叶かなうような品々を。しかし今はこの状況を一変できる何かを──思いつかなくてはならない。

「……例えばだ。あの二人が手を繋げなければ良いってことなんだろ？　じゃあそれはどうすればいい？　相手のことが嫌いになる？　いやいや、人間の心を操そう作さするブツは手持ちじゃ作れない。なら視界でも奪うか？　いやでも、お互いの掛け声で居場所ぐらい分かるか。なら、五感全部を封じ込めたり……なんてできるわけないだろ！」

　手持ちにあるモンスター素材はマグネット・ゴーレムの核かく、ダーク・ウルフの爪つめ、マジック・ゴブリンの指、ヘヴンズゴーストのベール、ビーストシャークの目玉の五種類。後は水鉄砲と浮き輪、ゴーグル、水着、ビーチボールである。

「今日は遊ぶだけのつもりだったからまともな装備持ってきてねえよ！　浮き輪とかゴーグルとか何に使えばいいんだよ!?」

　ジタバタと子供のようにその場で転がる。体に土や葉がついてもお構いなしだ。それほど宮兎は苦戦していた。

　特に余っているモンスター素材はそれぞれ【特性】を付属させるものばかり。ビーストシャークの目玉は【水属性攻撃力アップ】、ヘヴンズゴーストのベールは【光属性付加】、マジック・ゴブリンの指は【魔力攻撃力アップ】、ダーク・ウルフの爪は【武器の耐久度アップ】、最後にマグネット・ゴーレムの核は【異常状態─磁じ石しやく─付加】である。

「…………待てよ？」

　モンスターの素材を見て、それから水遊びの道具を交互に見つめる。水鉄砲を手に持って、タンクに水が入っていることを確認した。

「上手くいくか、神様にお祈りするってのも悪くないな」

　両手に魔法陣を描き、高々と叫んだ。

「【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】！」





　　　　　６






　足跡を辿るガレウスとリレンズは森の中央まで来ていた。夏の日差しを遮さえぎる木々を大盾と大剣で乱暴になぎ払い、切り倒し、宮兎の行方ゆくえを捜していた。途中から足跡が消えているのはアサシンスキル【シャドウ・ステップ】で移動したからであろう。

「ガレウス、彼の実力をどう判断した？」

「どうって、僕の考えは分かるんじゃないかな。リレンズ、わざわざ口に出して言うことでもないと思う」

「ええ、そうね。その通りよ。でも、分からないことが私にもあるわ」

「それは何かな？」

「何故、笑っているの？」

「僕が？」

　ガレウスとリレンズは足を止め、互いの顔を見つめた。いつ見ても同じ顔で、いつも同じ表情をしているはずだった。だが、弟は不気味に笑い、姉は困こん惑わくしたように首をかしげている。双子は互いの表情が〝違う〟ことにクスリと笑った。

「ふふ、そうだね。僕が笑っているのは、彼に感じる底知れぬ〝恐怖〟のためかな」

「恐怖……。珍しいわね。ガレウス、貴方はお兄様とお姉様と決闘した時だって〝怖い〟とは言わなかったじゃない」

「だって、お兄様とお姉様は〝そういう〟人間じゃないか。彼は違うよ。彼は──ミヤト・アカマツは僕達を見て、感じて、〝勝つ〟気持ちを前面に押し出してくれる。お遊びじゃなくて真剣に戦ってくれているんだ」

「まあ。でも、私へ攻撃した時は炎の剣つるぎで火傷で済ませようとしたわよ？　初撃だって、刃ではなく柄。手を抜かれている──遊びと思われているのでは？」

「違う──リレンズ。彼もまた、僕達が怖いのさ」

「アルムント家の人間だからかしら？」

「もちろんそれも理由の一つだろうね。でも、一番大きいのは──人と戦った経験がまるでない。人に対してどの程度の力で攻撃すればいいのか分からないんだ。傷つけるのが──怖いんだと思う」

「臆おく病びよう者ものじゃない」

「僕はそうは思わないさ」

　ここまで意見が一致しないのも珍しいことだった。それが二人にとって、またおかしく、奇妙な感じだった。顔を見れば相手の全てが分かり、手を繋げば二人分以上の力を発揮できる。なのに──今は違う。

「珍しいわね。ここまで意見が合わないのも」

「新鮮じゃないか。それに、リレンズは過小評価しすぎじゃない？　彼は素晴らしい人間だよ」

「あら、将来私の婿になるかもしれない殿方なのよ？　今のうちに色々言っておきたいじゃない」

「ティルブナが許すとは思わないけど」

「あら、そこは一致するのね」

　ふらふらと歩き出して、クスクス笑っていると、リレンズが気配を感じ取る。二人とも警戒の姿勢を取った。キョロキョロと右、左、上、さらには後ろを確認して──宮兎の位置を割り出そうとする。

「はああああっ！」

　下──二人の影からヌルリと現れ、グリードを突き出す。

【シャドウ・ダイバー】と呼ばれるスキルである。シャドウ系スキルではあるが、本来はアサシンが習得できないスキルである。レジニーが移動で多用しているスキルだ。

　宮兎は過去に彼女から伝でん授じゆしてもらい、こうやって使えるようになっている。

　ただ、亡霊魔術師ネクロマンサーとリスク条件が異なり、扱うことによって全スキルが三十分使用不可能となる。

　不意打ちとしては完璧だろう。普通の冒険者では反応はできないはずだ。

　だが、ダブル・キャストの能力アップによってディフェンダーの察知スキルが上昇し、宮兎が顔を出す前に二人は動いていた。リレンズは宮兎の攻撃を防ぐと、ガレウスを片手で持ち上げる。ガレウスも反動で一緒に飛び上がった。頭上を舞う剣士は宮兎の背後にすばやく着地して、剣を横に振るう。

　宮兎は左腕の袖そでから出した新たな剣──鉱石を多めに使い、ヘヴンズゴーストとダーク・ウルフの素材を使って作られた、刀身が真ん中で白と黒に分かれた【裁さばきの断罪剣】──で攻撃を受け止める。刀身が定じよう規ぎのように長方形で、突きには向いておらず、斬きるためだけの剣だ。

　リレンズもすかさず大盾を突き出して宮兎の喉のどを狙うが、やはりグリードによって防がれた。

「影からの不意打ちとは、やってくれるね！」

「新しい武器を仕込むところ、嫌いじゃないわ」

「こちとらアサシンと錬金術師アルケミストなんでね。隠密と錬成しないと何するんだって話なんだよ！」

　二人の攻撃を跳ね返し、距離を取った。先ほどと違い、宮兎の力が上がっている。

「なにかポーションを飲んだね？」

「正解。【パワー・ポーションＬ】を飲ませてもらった」

「なるほど、良い素材を持っていたようね」

　実際は【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】によって余ったビーストシャークとマジック・ゴブリンの素材を使って錬成していた。本来はいくつかの薬草や、他のポーションが必要となるが、そんなものはない。少々ＭＰの消費が激しく、足元がふらついているが贅沢は言えない状況だ。

「もう終わり？　見たところ、ふらふらよ？」

「僕達にまだ、一回も攻撃を当てられてないけど、あの自信はどこへ行ったのかな？」

「こっちにはまだ──最終兵器があるんでねっ！」

　宮兎は躊躇なく、グリードと裁きの断罪剣を二人に向かって投げつけた。双子は直感で先ほどと同じように──砂で目潰しを狙ったように隙を突いて攻撃してくると考えた。しかし、同じようには来ないはずだ。後ろ、もしくは頭上に移動する。大剣と大盾で視界が一瞬覆われる。その瞬間──彼は動き出すはずだと予測した。

（この剣を僕達が防げば）

（ミヤト・アカマツはすぐに移動する。私の察知スキルで居場所を特定して──二人で叩き潰す）

　ガキンッと双子はそれぞれの剣を跳ね返した。一瞬だけ武器が視界を遮り、再び正面を確認すると──宮兎は立っていた。動かずその場で、ものすごく悪い顔をし──水鉄砲を構えて。

「こいつは避けられねえよなあっ！」

　考えてもいなかったもう一つの選択肢──まさか遠距離武器を持っていたなんて。しかも──水鉄砲。発射された水から逃れようと振り上げた腕を元に戻そうとするが、間に合わず、頭から被かぶってしまった。だが、特に変化はなく──ただの水としか思えない。

　ずぶぬれになりながらも、双子は固まった。

「え？　何？」

「これは……ただの水じゃ──」

　刹せつ那な──二人の体が意図せず、吹っ飛ぶ。

　まるで互いが互いを押おし退のけたように、体が真横へ飛んだ。ガレウスは木にぶつかり、リレンズは地面を転がる。引っ張られるような、突き放されたような、言葉にできない感覚に二人は空いた右手と左手をグーパーグーパーさせて、言葉を詰まらせた。

「成功だな。これぞ新商品──【水鉄砲・オメガ】だっ！」

　両手で抱えている水鉄砲を自慢するように前へ突き出す。双子はそんなことより、自分の体に起こった現象に戸惑っている。

「……いったい僕達になんの細工をしたっ」

「細工ぅ？　自分で考えてくださいー」

　今、宮兎の顔を見れば誰が悪者で、誰がピンチの正義のヒーローか満場一致の意見が得られる。

　下へ手た糞くそな口笛を吹きながら宮兎は種明かしをしない。ガレウスは舌打ちをして、リレンズに手を伸ばす。

「リレンズっ！」

「分かってるわ！」

　二人はできるだけ足に力を込めて、駆け出す。手を伸ばし、再びダブル・キャストの恩恵を手に入れようとした。

　しかし──

「きゃっ！」

「うっ！」

　凡およそ、一メートルほど近づいた所で、再び互いを拒絶するように体が後ろへ引っ張られた。茂みに放り込まれたリレンズとガレウスを見て、宮兎は主人公とは思えないほど大きな声で、悪役のように笑った。

「アハハハハハ！　思い知ったか！　これぞ水鉄砲・オメガの力よ！」

「くうっ……これは変な状態異常を付加されたに違いない」

「ガレウス、正解！　こちらの商品、付属のタンクにはそれぞれ状態異常効果を付加するスキルをエンチャントしています。いま、【双頭の流星】が浴びた水には【磁石】の状態異常を付加する力があるのです」

「磁石……っ」

「なんですって！」

　つまりは──そういうことなのだ。

「お前達の体は右半身か左半身、どちらかがＳ極とＮ極になっている。運だったが、上手いことガレウスの右半身とリレンズの左半身が同じ極になってくれたらしい。つまり、お前達はこの状態異常があるかぎり、手を繋ぐことは不可能！　磁石の特性は同じ極同士が反発し合うこと！　手を繋ごうとしても、そうやって吹っ飛ぶわけよ、ザマみろ！」

　──本当に主人公とは思えないセリフだったが、子供が考えそうな発想で逆転できたのだ。少し酔よいしれていても温かい目で見てほしい。

　ガレウスはそれならばと、立ち上がる。

「体の半分がだめなら、逆の手──左手同士で繋げばいいだけ！　僕達はどんな体勢でも手さえ繋げば──あれ？」

　立ち上がり、大剣を持ち替えようとしたが、手から離れない。

「アホ。剣も盾も金属。体が磁石なんだから、そう簡単に外せるわけがないだろ」

　残念なことに、全身磁石になってしまった双子は武器が手にくっ付いてしまい、取ることは不可能。無理やり外そうと空いている手で、武器を握っている手首を摑めば──さらにくっ付いて身動きが取れなくなる。

「手が、くっ付いて……！」

「ぐうっ！　こんな子こ供ども騙だましで僕達がっ……！」

　ジタバタと暴れれば暴れるほど、体がおかしな姿勢になり、立つこともできなくなる。間抜けな体勢──ガレウスは両腕がくっ付き、大剣が左頰にべったりと付着していた。体は縮まり、これでは大きな芋虫である。リレンズは大盾に貼はり付つけられたようになってしまい、逆さまになった亀かめのように、地面をクルクル回っている。【双頭の流星】が哀れなものだ。

「さあって……それじゃあじっくり体の隅から隅まで調べさせてもらおうか？」

「な……なにをするつもりだっ」

「なにって……欠片をいただくんだよ。あんなもの、さっさと壊さないとな」

「なら待て！　僕じゃない！　僕じゃなくてリレンズが持っているっ！」

「噓かもしれないからね。身み包ぐるみを全部引っぺがして調べるぞ」

「やめろ！　こんな場所で裸になんか──う、うわああああ！」

　こうして──【双頭の流星】から欠片を奪い取り、事は平和的に解決した。
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「なんで、俺が顔を蹴けられなきゃいかんのだ」

「貴方が変なところを触ったからでしょう？　まったく……」

　欠片は結局、リレンズが持っていたようで、丸裸にされたガレウスは泣きながら服を着ていた。リレンズから欠片を奪おうとした時、うっかり胸やらお尻しりやらに手が当たり、磁石効果がなくなった瞬間に顔を蹴り飛ばされた。今では二人とも服を着て、先ほどと同じ場所──森の中で倒れた樹木に宮兎と横一列に並んで腰掛けていた。

「それで、この欠片は本物なのか？」

「さあね。僕達も偶然見つけたものだし、まだ鑑かん定ていもしていないから不明さ」

「戦争の引き金になるんだぞ？　さっさと壊せよ」

「試したわ──私とガレウス、ダブル・キャストの力を使って」

「…………なるほど」

　宮兎は無言で欠片を地面に置いて、足元に寝かせていた裁きの断罪剣を右手に取る。そのまま勢い良く振りかざし──欠片とぶつかった瞬間、ぽっきり剣が折れてしまった。

「こりゃ、困ったな。偽物だとしても【硬化ＳＳＳ】がエンチャントされてる」

「その通り。僕もリレンズも壊そうとした──でもできなかった。だからお父様に相談するためこの島に立ち寄ったんだけど──」

「面倒な物を擦なすり付つける相手がいた……ってか？」

「そうそう」

「……わざと負けるつもりだったのか？」

「まさか。僕らが勝っても無理やり渡すつもりだったよ。それに、君はこれが欲しそうだったしね」

「壊れるならな。こんな疫やく病びよう神がみ、俺もどうすればいいか分かんねえよ」

　黄金の欠片はちょっとやそっとじゃ壊れない【硬化ＳＳＳ】がエンチャントされているらしい。壊せないのなら、予定が狂う。

「……俺が預かっておく。頑がん丈じような金庫があるから、そこに隠せば大丈夫だろう」

「うん、任せとくよ。にしてもミヤト・アカマツ、本当にレベル２９０かい？　僕達と同等──それ以上の力を見せて、言い訳はできないよね？」

「ああっと──ドーピングデス……」

「本当かしら？　未来の婿候補が薬漬けなんて嫌よ」

「誰が婿候補だっ！」

　互いに打ち解け合ったのか、それから双子と宮兎は残されていたメンバーと合流して、残りの時間を有意義に使った。新商品──水鉄砲・オメガも完成し、色々なエンチャント効果を持つタンクを発明すれば金かね儲もうけができる！　と考えていたものの──

　──危険ですので、私が預かります。

　と、アスティアに没収されたのはちょっとした蛇だ足そくでしかない。
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　スタイダストは冒険者の街──と呼ばれているが他にも別名はいくつか存在する。その中でもよく耳にするのは『お祭りの街』だろう。

　年中お祭り騒ぎの街なのだが、毎月何かしらのお祭りが二、三回は開かい催さいされる。

　本日もそんなお祭りなのだが、雰ふん囲い気きはいつもと大違いだった。

　街道はたくさんの人々に覆おおいつくされ、数えきれないほどの出店が展開されている。もちろん、もともと店を構えている武器屋や防具屋、道具屋などなど彼らも負けじと店の中へ客を呼び込んでいる。

　スタイダストの全人口を合わせてもこれほどまで多くの人間が溢あふれ返かえることはない。

　つまり、彼ら彼女らは観光客で──大陸中の人間が集まっているのだ。

　別段、特別なことがあるわけではない。こうやってみんなで騒いで楽しく時間を過ごす。それだけを目的とした祭りである。

　この祭り──名前を『スタイダスト建けん立りつ祭さい』という。

　誰もが略した呼び方で建立祭と呼ぶのだが、名前の通りスタイダストという街が出来上がった日だ。この日から三日間は陽気な音楽と人々の楽しい歌が街中に響き渡り、冒険者は仕事を忘れ、商人達の稼かせぎ時どきとなるのだ。

　建立祭でしか手に入らない珍めずらしいアイテムを売りに来る商人も多いので、観光客達が怒ど濤とうのように押し寄せる。もちろん中には一緒に踊って日頃の疲れを忘れたいという人もいるだろう。

　さて、そんな祭りの日に海から帰って来たばかりの宮みや兎との１００ゴールドショップ『ウサギ屋』は──。

「兄ちゃん、コレが１００ゴールドって商売あがったりじゃねえのか？」

「ふふふ、独自のルートで仕入れているからその辺の心配は御無用。さあ！　買った買った！　建立祭限定！　通常一つのアイテムで１００ゴールドのところ、二つで１００ゴールドだあああ！　持ってけ泥どろ棒ぼおおおぉぉ！」

　お店の外に出て、人が最も集まる出店街道で営業をしていた。地面に大きなシートを広げ、自じ慢まんの１００ゴールドアイテムを並べている。彼の後ろには大量に山積みされたダンボールも置かれており、その中にはまだまだアイテムが詰まっていることは容易に予測できる。なぜならば箱からいくつかのアイテムが顔を覗のぞかせているからだ。

　彼は何な故ぜこのような場所で販売をしているのか？

　不幸なことに宮兎がウサギ屋を出している通りは人々が最も集まる場所から離れ、通常よりもお客さんは多いものの、お祭りの恩恵をさほど受けていなかった。

　そこでアイテムを大量に持ち運んで『臨時ウサギ屋二号店』を開店させたらしい。

　本店はレイン・ゴースト達が頑がん張ばってくれている。

　宮兎は心置きなく商品を売ることができるのだが、彼にはこの日のためのとある計画を立てていた。

　それは──余った在庫の処分である。

　売り上げに落ち着きを見せるようになったウサギ屋では、やはり目立って余る在庫がちらほらと出てきたのである。スタイダストの住人達には十分に広まり、需じゆ要ようがなくなってしまった商品の数々だ。

　例えばハサミやタオルなど、一度買ってしまえばしばらくは使い続けることができる商品は、売れる時と売れない時の差が激しい。今の時期だとまだまだ買い替えには早いのだ。なので、そのような商品がバックルームや地下に溢れ返っていたのである。

　その中には【懐かい中ちゆう電でん灯とう】も含まれていた。一家に一台あれば十分な品だ。スタイダスト中に広まった──のは良いが、ある時からさっぱりと売れなくなってしまい、最近在庫処分品の仲間入りをしてしまった。

　今日という日は宮兎にとって──ウサギ屋にとって大切な在庫処分市。

　ちょっと利益が少なかろうとも、売れないよりマシだと考えた。

　結果として、二個で１００ゴールドという今までにない販売のやり方を始めた。

　これは本店のほうでも実施しており、トラブルは避さけるようにしている。

　宮兎の大きな声に「なんだなんだ」と野や次じ馬うま達が集まってきた。

「兄ちゃん、これはプラスチックじゃねえか？　隣となりの大陸出身か？」

　一人の男性客がプラスチックで作られた筒のような物を手に取って質問をしてきた。

　彼が持っているのは淡い赤色だが、同じ形をした商品はたくさんの種類があるようで青、緑、オレンジ、紫などなど、多彩な雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「お目が高い！　そいつはペン立て」

「ほう……ペン立てね」

　ヴァルハラでペン立てと言えば貴族の持ち物であり、動物の皮や金属で作られた重々しいイメージがある。また、お値段も１００００ゴールドから数十万ゴールドまでとなかなかに幅広い。

　書しよ斎さいに置かれる物は大抵、主のアイデンティティーとなる。

　自己表現のために高価なものを普段から身の回りに置いておくことはステータスであり、彼らなりのオシャレでもある。これは以前説明した『食器』と同じような扱いだろう。

　職人達も貴族に売るため、それなりの値段の物しか作らない。

　庶民がペン立てを使うことなど滅めつ多たにないからだ。

　普段からポケットや机に入れておくので必要性を感じていないという。

　宮兎はそこに目をつけ、『リッチな気分になれる』という触れ込みで格安のペン立てを大量に作り上げた。

　売れたは売れたものの、これまた一家に一つあれば良いのでスタイダストでは需要がなくなってしまい、現在のように売れ残っている。

　だが──外の人間はどうだろうか？

　スタイダストの外──冒険者以外の職業は農家や商人がほとんどだ。彼らは決して裕福と言える生活ができているわけではない。

　せめて『気分だけでも』──そう思うであろう。

　スタイダストの住人達と同じような気持ちになってくれるはず──それだけを信じた。

「ふむ……必要か必要じゃないか、と聞かれれば決して必要じゃない」

「う……」

　痛いところを突っ込まれてしまったらしい。宮兎の営業スマイルが心なしか曇くもった。

　彼の指摘は正しい。生きていくうえで必要か、必要でないかと問われれば、別に食べることもできなければ身の安全を守ってくれる武器でもないのだ。

　なくても良い──が、生活を豊かにする一つの物品としては大切な物。

　異世界人がライフスタイルをどのような視点でとらえているか──これも１００ゴールドショップを運営する点で考えなければならないことである。

「まあでも、買ってみる価値はあるな」

「本当ですか！」

「お前さん噂うわさの１００ゴールドショップだろ？　俺は田舎いなか町のレンレルからやってきたが、そこまで、いい雑貨屋があるって評判が届いていたぞ」

　レンレルはスタイダストから南方にある小さな田舎町である。

　距離としては馬車で一週間ほどかかるだろうか。つい最近は移動クリスタルが普及し、瞬時に移動することができるようになったが、冒険者以外は料金がかかるので旅行以外で使用することはほとんどないらしい。

　つまり、冒険者の誰かがウサギ屋の噂を流しているのだろう。

「いいぜ。こいつの他にそのタオルも貰もらおう。汗をかいたからな」

「ま、毎度ありい！　合わせて１００ゴールドです！」

　宮兎に１００ゴールドを渡し、男性客はタオルを首に巻いて、袋に入ったペン立てを受け取る。

「俺も買った！　こっちの商品をくれ！」

「俺もだ！」

　先ほどまで、人は集まるが少々怪しがられてなかなか買おうとする人がいなかった。

　しかし一人が買えば、雪崩なだれのように人々が押し掛けてくる。

　内心、ガッツポーズをしながら宮兎は商品を売りさばいていく。

　ゲリラ二号店は失敗かと思ったが、どうやら成功のようだ。

　建物でもなければ、出店でもない、ただシートを広げてアイテムを並べただけでは不審に思われても仕方がない。だが、やっと報むくわれた気に宮兎はなった。




　さて、それからというもの無事に商品を全すべて売ることに成功し、最悪の結果は免まぬかれた。

　ウサギ屋だけではなく、スタイダスト全体のお店はこの三日間で一年の半分に当たる額を稼ぐことができる。

　それほど建立祭が大きな祭りで、人間が一か所に集まるということだ。

　ベテランの商売人になると今の宮兎よりも多くのお金を稼ぐことができるだろう。

　やり方は在庫の管理や、値段、商品の見せ方など色々とある。

　となると宮兎はまだまだ未熟な部類になる。

　そんな本人は気にもせず、満足そうにお金を数え終わるとダンボールを潰つぶして台車に乗せた。

「いやー儲もうかった儲かった。これで無駄な在庫はなくなったし、新しい商品を錬れん成せいできる。えへへー」

　ウキウキ気分で人込みを台車で搔かき分わけながらウサギ屋へ帰ろうとする。

「あれ？　ミヤト、そんな格好でお仕事ですの？」

「うん？」

　声をかけられた。

　振り向けば【スクールシリーズ】の防具に身を包み、焼き鳥片手にきょとんと首をかしげるティナだった。

　そんな格好と言われたので、下を見て確認をする。

　普段と変わらない仕事服だ。カッターシャツにグレーのスラックス、青色のネクタイにウサギ屋特製エプロン。ティナが不ふ思し議ぎそうな顔をする理由がどこにも見当たらない。

「今日は建立祭ですわよ？　仕事服を着ている人なんてどこにもいませんわ」

「お前だっていつもと同じじゃないか」

「わたくしはアルムント家の冒険者として警けい備びをしているのです。騎士団を束たばねる警備長を任されておりますので、浮かれた格好をするわけにはいきませんわ」

「…………手に持っているのはなんだよ」

　ボソッと呟つぶやいたので彼女には聞こえていない。

　ティナが言う浮かれた格好とは、パレードや出店をしている人々のことを言っているのだろう。ちょっとした仮装を誰もが皆しており、真ま面じ目めな仕事服を着ているのはこの二人ぐらいだ。先ほどのお客達もモンスターの着ぐるみを着たり、冒険者達は私服でウロウロしているのだ。防具や仕事服は嫌でも目立ってしまう。

「まあ、仕事だよ。ウサギ屋の商品をあそこで売っていたんだ」

　先ほどまでシートを敷いて二号店を開いていた場所を指さす。ティナは宮兎の陰になって見えなかったので少々横にずれて確認をする。既に何もなくなっているので想像はしにくいだろう。

　それでも「そうだったのですね」と優しく答えた。

「せっかくのお祭りなのですから今日ぐらいは休めばいいのに」

「いやいや、今日休むとか商人失格らしいぞ？　なんたって上手くいけば一年の半分を三日間で稼げるらしい」

「確かに聞いたことはありますが、宮兎にその器き量りようはあるのかしら？」

「バカにするんじゃねえぞ？　これでもさっき余っていた在庫は全部処分した」

「そう、ですの」

　重要な在庫の量を把は握あくできていないのでリアクションに困っているらしい。

　宮兎はお構いなしに胸を張って威い張ばった。ティナはクスリと笑い、手に持っていた焼き鳥の残りを頰ほお張ばると飲み込み、串くしを近くにあったゴミ箱へ捨てる。

「せっかくですので一緒に見て回りませんこと？　もちろんウサギ屋までで大丈夫ですわ。無理なら別に強制はしませんが」

「見回り？　ああ、別にいいけど。少し遠回りするか。ウサギ屋はレイン・ゴースト達に任せているし、ある程度売れたら閉めろとも伝えているから大丈夫だろう」

「…………よろしいのですの？」

「誘ってきたのお前じゃん。なんで聞き返すんだ？」

「そ、そうですわね。では、わたくしが見回りの先せん輩ぱいとしてきっちり指導してあげますわ！　感謝しなさい！」

　断られること前提で誘ったのだが、予想していなかった答えにティナの顔が少しだけ赤くなった。嬉うれしさと恥ずかしさが混在しているようだ。

　いつも彼の隣となりには年下のシスターが立っているのだが、これはひょっとしてビッグチャンスなのではないかと雷に打たれたような衝しよう撃げきが彼女の中で走った。

（お、おおおおお落ち着きなさいティルブナ！　慌あわてるのではありません。ここは大人の女性としての魅力をアピールして──ティナ、お前意外と大人っぽいな……と言ってもらうのですのよ！　わたくしの、わたくしのッ……！）

　今の宮兎から見たティナは若じやつ干かん顔が赤いものの、それ以外はいつも通りのお転てん婆ば少女だ。子供ながらに大人ぶって、でもどことなく貫かん禄ろくがある──何も変わらないティルブナ・Ｆ・アルムントだ。

　しかしながら、内心はこのように動どう揺ようしており下手に行動すれば化けの皮が剝はがれてしまうだろう。本人も分かっているのか、なかなか積極的に行動ができない。

　いつまで経たっても口を開かず、誇ほこらしげに笑うティナを見ていた宮兎が、突然吹き出した。

「ぷはははははは！」

　これには流石さすがのティナもドキッとして表情が崩れる。

「ど、どうかしたのですか？」

「あははははは。いやー、すまんすまん。ほら、ちょっとだけジッとしてろ」

「へ？」

　宮兎は目にたまった笑い涙を右手で拭ぬぐうと、そのままゆっくりとティナの右頰へ伸ばす。普段以上に優しい顔をしている彼の顔にティナは動けなくなった。

（な、ななな、何をしているのですか！）

　まるでスロー再生のようにティナの頰へ宮兎の右手が迫る。いったい彼は何を考えているのかと、そればっかり頭の中でグルグルと駆け回る。

「ひゃうっ！」

　とうとう彼の右手がティナの頰へ到達した。

　冷たい右手はティナの焼けるように熱い頰の熱を奪うばっていく。

「み、ミヤト！　こ、このような場所で……！」

「いいから。動くなよ」

　身動きが取れないティナはぎゅっと目を瞑つむり、これから彼が行おうとしていることに妄想を膨ふくらませる。

（み、民衆が見ているこのような場所で……！　だ、大胆すぎますわ！　あーんなことや、こーんなことをしちゃうのですね！）

　目を瞑り──彼からのアクションを待ったが……何もない。

　それどころか、頰に当てられた手が離れて行く。

「あ、あれ？」

「ほっぺに焼き鳥のタレがついていたぞ？　あんな誇らしげな顔をして言うから笑っちまったよ。いやー、ティナもまだまだ子供だな」

「………………ッ!!」

　宮兎の右手の人差し指には茶色い液体のようなものが付いていた。それが焼き鳥のタレなのだろう。

　そして先ほど自分が思っていたこと、表情とはかけ離れた間抜けな姿を見せていたのだと思うと数秒前とは比べ物にならないほど耳まで真っ赤になった。

「な、なんで教えてくれなかったのです!?」

「すまんすまん。お前のドヤッとした顔が面白くて忘れてたわ」

「忘れていたって……」

「そう怒るなって。にしてもさっき食べてた焼き鳥美う味まそうだったな」

　宮兎は無意識に人差し指を口元へ持っていこうとする。

「あ」

　ティナもそれ以上のことは言えず、ティナの頰に付いていたタレは宮兎の口の中へ消えてしまった。ペロリと自分の指を舐なめた宮兎は満足そうに「あー、あとで買って帰ろう」と言った。

「は、はしたないですわよ」

「冒険者がいちいち気にすることじゃねえだろ」

「い、いえ……そうではなく──」

　と、宮兎の顔がさーっと青くなった。何かを見上げるようにしてティナの頭上を見ているようだ。ティナも大きな影が覆いかぶさってくることに気づく。

　何も考えず振り向くと──まるで達磨だるまのような表情で立つ、二メートルの大男がいた。

　二人は同時に叫ぶ。

「げえ！　ガラドンド！」

「お、お父様!?」

　大男の正体は現アルムント家の長おさでもあるガラドンド・Ｆ・アルムントである。

　ティナや、先日半月島で戦った双子の父親である。カンストまでには至らなかったが、現役の冒険者時代、狂人のような戦いぶりで多くの人間に恐れられた。

　今ではすっかり牙きばも抜かれて大人しくなったようだが、妻の忘れ形がた見みであるティナのことになると豹ひよう変へんする。宮兎命名【妖怪ガラドンド】は、ティナと仲良く二人っきりで話しているだけでどこからともなく現れて襲おそい掛かかってくる。

　迂う闊かつにティナへ話しかけられないことはスタイダストの住人であれば誰しもが知っていること。

　しばらく顔を見ていなかったことと、海で「ガラドンドに実力を認められつつある」といった内容のことを聞いてから警けい戒かいすることを忘れていた。

　ガラドンドは祭りに馴な染じむためなのか、頭に角の生えたカチューシャをしている。服装はスーツ姿であるが、黒い服装に角が生えているとなると悪魔にしか見えない。いや──今の彼は、もう人であるとは判断できない。

「ミヤァァァァトオオオオ…………アカマツゥゥゥ………」

「ひいッ！　ティナ！　警備はまた明日付き合うから今日は勘かん弁べんしてくれ！」

「え！　ちょ、ちょっと！」

　宮兎はくるりと方向を変えて、一いち目もく散さんに走り出す。

　両腕を一いつ生しよう懸けん命めいに振って、陸上競技選手顔負けのフォームだ。

　一方のガラドンドは宮兎が走り出すと同時に、猛獣の如ごとく突進をした。

　巨大な牛が人を襲っているように見えなくもない。

　人込みはモーゼの海割りのように、二人を避よける。

　怪け我が人にんが出ないか心配になる速さで走る二人をぼーっと見つめた後、残されたティナは孤独感にさいなまれ、主人を失った台車を見つめて寂しさのあまり溜ため息いきを吐ついた。

「はあ……全く。せっかくのチャンスでしたのに」

　それでも、今日彼の元へ行く口実はできた。

　目の前に置かれたウサギ屋の台車に手をかけ、ティナはゆっくりと歩き出した。





　　　　　２






　アスティアはこの日、日課と言っても過言ではないウサギ屋へと足を運んだ──のは良いのだが、お目当ての店主オーナーが留る守すにしているとのことで、レイン・ゴースト達に二階へ案内された。

　宮兎が留守だとは思っていなかったので、ちょっとばかり時間が勿もつ体たいないようにも感じる。椅い子すに座り、ぼーっと空を眺めていた。

「はあ……海での出来事から、ミヤトは色々と悩んでいるようですし……はあ」

　口から出るのは溜息ばかり。

　海での決闘から日にちで数えると三日ほどしか経過していない。

　この三日間、宮兎は考え事が増え、声をかけても気づかれないこともしばしばあった。

　原因は分かっている──『黄金の欠片かけら』だろう。

　双子から預かった不安材料はウサギ屋の第二地下室で厳重に管理されている。万が一にも盗ぬすみ出だされるような心配はしていない。

　そこには、宮兎とアスティアしか知らない魔物の楽園が広がっているのだから。

　もし盗みに入られたとしても、生きて戻ってきてくれるかどうかが心配である。

　宮兎がうっかり錬成してしまった魔物達はレイン・ゴーストのように賢かしこくはない。

　創造主の命令に対してでさえいい加か減げんなのだ。命いのち乞ごいをしたところで無駄だろう。

「はあ……せっかくのお祭りなのに。どこで何をしているのでしょうか？」

　今頃、妖怪ガラドンドに追いかけられているとは想像はできないだろう。

　不意に、リビングへと続く扉がガチャリと開いた。

　咄とつ嗟さに宮兎だと思い、勢い良く立ち上がる。

　文句の一言でも言ってやろうと意い気き揚よう々ようと顔をそちらへ向けたが──。

「あら、アスティア？」

「ティナさん？　珍しいですね、一人でこちらに来るなんて」

「ええ。ミヤトの落とし物……いや、忘れ物を届けに」

「忘れ物？」

「まあそれは下の使い魔達に渡したので問題ありませんわ」

　もちろん台車のことだ。アスティアは首をかしげたが、どうやら既に解決していることらしいので、これ以上聞いても意味はないだろうと、ゆっくりと腰を下ろした。

「ミヤトはまだ帰っていませんの？」

「ええ、私がここへ来て十分は経つと思うんですけど」

「……お父様の所せ為いですわね」

「ガラドンドさんとミヤトがどうかしたのですか？」

「いえ、原因は分かっているのですわ。ミヤトの隠おん密みつスキルでどうにか逃げ切ることを祈いのるだけですわね」

「う、うんー？」

　会話が成り立たないことにアスティアは苦笑いをする。

　ティナは一人で納なつ得とくすると、「座ってよいかしら？」と質問をした。

　ダメと言う権限もなければ、理由も見つからないので「どうぞ」と簡単に返した。

「ふう、先に謝らせてください。海でのこと。お兄様とお姉様がご迷めい惑わくをお掛け致しました」

　頭を下げるティナにアスティアは慌てたように言葉を選ぶ。

「私は特に気にしていませんから。ええっと、苦労したのはミヤトだけですし」

「それでも不快な気持ちになったのは変わりないですわ。わたくし達アルムント家の悪い癖くせ。猛も者さへの挑戦と、勝利への執着心。特にガレウスお兄様とリレンズお姉様は異常なほど強さに固こ執しつしていますの。わたくしも昔はよく、二人に鍛きたえられていましたわ」

「でも、決闘が終わってからは二人とも優しかったですよ？　何故かミヤトへずっとべったりでしたが」

　二人は──というより、決闘を行った張本人達以外は戦いの内容を把握できてはいない。決闘の間、別荘で結果だけを待っていたのだが、どちらが勝ったのか負けたのかすら報告はなかった。

　ただ──黄金の欠片は宮兎の手に渡っていた。

　そもそもティナは欠片の取引を知らされていない。何故双子が宮兎へ決闘を挑いどんだのか──ティナの中では『暇ひまつぶし』という想像で落ち着いている。

　あながち、間違いでもない。

「ええ、わたくしもそれにはビックリですの。二人があんなに誰か一人に、しかもミヤトに……。決闘中に何かあったのかしら？」

「………………さあ？」

　アスティアは一応宮兎から成り行きを聞かされているので知りはしている。

　その中で悪いことが二つある。

　一つは先ほどから考えている黄金の欠片だ。

　偽物か、はたまた本物か。後者であるのなら最悪だ。ここに戦争すら引き起こす『本物』があるとしたら──考えただけでもぞっとする。

　アスティアも実物を見せてもらったが、禍まが々まがしい魔力はシスターの彼女に恐怖を植え付けた。

　もし、もう一度見てほしいと宮兎に頼まれても無言で首を横に振る。

　二つ目は宮兎の正体がバレた可能性があるということだ。

　黄金の欠片を持っているということは、宮兎が勝利したということだろう。つまり、隠していたことが、隠せなくなった──実力を発はつ揮きしたことで、【赤い影】であることを悟らせたかもしれない。

　双子達は口には出さないが、レベル２９０というのは握手の段階で噓うそだとバレていたはずだ。そして決闘──どのレベル帯であるか、じっくり観察されていた。

　だからだろう、宮兎にべったりとしていたのは。

「と、ところでアスティア……貴女あなたは大丈夫でしたの？」

「大丈夫とは？」

　ティナは姿勢を低くして、小声で話し始める。急な変わりように、アスティアはきょとんとした顔をした。

「決まってるじゃありませんの！　精華のレジニーですわ！　わたくし、あの日以来ベッドに潜もぐり込こまれて大変ですのよ！」

「ああ、レジニーさんですか………」

　あの日とは、レジニーがスタイダストに帰還し、アスティアやティナと初めて顔を合わせた日だ。

　アスティアも同じ被害者で、よくベッドに潜り込まれている。

　悲鳴を一つ上げると満足そうな顔で出ていくのだが……。

「最近は見ていませんね。いや、私も被害者なのですが」

　しばらく──海に誘った日から見ていない。仕事があると言っていたが、スタイダストには今も戻ってきていない。

「逆に来ないと、別の何かを用意しているのではないかと気が気ではありませんの。アスティアも気を付けてくださいね。彼女、平気で人の下着を頭から被かぶって逃げ出すので」

「相変わらず業ごうが深いですね……」

　実はアスティアも同じことをされている。

　二人は同時に溜息を吐き、顔を見合わせるとなんとなく笑顔になった。

「それでも、レジニーさんは尊敬します。もうすぐレベルもカンストしそうですし、やはりそれなりの実力を持っている……んですよね」

「ええ──『精華』の名に相応ふさわしい戦いをしますのよ。わたくしも見たことはありませんが、まるで踊るようにモンスターを狩ると聞いています」

「踊るように？」

「彼女のスキルです。【血の舞踏会ブラツドワルツ】と呼ばれる、血液を自在に操あやつる亡霊魔術師ネクロマンサーの固有スキル」

【血の舞踏会】──ブラッドワルツとは、死者や使い魔の血液を自在に操り、攻撃や防御、全てに適応できる万能なスキルである。

　実は、彼女のゴスロリ服の中には様々な生き物の血液が入った小瓶が隠されている。

　それらを使い、【血の舞踏会ブラツドワルツ】を発動させるのだ。

「亡霊魔術師ネクロマンサーとは、生と死を自在に操る職業ですわ。現在ヴァルハラでも、彼女を含め片手で数えられるほどしか存在しませんの」

「確かに、スタイダストでもレジニーさん以外の方で亡霊魔術師ネクロマンサーの方は存じ上げません」

「上位職の中でもレアな職業ですわ。簡単になれるものではありません。それを彼女はわずか十歳で成し遂げ、現在に至る……と」

　精華のレジニーは言わば天才だ。

　何をとっても非の打ち所がない冒険者。

　彼女の実力が認められ、王都への派は遣けんクエストメンバーに選ばれたのだが、本人からしてみれば詰まらないことであり、大したことでもない。

　レジニーは常に退屈と戦っている。

　そして、退屈から解放してくれるのが──宮兎だったという話。

　故に、彼女の愛は歪ゆがんでいる。

「まったく……彼女の性せい癖へきには頭を悩まされますわね」

「ミヤトの話ですと、昔は違ったらしいですよ？」

「化けの皮がどこかで剝がれたのですね。そうでないと、あんなこと、普通の人がするとは思えませんわ！」

　もし、レジニーがこの会話を聞いていたとしても、怒るようなことはしない。

　むしろ、服を全部脱いでティナに襲い掛かるはずだ。

「それにしても、ミヤトは遅いですね」

「無事に帰って来られれば良いのですが」

「また何か事件に巻き込まれたのですか？　祭りの日に？」

「え？　え、ええ……その、偶然居合わせましたの。そこまで大きな事件ではありませんわ。………………たぶん」

「……【コール】で呼びかけてみましょう」

　アスティアは【コール】をメニューから選び、宮兎の名前を探す。お目当ての名前を見つけ出すと、躊ちゆう躇ちよなく選択する。電話のように何度か呼び鈴が耳元で響く。

　五回ほど鳴り終えてもなかなか出ない。諦あきらめて切断しようとした瞬間、ブツッと繋つながる音が聞こえる。

「あ、ミヤト。今どこに──」

『アスティアか!?　悪いが後にしてくれないか！　ちょっと面めん倒どうな──あああ！　待った！　待った！　ソレはヤバイって！　ガラド──うおおおおおおおおおおお!!』

「み、ミヤト？　ミヤト！」

　向こう側から何やらドンドンガラガラと大きな音がし、あとは宮兎が叫ぶ音声しか聞こえない。ブツッと再び音が聞こえると、【コール】は切られてしまったようだ。

「……ガラドンドさんに追いかけられているのですか？」

「…………そうですわね」

「いったい何が………？」

「ええっと…………」

　先ほどの宮兎がティナの頰に付いていた焼き鳥のタレを口に含むシーンを思い出した。

　なんだかドキドキして、頰がまた熱くなる。

　残念ながらアスティアは鈍どん感かんなほうではなく、むしろこういうことには敏感なほうだ。

　すぐさま宮兎とティナに何かハプニングがあったのだと察し、表情を変えずに質問を始めた。

「ティナさん、考え事ですか？」

「ふえッ!?　ち、違いますわ！　何も想像なんてしては──」

「想像、ですか？」

「あ、いや、これは、そのー」

「…………ふふ」

　前々から気づいていたことだが、彼女の反応は間違いなく宮兎へ特別な感情を抱いている。それがなんだか微笑ほほえましくなり、口元を軽く押さえてクスリと笑った。

「あ、アスティア……笑わないでください」

「ごめんなさい。ティナさんも、可か愛わいらしいなって」

「可愛いって……………」

「さて、そろそろ帰りましょうか。長居しても、クロ達の迷惑ですし」

　アスティアは自分の気持ちをティナへ言うことができない。自分も同じ人が好きだと。

　ズルイと分かっていても、今はこの関係にちょっと甘えていたいのだ。

　アスティアは立ち上がりながら、窓の外を見る。

　きっと今頃、この街の中を走り回っている彼が幸せになるように──もし、選ばれたのが自分でもなく、ティナでもなく、全く別の誰かだったとしても後悔はしたくない。

　そう思える──毎日を過ごそうと決めた。

　外を見つめるアスティアを見て、ティナもゆっくりと立ち上がる。

　顔から熱はいつの間にか引いて、シスターの姿をぼーっと見つめた。

「……アスティア」

「はい。どうかしましたか？」

「前々から気になっていたのですが、貴女と…………その、ミヤトはどこでどうやって出会ったのですか？」

「………………」

「ミヤトはヤマトよりも遠い国から来たと仰おつしやっていますが、本当なのでしょうか？」

「………………何故、そう思ったのですか？」

　アスティアは窓の外を見つつ、このように返答した。

「思い出したのです。今のアスティアを見て。わたくしが初めてミヤトと出会った日、彼は時々ぼーっと遠くを見ていました。それは──わたくし達では見ることができない、遠い遠い──どこかを見ているようで」

「私達の知らない──どこか…………」

　アスティアの中では、その答えは出ている。

　宮兎は見ていたのではなく、思い出していたのだ。

　もう、帰ることのできない自分の故郷を。もう、出会うことのできない自分の家族を。もう、見ることはできない──世界を。

「彼は──遠くを見るとき、いつも悲しそうですわ。それはもしかして──」

「ティナさん」

　アスティアは、ティナの言葉を遮さえぎった。

　振り向き、ティナの顔を見ると──言葉を続ける。

「ティナさん、ミヤトの過去は私も詳しくは知りません。知りたくないかと聞かれれば、噓になります。ですが、彼が話したくないのなら、待ちましょう。私達に話してくれるその日まで──ミヤトの、全てを」

「…………そうですわね」

（…………ごめんなさい、ティナさん）

　アスティアは、聞いている。宮兎の過去を、あるいはこの世界とは別の世界から来たということを。

　もちろん、全ては知らない。向こうの世界でどのような生活をしていたのか。どうやってこの世界にやってきたのか。そもそも本当に異世界人なのか。

　だから──彼女も待つことを決めている。

「ミヤトは父が連れてきたので、私も詳しいことは知りません」

「アスティアのお父様が？」

「はい。あの日、雨の中父に肩を借りて、死者のような目で彼はやってきました。かなり衰弱し、母の回復スキルがなければ、きっと今頃…………」

「……何があったのかも、聞いていませんの？」

「聞きましたが、当時のミヤトはかなり混乱していました。質問をしても、頭を抱えて叫んだり、泣き出したり……見ているほうが辛つらかったです」

「今のミヤトを見ていると考えられませんわ……」

「……私は信じています。彼が本当に何があったのか、話してくれるその日まで」

　ティナは頷うなずくことも、はたまた首を横に振ることもできず、ただただじっとその場に立っていた。

　それから一分も経たないうちに、二人はそれぞれウサギ屋を後にした。

　帰り際にもう一度、宮兎へ【コール】をかけてみたが、今度は出ることもなかった。

　まだ追いかけっこをしているのであろうと結論付け、明日改めて彼の帰りを待つことにする。

　しかし、この日ばかりか、祭りの二日目にも顔を合わせることはなかった。

　彼ら彼女らが顔を合わせたのは祭りの最終日。

　その日スタイダストの街は闇やみで覆われた。





　　　　　３






「はあ……はあ……死ぬ……死にそうなほど……走ったのは……はあ……久々だ……」

　ガラドンドの追跡を振り切り、宮兎はスタイダストの南区入り口の付近まで来ていた。

　南区は無法者の溜り場で、常に騎士団が門を見張っている。

　宮兎も南区に足を踏ふみ入いれたことはない。南区は所いわ謂ゆる『隔かく離り地区』の役割を果たしており、罪を犯した者はこの区へ送られる。

　性た質ちの悪い人間が数えきれないほどあの場所にはいるのだ。

　そもそも南区へ送られた囚人達はどのように生活しているのか。

　ほんの少しだけ興味が宮兎の中に湧わいた。

「考えてみれば、ここの連中って不思議だよな……。今日だって祭りなのに、こっちには全く人がいねえ」

　外がい壁へきに囲まれた南区。唯一の出入り口である門の前には四人の男達が談笑しながら立っている。彼らが騎士団だろう。

　それ以外に人の影は全くなく、固く閉ざされた鉄の門は静かにそびえ立つ。

　不ぶ気き味みな雰囲気を漂ただよわせており、時折門の向こう側から男の悲鳴が聞こえる。

「こええ……やっぱ近づくのはやめよ」

「ふふ、触らぬ神に祟たたりなしってね」

「うわひょいぃぃぃぃッ!?」

　突如として、宮兎は後ろから誰かに抱きしめられた。同時に耳元で囁ささやかれ、出したこともないような声が咄嗟に出てしまった。

　飛び上がった宮兎は抱きついている人物を振りほどこうと体を回転させるが、離れる気配はどこにもない。むしろ、首に回された腕に力が入り、首が締まりそうである。

「はあい、愛いとしい愛しいミヤト」

「レジニーっ!?　お前、姿が見えないと思ったら……」

「あら、なんだか出会いたくなかったみたいな言い方ね。せっかく、ガラドンドを欺あざむいてあげたのに」

　宮兎から離れ、ストンと着地をする。手に持っていた日ひ傘がさを開くと、彼女の周りだけ影が生まれた。

「ガラドンドを？　どういうことだ？」

「貴方が追われていたから、ダミーを作ってそっちを追いかけさせたわ。今頃、泥人形だと気が付いて発狂でもしているかしらね」

「………………怖こええ」

「心配しないで、ミヤト。貴方を殺すのは私だし、死体がグチャグチャになったら人形にできないじゃない」

「そっちも怖いわ！　ああもう、なんでお前は毎回毎回グロテスクな表現をするんですかねえ!?」

　頭を抱える宮兎を見て、レジニーは満足そうだ。

　すると、テクテクと宮兎へ近づき、袖そでを引っ張る。

「そうだわ、ミヤト。今から南へ用事があるの。一緒に来て」

「はあ？　物ぶつ騒そうなことを言うなよ。無法地帯の南区へ行けって、流石にお前の頼みでも断る」

「さっきの借りはいつ返してくれるのかしら？」

「またいつか！　今度！　そのうち！　言えることは今じゃないってことだ！」

「冷たい人。きっと死体になった時はもっと冷たくなるのでしょうね」

「いや、だからさ──」

　すっと、レジニーの人差し指が宮兎の唇くちびるへ当てられる。

「ここからは真面目な話。貴方が先日手に入れた『黄金の欠片』、アレに関係しているとしたら？」

「っ！　レジニー、その情報はどこで！」

　レジニーへ、黄金の欠片を手に入れたことはまだ報告していない。

　知っているのはアスティア、セルフィ、キキョウ、あとは渡した張本人達だけだろう。

　宮兎がぎょっとしていると、レジニーは当てていた人差し指を自分の唇へ移動させてウィンクをする。

「貴方のことは常に見ているもの」

「ストーカーじゃねえか…………」

「愛なのよ、これは」

　どうだか──と皮肉っぽく返すも、あまり効果は期待されない。

　今度は門──南区への入り口を指さし、レジニーは続ける。

「あの中に回収しなくちゃいけないものがあるの」

「回収？　なら、それこそ騎士団の奴やつらに任せれば」

「いいえ、私が王都から受けたクエストなのよ。騎士団なんてあてにならないわ」

「一応、全員レベル３００近くはある集団なんだけど……」

「それが足手まといなら、分かるでしょ？　この依頼は──私達じゃないと無理なの」

　レジニーは傘を一回転クルリと回し、冷たい声で言い放った。




　レジニーに連れられ、宮兎は門を潜くぐる。騎士団には事前に入ることを申しん請せいしていたらしく、顔パスで通らせてもらった。

　初めて訪れる南区に、宮兎はキョロキョロと周りを見る。逆にレジニーは見慣れているのか、スタスタと歩き始めた。

「……ちょっと静かすぎじゃねえか？」

「ここはいつもこんな雰囲気よ」

「何度か来たことあるのか？」

「ええ、仕事でね。それよりあまりキョロキョロしないほうがいいわよ。ここの連中は、普段身を隠して生活をしているの。隙すきを見せれば襲ってくるわ」

「そりゃあ、犯罪者ばかりだからそうかもしれないけど……」

「南区はスタイダストとは別の街と考えたほうがいいわね。異常なのよ、ここは」

　確かに、同じ街とは思えないほど南区は荒すさんでいた。建物はどこもかしこも半壊したような状態で、人が住んでいるとは考えられない。人の姿も見えなければ、動物の姿も見えない。宮兎が聞いていた情報によると、この小さな区に百五十人ほど収容されているらしいのだが、その気配はどこにも感じられない。

「ちょっと不気味だな……。向こうじゃお祭りだっていうのに」

「…………そうね、お祭りだからこそ静かなのかもしれないわ」

「どういうことだ？」

　質問を返す前に、レジニーが方向を変え、路ろ地じ裏うらへ歩き出す。

　慌てて後ろをついて行くうち、未いまだに説明されない目標についても気になり出した。

「なあ、レジニー。王都からの依頼だって言ったよな？　そんなに重要なものがここにあるのか？　悪いがこれも何かの冗じよう談だんなら帰らせてもらうぞ？」

「あら、まだ説明していなかったかしら？」

「してない」

　路地裏の途中で足を止める。ようやく面と向かって話ができそうだ。

「実は先日、あるものが王都から盗まれたの」

「盗むって……」

「犯人は分かっている。実はもう、王都で処刑もされたわ」

「処刑って…………よっぽど重要な物を盗み出したらしいな」

「ええ、もちろん。なんたって王都で封印されている『黄金の欠片』の一つを盗んだんですもの。死んでも仕方ないわ」

「…………黄金の欠片だって？　もしかして双子から渡されたヤツじゃないだろうな？」

「それとはまた別物よ。心配しないで」

「よかった……罪を擦なすりつけられたかと」

「義理堅いアルムント家に限ってそんなことはしないわよ。……ただ、問題は黄金の欠片が本当に架か空くうではなく、実在する【災厄】だと認めなければならないってこと。もし、欠片が全て集まり、混こん沌とんの神が復活でもすれば世界は破滅するわよ」

（まあ、それは魔王復活みたいで異世界らしいといえば、らしいけど）

　こちらの世界に来て、街の危機は何度か救った経験はあるが、世界規模は今のところ体験していない。しかも、街を救ったといってもワールドモンスターを百人ほどで殴なぐり殺ころした程度の話だ。英雄と呼ばれることはまだまだ未経験だ。

「それで？　盗み出した奴は死んで、黄金の欠片はどこに行ったんだ？」

「察しが悪いわね。つまりは、ここ──スタイダスト南区で目撃情報があったのよ」

「目撃情報？」

　なんともおかしな表現だと感じた。宮兎は実際に見て、触って、保管をしている。黄金の欠片は動いたり、歩いたりはしない。なら何故目撃情報と言ったのか。見つけたのなら、騎士団が手元に持っておけば良い。

「もう一つ教えておくことがあるわ。こっちのほうが重要」

　レジニーは日傘を折りたたみ、王冠の中へ収納する。

「実は処刑されたはずの犯人が、ここで目撃されたの」

「はあ？　死者が？　てことはお前と同じ亡霊魔術師ネクロマンサーが主犯ってことになるのか？」

「いいえ、違うわ。もっと性た質ちの悪いことよ」

　レジニーはゆっくりと右腕を上げて、宮兎を指さす。いや、宮兎ではなくその後ろだろう。理解した彼は指が示す方向へ顔を向け──顔色を変えた。

「──処刑後、犯人の体は醜みにくく変化し、まるで魔物のような姿に変わったわ。そうね、オーガやオーク、ゴブリンからもほど遠い、それはそれは醜い化け物に。何故かって？　黄金の欠片を隠すために飲み込み、それを取り出すために処刑されたのだもの。黄金の欠片に体を乗っ取られ──人ではなく、人であることをやめ、歩く死者として復活し、そして王都から逃げ出したの」

「……………確かに、こりゃあ重要なクエストだな。騎士団には任せられない」

「ええ、そういうこと」

　二人の視界には、巨大な影があった。およそ二メートルの影は辛かろうじて人の形をしている。人の服を身に着けているが、大きさが合っておらずボロボロだ。不気味な薄緑の肌は血液が流れていないことを暗示させる。

　特に目を引くのが肥大化した右腕だろう。体と同じぐらいの太さの腕と大きな手。そして肩には輝く黄金の歯車──。

「黄金の欠片の目撃情報ってのは、コイツの目撃情報だったってことか」

「ええ。逃げ足が速くてね。しばらくこの化け物を追跡していたんだけど、南区に逃げ込まれて見失っていたの。でも、向こうから来てくれたわね」

　化け物は──じっとこちらを見ていた。

　彼と目が合った宮兎はレジニーではなく、自分を見ていることに気がつく。

「……アイツ、俺を見ていないか？」

「確かに宮兎を見ているわね？　何か彼の好物でも口にした？」

「え？　どういうこと？」

「一応だけど、あれは仮で【デリシャス・ゾンビ】ってことになっているわ。ステラ・スコープでステータスを見ても、ノイズが邪じや魔まで見られない。見た目が似ているからデリシャス・ゾンビなのだけど、聞いたことない？　墓地周辺に現れるユニークモンスター」

「聞いたことはあるが、初対面だな」

「なら習性も知らないわね。いいわ、デリシャス・ゾンビは生前に大好物だったものを覚えているの。臭においなどを追って、それを食べていた人間を襲うわ」

「…………ちなみに彼が好きだった物とか知っているのか？」

「ええ、確か唐から揚あげと焼き鳥だったかしら？　ヤマトの国で食べた味が忘れられないって処刑前日に話していたもの」

「……………」

　身に覚えがある。たった一口──ティナの頰に付いていた焼き鳥のタレを口に含んだことを。あんな微量なタレだけで認識されるとは考えていなかった。そもそも、こんな化け物が街中にいることさえ知らなかった。

「ヤキトリノタレ、ナメマシタ」

「原因はソレね。いいわ。あのデリシャス・ゾンビ、戦闘能力は低いけど、足だけは私でも追い付けないほど速いの。宮兎が囮おとりになって。私が殺すわ」

「おいおい！　何勝手に決めて──」

「来るわよ！」












　瞬間──デリシャス・ゾンビは跳とんだ。

　脱だつ兎との如く、文字通り飛び跳ねたのだ。空中に浮かぶゾンビは地上に巨大な影を創り出して、落ちる。地響きと共に着地──というより不時着と表現したい。それほど美しいものではなく、まるで人形がビルから落とされたような、そのような光景だった。

　両手をついてゆっくり体を起こすデリシャス・ゾンビは、下した敷じきにしていたと思っていた二つの死体がないことに気づく。いや──臭いですぐに判断した。

「予想以上に速い……」

「だから私が手こずっていると言っているでしょう？　レベルは高くないと思う。でも俊敏値だけはカンストレベル、貴方と同等ね」

「性質が悪いな。仕方ない、お前の案に乗ってやる。ただしあとでこの間盗んだ俺の靴くつ下した返せよ！」

「あら、なんのことかしらね」

「とぼけるな！　証しよう拠こはきっちり用意して──」

「気づかれたわ」

「聞け！」

　二人はいつの間にかデリシャス・ゾンビの頭上──高い建物の屋上へと移動していた。上から覗き込むような形でゾンビを見つめる。向こうも宮兎の口から微かすかに漂う臭いにつられ、視線を上に移した。

『ＧＵＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ!!』

　咆ほう哮こう──耳を塞ふさぎたくなる声でゾンビが吠ほえた。宮兎は咄嗟に耳を両手で塞ぎ、顔を苦痛に歪める。一方のレジニーは平然とした雰囲気でゾンビを睨にらんだ。

「さて、あまり時間は使いたくないの。三分……いえ、一分でアイツを無力化して」

「んな無茶な……」

「殺さなくていいわ。それは私がする。一瞬でいいから動きを止めて。どうせミヤトの今の装備じゃ奴の心しん臓ぞうを止めることはできないだろうし」

「………丸腰なんですが、それは？」

「なんのための錬金術スキルよ。ほら、さっさと行ってちょうだい」

「ちょッ!?」

　身を乗り出してゾンビの様子を窺うかがっていた宮兎のお尻しりを蹴けり飛とばす。彼は勢いそのまま、落下していく。突き落とされた宮兎は歯を食いしばり、急速に近づく地面に右腕を突き出した。

　彼の手にはいつの間にか鉱石が握られていた。本人も身に覚えのない石に違い和わ感かんを抱いたが、どうせレジニーが何かしらのスキルを使って握らせたのだろうと結論付ける。その昔、似たようなことがあったからだ。

「あんにゃろうッ……。っちぃ！」

　舌打ちをして、突き出した右腕に魔力を溜める。魔法陣が空中に浮かび上がり、彼の腕を潜るようにして光り出す。

「【ザ・クリエイティブ】ッ！」

　ドゴンッと大きな音と砂煙を上げて宮兎は地面に叩たたきつけられた。先ほどゾンビが不時着した時とは比べ物にならないほどだ。

　ゾンビは約五メートル先に落ちた宮兎を目を凝こらして探す。視界も臭いも巻き上がった砂煙によって掻き消された。

　実際にはおおよそ五秒ほどだが、なかなか宮兎の姿が現れない。たった数秒でも長いこと待たされているような気分になることはないだろうか？

　デリシャス・ゾンビも生前は人間。わずかに残っている感情のような何かが苛いら立だちを与える。

　もしかして死んだのでは？　と思わせるほど彼の姿は見えない──が。

　刹せつ那な、砂煙がまるでトンネルのような空洞を創り出す。穴を通過してくるのは──と、デリシャス・ゾンビが目視する前に自らの体が吹っ飛び、建物をいくつか突き破った。

　体を何度も何度も地面に叩きつけ、ようやく止まったかと思うと、体中の骨という骨が砕け、原形を留とどめておらず立つこともできない。

　そんなゾンビにゆっくりと宮兎が近づく。

　突き抜けた建物の穴から近づいていく彼の、その右腕を覆いつくす純白のガントレットが太陽の光を反射した。

「たく……レジニーの奴、珍しい鉱石をくれたもんだな」

　宮兎が与えられた鉱石とは【白しろ雲うん母も】である。理科の授業で名を聞いたことがある人もいるだろう。

　この鉱石を使い、作られた防具は──【セキランウ】と呼ばれるガントレットだ。これを装備した右腕は通常の約三倍近くの攻撃を瞬間的に叩き込むことができる。ただ、装備可能レベルが４５０となっているので扱う冒険者は少ない。

　宮兎本人も作ったのはこれで二回目だ。

「まあ、これで動きも封じ込めたし、いっそ俺がトドメをさすか。黄金の欠片を引っこ抜い──てぇぇぇえええ!?」

　一瞬だけよそ見をした。「トドメをさすか」どうかと言っている時だ。

　ちらっとレジニーがやって来ないことを不思議に思い後ろを見たのだ。だが、すぐさま顔をゾンビに向け、お目当ての黄金の欠片──右肩にめり込んでいる物を見た……はずだった。

　欠片はどこにもなく、ぐったりと壁かべにもたれ掛かるゾンビの周りにも落ちていない。

「あっれー……もしかして落としたか？　さっきの一撃で？　そんなに簡単に外れちゃう物なのか？　ああ、また面倒に──」

　だが、その予想は外れていたようだ。

　ゾンビの体がぐにゃぐにゃと変化を始める。まるで体の中で何かが暴れているような。ふと、昔見たエイリアンの映画を思い出す。気持ちが悪い。

「あら、様子がおかしいわね」

「レジニー！　おい、お前がトドメをさすんじゃなかったのか？」

「そのつもりだったのだけど、貴方が予想以上にコイツを粉砕したから別にいいかって」

「粉砕はしてないだろ……てか、なんだかまずい雰囲気だぞ」

　ゾンビの体はまるで水風船のように膨れ上がり、やがてゾンビの唸うなり声ごえもなくなった。

　元々大きかった体はさらに倍以上になり──破裂した。

「うおッ！」

「……………」

　血液がほとんどないのか血はあまり散乱せず、乾いた肉片が足元まで転がる。

　そして中から現れたのは──真っ赤に染まった歯車──黄金の欠片。

「っ！　おいおいおい！　マジでやばいんじゃないか!?」

「そのようね。仕方がない。破壊するわ」

「できねえから俺は悩んでいたんだよ！」

「無理でもやるのよ……！　私の予想だと──」

　真っ赤に染まった欠片は宙へ浮かび上がり、ふわふわと漂っている。

　まるで生き物──レイン・ゴーストを連想させるような、独特の雰囲気を醸し出す。

　横目で宮兎はレジニーの顔色を窺う。珍しく困こん惑わくしているのか、タラリと汗が頰を伝ったのが見えた。

　二人は慎しん重ちようになり、動くことができない。欠片はそのことを感じ取ったのかクルクルと回転を始める。

　それからは、異様な光景が広がった。

　欠片から蛾がの鱗りん粉ぷんのようにキラキラとした粉が巻き上がる。やがて空中に漂い、空間を支配してゆく。

　この時点ですぐさま何かしらの対応をしておけば最悪の事態は免れたのかもしれないと二人は後悔することになるのだ──。

　粉はあちらこちらに集まり、次々と形を作っていった。二人の記憶で近しいのは【闇の大神殿】の親玉【ベルフエル】だろう。闇の霧きりを自らの体としてかたどり、不死身の肉体を誇る魔物。

　ベルフエルと戦った時と似た状況が起こっている。

　しかも、一体や二体どころの話ではない。

「…………こりゃあ、何かの冗談だろ？」

「私も夢なら覚めてほしいものだわ。これは少し──異常ね」

　彼らの周りには視界に入るだけでも二十体の魔物が形成されていた。どれもこれも海の生き物に近しい形状の魔物だ。魚、タコやイカ、クラゲにウツボ、巨大な貝にサメ。やがてそれらは形をまた徐々に変え──人の形になってゆく。

「半魚人とか久々に見たな」

「余裕を見せている暇はないわ。この数、ちょっと厳しいわね。こうしている間にも、増えているもの」

　レジニーの指摘通り、鱗粉は続々と魔物へと変化していく。じっと見つめるが、動こうとはしない。

　さて、宮兎とレジニーのレベルが高く、歴戦の冒険者だとしても苦手なものぐらいはある。それが──海中種と呼ばれる、目の前にいる魔物達だ。

「……俺、ちょっとこういう奴ら気持ち悪くて苦手なんだけど」

「奇き遇ぐうね、私もよ。できれば触りたくもないし、視界にも入れたくないわ」

　お互いにその情報は昔から共有している。だから海中ダンジョンへは絶対に足を踏み入れなかった。

　既に──二人の足は後ろへと下がっていた。

「戦略的撤てつ退たい！」

「賛成ね」

　二人は体を真後ろへ向け、走り出す。魔物達もそれを合図に彼らを追いかけ始めた。

　この場に残されたのは見るも無残なゾンビの死体と、レンガの砕けた破片、次々と生まれ落ちる魔物。

　そして──不気味に浮かぶ真っ赤な欠片だけだ。





　　　　　４






　祭り二日目。

　アスティアは朝からウサギ屋へ足を運び、レイン・ゴースト達から宮兎が帰っていないことを知らされた。彼らには【コール】をする能力は備わっていない。アスティアはすぐさま【コール】を宮兎へ飛ばすが──繋がらない。宮兎が単に出ないというわけではなく、【コール】そのものが機能していないようで、他の人達への通話も不可能となっている。

　周りがこの異変に気づかないのは祭りが原因なのではと仮説を立てた。【コール】するような場面もなく、皆楽しんでいる。あるいは自分だけの現象とも考えられる。

　流石に不審に思い、宮兎を捜しつつ街中を歩きながら原因を探ることにした。

「ミヤト……どこへ行ったのでしょうか？　ああ、もう！　こんな時に【コール】の調子が悪いなんて！」

　普段からシスター服で歩き回っているので、スタイダストの住人達からは不思議には思われない。ただ、教会がない村や街から来た観光客達はアスティアを物珍しそうな視線で見つめる。

　アスティアは気づいているが、嫌な気持ちにはならない。

　慣れたと言ったほうが正しいのかもしれない。

　祭りは毎年行われる恒例行事だ。十数年間、同じようなことが毎年起きれば慣れと諦めが付く。話しかけられさえしなければ気にしないようにしているのだ。

　トテトテと歩くアスティアは、同じくシスター服に身を包んだ女性の後ろ姿を発見する。目立つ赤髪はすぐに誰なのか判断できた。

「セルフィ！　セルフィ！」

「うんー？　おおー、アスティアじゃない。あたしに何か用？」

　セルフィは祭りを楽しんでいるのか、両手いっぱいに出店で買った品物を抱えている。食べ物から景品まで、様々なものが豊満な胸に包まれ、すれ違う男性達の視線はどうしてもそこへ向いてしまうらしい。

　普段のアスティアなら、このような状況であれば、死んだ魚のような目でセルフィを見つめるだろう。だが、今はそんな余裕もないほど焦あせりを感じていた。

「セルフィ！　ミヤトを見ていませんか!?」

「ミヤトくん？　んー、見てないね。何かあったの？」

「それが、昨日のお昼頃から外出して帰ってきていないようなんです」

「ふむふむ…………そりゃまた突然」

　あまり大事と感じていないのか、手に持っていたフライドポテトを一本口の中に放ほうり込こみ、ムシャムシャと食べる。もう一本取り出して、アスティアへ差し出した。

「食べる？」

「もう！　セルフィ！　私は焦っているのですよ！　もうちょっと真剣に聞いてください！　むうううう！」

「だってミヤトくんだよ？　また何か事件に巻き込まれているんじゃない？」

「だから心配という話をしているのですよ！」

　うーうー言いながらセルフィに重要さが伝わらないことに頭を抱えるアスティアは、やはり他人から見てちょっと痛い子だ。残念ながらスタイダストの住人達も観光客達と同じような見方だった。

「心配しすぎよ。まあ一応ダーリンにも連絡して探してもらうわね」

「うう、お願いします…………ってセルフィは【コール】が使えるのですか？」

「へ？　ええと……あ、使えない。うーん、調子が悪いのかな？」

　別に【コール】は本人の調子に左右されるものではない。そもそもセルフィの調子が悪いようには見えない。首をかしげながらも、特に疑問には思っていないようで「会ったら伝えておく」とだけ言う。

「はあ、こんなに一いち途ずな子に心配かけて、相変わらずミヤトくんは──」

「ああ！　だから公衆の面前でそんなこと平気で口にしないでください！」

　真っ赤になりながらもセルフィの口を塞ごうとする。セルフィは笑いながら飄ひよう々ひようとかわし、ポテト片手に「あたしも見つけたら捕まえておくねー」と言って走り去っていった。

　盛大な溜息を吐いて、アスティアは再び歩き出した。

　祭りの二日目だというのに観光客の数が減っている様子はない。

　皆、スタイダストの宿屋に泊まっているらしいのだが、寝る場所が確保できなかった時は酒場で朝までを過ごしているという。

　三日間眠らない街となるので、あまり関係のないことなのかもしれないが。

　アスティアも祭りを楽しみたいのは山々だが、お目当てのパートナーが行方不明となれば不安になる。しかも、彼女は宮兎の秘密──異世界人ということを知っているのだ。

　もし──彼が元の世界に帰ってしまっていたら……。

（ミヤトに限って黙って帰るわけがありません。レイン・ゴースト達にも、みんなにも、私にだって別れの挨あい拶さつをしていないのにッ）

　考えれば考えるほど、不安は募つのっていく。

　その時、また別の見慣れた後ろ姿を発見した。しかも三人。

「デスカントさん！　サマエトさん！　ナノさん！」

　呼ばれた三人は振り向き、アスティアを確認する。普段の冒険者らしい装備とは違い、ラフな格好をそれぞれがしていた。

　これまた三人とも片手に綿あめを持ち、楽しんでいたようだ。

「おや、アスティアさんではありませんか」

　サマエトが息を切らして走ってくるアスティアに返事をする。三人は慌てた様子の彼女を見て、顔を見合わせ、首をかしげた。

「そんなに焦ってどうした？」

「だ、大丈夫ですか？　顔色が優れませんよ……？」

　デスカントとナノも答える。一方、アスティアは少し深呼吸をして息を整える。

　落ち着いたのか、三人にぐっと近寄った。

「ミヤトを！　ミヤトを見ていませんか！」

「師匠を？」

　三人はしばらく自分達の記憶を辿たどり、彼に出会ったかどうか、もしくはすれ違ったりしなかったか考える。が、これほどまでに人が溢れ、出店があるのだ。もし横を通り過ぎていたとしても気づかなかった可能性もある。

「すみません、僕は記憶にありません」

「俺もだ」

「私も………です」

「そう、ですか」

　アスティアが落ち込んでいる様子が三人とも見て分かった。何か大きな事件があったのではないかと、三人の中で疑問が生まれる。

「アスティアさん、師匠に何か起こったのですか？」

「私も詳しいことは分かっていません……。ただ、昨日出かけてから帰ってきていないようなのです」

「確かに妙だな。あの人、祭りの二日目にはイベントやるから来いって俺に言ったのに」

　デスカントは顎あごに手を当てて、不思議に思ったようだ。

　アスティアは聞いていなかった『イベント』について質問をする。

「イベント……ですか？」

「ああ、実は一昨日に偶然会ったんだよ。その時、二日目は新商品お披ひ露ろ目めイベントをするから、サマエトとナノも連れて来いって」

「僕と彼女は初耳ですけどね」

「後で言うつもりだったんだよ」

　デスカントはポリポリと頰を搔いた。

　するとナノが控えめに手を上げて、アスティアへ逆に質問をする。

「あ、あの……ミヤトさんがお出かけしたのは何時頃ですか？」

「ええっと、確かお昼過ぎ……とレイン・ゴースト達から伺うかがっています。私がウサギ屋へ足を運んだ時には既に出かけていたので」

「もしかしたら、昨日の地響き……が何か関係あるかも」

「地響き？」

　ナノの発言に声を出したのはサマエトだった。

「ええ。昨日、私が歩いていると小さな揺れを感じました。二回ほど揺れました」

　これに対して、サマエトは別の反応を示す。

「僕は地響きよりも大きな音が聞こえたんだ。南の方角からかな。それこそ二回、爆発音が聞こえたよ」

「すまねえが、俺はどっちも知らん」

　アスティアもナノとサマエトの証言のような出来事は知らなかった。

「南の方角から、ですか？」

「はい。僕がオリオン通りを歩いている途中でした。空気が震えるような音が聞こえました。どこかの誰かがスキルでも発動させたのかと思いました。お祭りなので、誰かが羽は目めを外したのかと」

「私はオリオン通りとベガ通りが交差する場所でした。音……はよく分かりませんでしたが、空気の揺れはなんとなくですが感じました。たぶん、私のパッシブスキル【危険察知Ｃ】のお蔭かげで感じ取れた……と思います」

　スキルの効果で分かるほどの小さな揺れ。そしてサマエトが聞いた爆発音。

　アスティアは直感で宮兎が関係しているのだと感じる。

「私、南の方へ行ってみます！」

「え？　一人で大丈夫ですか？」

「大丈夫です。三人も、ミヤトを見かけたら連絡ください！」

　三人が引き止める前に人込みの中へアスティアは消えた。

「アスティアさん、大丈夫……かな？」

　ナノが少しだけ心配そうに呟いた。アスティアの焦りは三人にも伝わっており、何より南の方角──南区へ近づくというのが不安要素だ。

　冒険者でさえ、用事がなければ南区の方向へ足は運ばない。

　それほどまでに危険を感じる場所でもある。

　アスティア本人からしてみれば、そんなことを気にする暇もなく、小さな情報でもすぐに欲しい。リスクを考えていられないほどだった。




　しばらくして、アスティアは南区の近くまでやってきた。

　しかし、いつもと雰囲気が違っていた。基本的に南区唯一の出入り口になる巨大な鉄の門の周りを騎士団以外の人間がうろつくことはほとんどない。

　周りの建物だって、普通の民家に見えるが、実際は南区を監視する騎士団の寮りようとなっている。冒険者や一般人には無縁の場所となっている。

　だが今はどうだろうか。アスティアが門の近くまで辿り着いた時、多くの人間が門の前で屯たむろっていた。騎士団がぐるりと門を囲い、近づくことができないようにバリケードの役目をしているようにも見える。普段このような光景は見たことがない。

「これはいったい…………」

　見慣れない光景にあたふたしていると、後ろから肩を叩かれる。

　振り向くと、昨日と同様防具に身を包み、少しだけ目つきが鋭くなったティナがいた。

「アスティア、ここは危ないですわ」

「ティナさん！　これはいったいなんの騒ぎなのですか？」

「実は、昨晩から南区に魔物が出現したようなの」

「魔物ッ!?　え？　ですが、私や他のシスターは異変には……」

　魔力に敏感なシスター達は、邪悪な魔力に反応する。【デーモンズ・オーガ】出現の時もそれを予期したようにシスター達は体調不良を訴えた。

　しかし、今回はそういったことはなく、何も感じなかった。

「それも謎なぞですわね。……実は騎士団が南区へ討伐部隊を数人送り込んだのですが意外と手こずっているようなのです。お兄様とお姉様があの後スタイダストへ寄ってくだされば状況は違ったでしょうに。それに精華のレジニーとも連絡が取れませんの」

　双子はもちろんなのだが、決闘の後自分達の仕事へ戻るためスタイダストへの滞在はしていない。レジニーと連絡が取れないのは【コール】の調子が悪いかららしい。

　ガラドンドの命により、祭りの間騎士団の指し揮き官かんを任されているティナにとっては悩ましいことだろう。

「騎士団が苦戦するとなると……レベルは３００以上？」

「いや……ステラ・スコープでレベルを確認したのですが……」

　ティナの表情が暗くなる。言っていいのか、よくないのか迷っているようだ。

　それでも一度開きかけた口をもう一度開けて、真実を伝える。

「ステータスはすべて不明。名前も、レベルも、特性も………」

「そんな！　それはありえません！　魔物である限り、ステラ・スコープで確認できないことなど──」

「確認できるのが魔物であるならば……アスティア、彼らは魔物ではありませんの」

　ティナの一言に言葉が止まる。「ついて来て」と手を引かれ、門から少し離れたところに設置されたテントへ入った。

　騎士団が設置したテントだ。事件などが起こった際、騎士団が立ち上げる対策本部だ。

　ティナとアスティアはテントへ入る時、見張りをしていた一人の騎士団員に敬礼をされる。どうやらティナの顔パスで入れてもらえたらしい。

　テントの中は広く、大人が十人入っても平気なほどだ。そんな場所の真ん中に机が設置され、上には魔物と思おぼしき物体が転がっていた。

「これは？」

「南区にいた魔物らしき一体ですわ」

「え？　複数いるということですか？」

「その通りですわ。魔物は未だに湧き続け、中で騎士団が駆く除じよを続けていますわ」

「元々南区にいた人々は？」

「既にどこかへ隠れたのか、一人も影を見てないようです。噂では南区には地下があり、領主様もそれを黙認しているとか……。噂だと思っていましたが、多分そこへ逃げたのでしょう。腐くさっても元は冒険者達。自分の身は自分達で守れるはずですわ」

　そんなことより──ティナは机の上でぐったりとしている魔物へ近づいて、難しい顔で見下ろした。アスティアも近づき、すぐさま異変に気が付いた。

「これって…………」

「流石シスターですわね。気づきましたわね？」

　魔物──人の形をしており、頭がタコのようになった魔物だった。右腕はカニのようなハサミ、左腕には大量のフジツボがくっ付いている。ぼろ雑ぞう巾きんのような布切れを身にまとい、海中種特有の磯いその香が漂う。

「魔力が……感じられない？」

「そう。先ほど調べたら、この魔物はわたくし達が殺す前から死んでいた──と検査結果が出ていますわ」

「殺す……前から？」

「つまり、動いている魔物達は既に死んでいて、何者かが操っている……これがわたくし達の見解ですわ」

「ですが、死体を操るなんて……亡霊魔術師ネクロマンサーでしょうか？」

「死霊スキルとは違うみたいですわ。この死体、内側も表面も綺き麗れい……。まるで死んですぐに時間が止まったように……」

「ミイラ系統でしょうか……？　いや、ミイラ系の魔物は皆干ひ乾からびています。海中種の体は九十パーセント水分だと聞いたことがあります。ミイラとは別……しかも、これほどまで状態が良いとなると……」

　まず、亡霊魔術師ネクロマンサーの蘇そ生せいスキルは『魂たましいが入っていない』こと、『心臓が残っている』ことが重要となる。魂がないということは死体であるということだ。次に心臓だが、蘇生スキルで魂を呼び戻す際に心臓を生いけ贄にえに捧ささげる。それが必ひつ須す条件であり、亡霊魔術師ネクロマンサーが蘇生したゾンビや使い魔は心臓がないことが特徴となる。

「解かい剖ぼうして心臓は存在していることも確認済み。では、どうやって死体を動かす？　わたくし達が考えもしない大きな脅きよう威いが街に潜ひそんでいる？」

「ありえない……話ではありません」

　アスティアが不安な表情を見せると、ティナはおもむろにアイテム欄らんから【魔ま力りよく光こう】を取り出す。

「これも見てほしいですわ。この魔物の体に光を近づけると……」

【魔力光】で魔物の体を照らした。すると──徐々にだが光が当てられた部分が蒸発し、溶けているようにも見える。

「魔力を帯びた光が当たると、体が水に戻るようですわ。実際、【魔力光】を見せると怖がって逃げますの」

「太陽の光ではダメなんですね？」

「ええ、魔力が重要みたいですわ。だからと言って、致命傷になるほどのことではないの。だから、悩んでいるのですわ」

　有効な攻撃方法は分かっているがそれが致命的ではない。

　ティナは歯を食いしばり、対策に悩む。

　と、アスティアは本来の目的をはっと思い出し、ティナへ質問をした。

「ティナさん、ミヤトを見ていませんか？」

「ミヤト？　昨日、お父様が泥人形に化けてどうのこうのとは言っていましたが……」

「実は結局、ミヤトは帰ってきていないみたいなんです」

「っ!?　本当なの!?」

　ティナの動どう揺ようは明らかに大おお袈げ裟さだった。いや、これほど驚おどろくのには何か理由があるのだろう。アスティアはティナの目を見て、質問をする。

「何か、別に心当たりがあるのですね？」

「…………」

　ティナはまた答えを渋った。

　だが、それからすぐにアスティアと目を合わせ、深呼吸を一回だけする。

「わたくしが見たわけではありません。騎士団員の一人が見たかもしれないと言っていただけですわ。確かな情報じゃありませんの」

「……………ミヤトは──」

　ティナの口ぶりでおおよその把握はできた。

「ええ、ミヤトと思われる人物の目撃情報がありましたわ。白いカッターシャツにスラックス……。騎士団は一般人が迷い込んだと思い、接触を試みたと言っていましたが、魔物共に道を阻まれ失敗。奥の方へと消えて行ったと聞いております。ただ──ミヤトらしき人物だったと……」

「…………ありがとうございます。ミヤトはまた、面倒ごとに足を突っ込んだようですね」

「ええ、また………ですわ」

　どうしてこうもミヤト・アカマツという人物はトラブルに巻き込まれるのかと、アスティアは頭が痛くなった。だが、異世界に帰ったわけではないと確信すると、すーっと胸が軽くなる。

「では、さっさと魔物もどきを殲せん滅めつしてミヤトを救助しましょう」

「そうしたいのは山々なの。でも、魔物が多すぎてこちらも手出しができない。観光客もいるからあまり大事にはできないのですわ」

「なら他の冒険者に──」

「レベル３００以上の冒険者を十人は送り込んでいますわ。それでも──数が多すぎてこちらが消しよう耗もうするだけ。幸さいわい、光に弱いようなのでライトを当てれば逃げていきます。チャンスを見計らって動きましょう」

　祭りが行われている明日までは大きな事件にしたくない領主の要望で、南区での魔物殲滅は小規模で行われているようだ。

　ただ、数が多いだけに長期戦になっている。

　アスティアは静かに頷くとティナへお願いをする。

「私も、ここで待たせてください」

「危ないから、アスティアは祭りへ戻りなさい。大丈夫、ミヤトもわたくし達が救い出してみせる。魔物も一匹残らず倒してみせますわ」

　それでもアスティアは後へは引かなかった。宮兎に対して、この街に対して、何かできることがあるのではないかと……考えた結果、態度と行動で示す。

「私も殲滅作戦に参加します。これでも光系統のスキルはいくつか習得しているので、絶対に力になれます！」

「ですがしかし──いや、何を言っても無駄そうですわね」

　アスティアの目を見て、分かった。彼女はシスターであり、冒険者に憧あこがれる少女だ。

　今、この場で最も戦いに向いているのはアスティアなのかもしれないと、ティナは思った。

「分かりました。アスティア、作戦加入を認めます」

「ッ！　ありがとうございます！」

　深々とお辞じ儀ぎをして、とても嬉しそうである。

「ですが、危ないと思ったら下がってもらいます。あとわたくしの命令には絶対に従ってもらいます。貴女に何かあったらミヤトに顔向けできませんからね」

「はい！」

「では、一度帰って荷物を持ってきなさい。今日はわたくしと一緒に別のテントで寝泊まりをしますわ。何があってもすぐに行動できるように、現場の近くでないと」

「着替えですね。分かりました」

　こうして、二日目。アスティアは祭りを楽しむのではなく、魔物退治に参加することになったが、ミヤトを発見することはできず、夜を迎えた。

　仕方なくティナと一緒のテントで寝ることになったが──朝、状況が一変するなどこの時は思いもしなかった。
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「はあ……はあ……死ぬかと思った」

　数時間前に似たようなことを言った宮兎は、薄暗い場所で汗だくになりながら息を整えていた。

　辺りは松たい明まつで照らされ、光がユラユラと揺れる。床に座って今にも死にそうな顔をするレベルカンスト者は、目の前に立つレジニーを見上げる。

「お前、なんでそんなに元気なんだよ…………」

「あら、私はスキルで浮かべるのよ？　ミヤトのように一日中走っているようなバカなことはしないわ」

「ああ、そうですか……」

　レジニーの発言通り、彼らはあれから朝になるまで逃げ続けた。夜になると、魔物達がより活発になり、逃げ回るので精いっぱいとなったのだ。

　宮兎は汗を拭いながら──周りを見渡す。

　壁や天てん井じようは土になっており、仕事机や椅子が置かれ、入り口のドアは木でできているようだ。唯一の明かりはそのドアの横に設置された松明のみだ。

　ここがどこなのか──というのは、宮兎はあまり考えていなかった。

「おう、二人とも調子はどうだ？」

　ドアが開き、一人の男が入ってくる。ガラドンドにも負けないほどの巨漢だ。頭に鉢はち巻まきをしていた。年齢は三十代から四十代に見える。

「ああ、さっきは助かったよ。ええっと……」

「名前なんぞどうでもいい。なあ、お前は表の人間だろ？」

「表？」

「ミヤト、彼が言っている『表』はスタイダストのことよ」

「はあ？　じゃあ表があるなら『裏』があるのか？」

　宮兎の質問に答えたのは男のほうだった。

「あははは。お前さん世間知らずだな。なんだ？　観光客か？」

「い、いや。スタイダストには三年以上住んでいるけど……」

「ああん？　三年も住んでいて知らねえのか？　表はスタイダスト、裏は南区のことを言うんだよ」

「はあ……あ、うん。なるほど」

「ごめんなさいね。彼、頭が少し弱いの」

「弱かねえよ！　いや、あれだよ？　別に意味は分かったよ」

「まあ、分かったなら別にいいさ。俺は裏の人間だ。元は冒険者だったんだが、食い逃げで捕まること三十四回。二年前から南区送りさ」

「しょうもねえな……」

「まあ大半はそんな奴らばっかりだよ。本当にやばい奴らはここから王都の地下へ送られる。表の奴らが思っているほど裏は危なくねえよ」

「本当か？　そう言って油ゆ断だんしたところを襲うつもりじゃないだろうな？」

　宮兎はじーっと男を見つめ、疑いをかける。それでもなお、男は笑い始めた。

「確かに疑われても仕方ねえな。まあ、逃げ回っているお前さんたちを助けたんだから、少しは信用してほしいな」

　言われて思い出す。朝方、日が昇り始めた頃。そろそろ逃げるのも限界だった（ミヤトのみ）二人がとある民家に逃げ込んだところ、この男が現れ地下へと案内されたのだ。

　そう、二人がいるのは南区の地下。

　魔物達もこの場所まではやって来ないのか、静かな空気が流れていた。

「他の奴らは？　静かすぎやしないか？」

「ああ、建立祭の日は秘密の抜け穴を使って表へ出られる。夜遅くまで遊び疲れて、寝てるんだろ」

「…………さらっと言ったな」

「実は国王黙認らしい。俺も詳しいことは知らないが、ルールさえ破らなければこの祭りの日だけは脱走してもお咎とがめなしってよ」

「大丈夫か？　この街というか、国は…………」

「へーきへーき。俺達だって問題を起こしたら即、王都送りって言われている。あんな地じ獄ごくへは行きたかねえよ」

　王都の地下にある監かん獄ごくでは死刑囚や重罪を犯した罪人達が日々拷ごう問もんを受けている──噂を誰もが耳にしている。実際に、監獄送りになって帰ってきたときには死体だったなんて話は良くあることだ。

「ところでお前さん達、上で暴れている魔物達はなんだ？　どこからともなくやって来た──溢れてきた感じだったが」

「…………そう、だな。俺達も良く分からないが……確かにあれは、溢れ出してきた」

　男は首をかしげる。宮兎はどのように説明すればいいのか迷った。

　正直に「黄金の欠片から現れた」なんて説明しても、信用されるかどうか。仮に信じたとしても混乱を招く要因にしかならない。

　宮兎は小さく「くそっ」と苛立ちを見せた。魔物が増え続けている原因は黄金の欠片だが、それを未然に防げなかった責任を感じている。死体を化け物に変えたり、魔物を生み出したりと、やはり黄金の欠片は異常なものだ。

　このまま何もせず、他人任せで見過ごして良い物ではない。

「知らないならいいや。ひとまずは一日ここで寝ていろ。どうやら騎士団と冒険者達が南区へ入って魔物退治を始めたらしい」

「仕事が早いな」

「なんでもアルムント家の三女が指揮を執っているとかなんとかで。まあ、あれだけの数がいるんだ。一日で制圧は不可能。今日はゆっくり休んで明日にでも加勢に行くんだな」

「いや……ありがとう。でも、行かなきゃ──」

　宮兎が立ち上がろうとすると、レジニーが右手を突き出して彼を止めた。浮いた腰が再び床に付き、戸と惑まどいの声が出る。

「レジニー……？」

「ヌルヌル系が苦手なミヤトと私では足あし手でまといよ。どうにか一度南区を脱出してウサギ屋に戻り、装備を整える必要がある。防具でも身にまとえば、少しは気が楽でしょ？」

「それもそうだけど……」

「表と裏が繋がる通路があるってさっき言っていたわね」

　レジニーが男へ質問をする。男は黙って頷くと、しばらくして今度は首を横に振る。

「駄目だ。教えることはできない」

「緊急事態なの。いいから黙って教えて。じゃないと貴方の心臓抉えぐり取とるわよ？」

「レジニー落ち着けって！」

　慌ててレジニーへ呼びかける。

　放置していると、本当に心臓を抉るので目を離せない。

　宮兎は溜息とともに、男へ疑問を投げつける。

「なあ、なんで通路を教えてくれないんだ？　今は南区で収まっているから被害は少ない。だけどこのままじゃスタイダスト全体へ被害が出る。アンタも街の住人なら手伝ってくれよ。頼む」

「…………悪いが、表の人間に裏の通路を教えた場合、ルール違反で俺が殺される。もちろんこの街は好きさ。だが、俺も命が惜しい……分かってくれ」

　頭を下げる男に対して、宮兎は「分かった。ありがとう」と返す。それを見ていたレジニーは目を瞑つむって不気味に頰を釣り上げた。

「甘いわね。相変わらず」

「無理強いをしたところでお互い納得できないだろ？　嫌なんだ、なんとなく」

「私は貴方のそういうところが嫌いよ。ま、他のところは全部大好きなんだけど」

　それだけを言ってレジニーは扉の方へ歩き出す。

　魔導書を王冠から取り出し、振り向かずに言葉を発する。

「私は一度上へ上がるわ。どうせ、魔物を倒し続けても無駄だってことは分かっている。大元を探すしかないわ」

「大元…………」

　黄金の欠片──やはり、アレをどうにかしなければならないだろう。

「ひとまず、私も魔物退治をしてくるわ。大元を探して、見つからなければ夜には帰る。それまでミヤトは思う存分休んでいて頂ちよう戴だい」

「……お前もさっき何もできなかったじゃん」

「偵察ぐらいできるわ。あとは弱点でも探してくるわね」

　レジニーはその言葉を言い終えると、すうーっと壁をすり抜けて消えて行った。

　男は目を丸くして、何かを言いたいらしいが、上手く言い表すことができないようで、パクパクと金魚のように何度も口を開け閉めする。

　彼を見ながら、宮兎は黄金の欠片について多くのことを考え始めた。

（黄金の欠片……思っていた以上にやっかいな代物だな。上手い話には裏がある……か。恩恵を与えられるか、災さい厄やくを呼ぶか。神の一部って奴はやっぱり人間が持つものではないってことだな。ああ、もうくそ！　やっぱあの時逃げないでさっさと回収しておけばっ）

　スキルの力を与えてくれるが、今回のように危険要素にもなってしまう。このままではスタイダストは大きな被害を受けてしまうだろう。なんとしてでも──欠片を確保しなくてはならない。まずは、休息が必要だ。

「悪い……レジニー」

　宮兎もそれだけを言って、意識をゆっくりと失うに身を任せた。




　話は変わるが、宮兎がレベル５００になって分かったことは、決して万能な人間に成れたわけではないということだ。失敗することもあれば、何かを忘れることもある。疲れも感じるし、落ち込むときは落ち込む。

　ただ、日常生活では変わりないとしても──魔物との戦闘において絶対的有利を発揮することができる。

　力が強ければ強いほど圧倒的に、足が速ければ速いほど迅速に、精神力が強ければ強いほど屈しない心を持ち、強きよう靱じんな肉体を手に入れれば相手の攻撃を受けても傷さえ負うことはなくなってしまう。

　それは──人として万能なのか。

　もしくは──化け物として万能なのか。

　ヴァルハラの歴史を振り返ってみると、レベルがカンストした人間は、目標を失い暴漢と化すか、それとも英雄になるのか……大きく二つに分かれる。

　ただどちらも──人間としての何かを見失ってしまっている。

　──それが宮兎は怖かった。

　だからこそ、『ウサギ屋』へ──逃げたのだ。

　赤松宮兎は──英雄にも暴漢にも、成り損ねた。

　彼は──人間であることを望んだ。
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　祭り三日目。

　異変に最初に気が付いたのは、アスティアだった。テントの中だから少々暗いのは当たり前なのだが、それよりも空気が黒く感じるのだ。

　肌をピリピリと触る電気のような感触。何か、良からぬ物がとても近くにいる──そう、例えば、暗いのは上空に巨大な何かがいるからでは──と。

「ッ！　ティナさん、起きて！」

「うん……いったいどうなさいましたの？」

　テントの中に寝袋を敷いて寝ていた二人。テントの中からでも上空に巨大な影があることが分かった。アスティアは跳び起きて、すぐさまシスター服へと着替え、飛び出そうとする。

　ティナも慌てるアスティアを見て、ただ事ではないと感じ、いつもの装備に着替えた。

　テントを飛び出すと、騎士団や一般人が上空を見上げている。地面には巨大な影が覆いかぶさり、朝だというのに太陽の光を肌で感じることができなかった。

「何……これ……!?」

　後から出てきたティナが上空を見上げて血相を変える。

　アスティアもようやく空を見つめ──目を見開いた。

　視界に広がるのは──【船】。

　まるで青空を海にして、航海をしているような──摩ま訶か不思議な光景が目に映った。

　巨大な船は木造らしく、見たこともない美しい造形に溜息が出そうだ。

　船のことを詳しく知らないアスティアやティナでさえも「綺麗」と感じているのだ。

　船の枠を超えた、何かである。

　しかし、二人は咄嗟に昔話を思い出した。

【天から降り注ぐ鉛なまりの雨、杯さかずきを交わす樽たる、命を繫ぎとめる縄なわでさえ、我々に襲い掛かった】──スタイダストで有名な天災の御お伽とぎ噺ばなし。




【幽霊船ゴーストシツプ】




「ッ！　総員！　今すぐ建物の中に隠れなさい！　早くッ！」

　ティナの号令が轟とどろく。騎士団は一瞬だけ動きが鈍にぶるが、すぐに敬礼をして行動に移そうとした。だが──。

『ＧＲＲＲＲＯＯＷＷＦＦＦＦ!!』

　突如、幽霊船ゴーストシツプが鳴き叫んだ。スタイダスト中に鳴り響く、耳を押さえなければ魂を持っていかれそうなほど激しいものだった。

「ううっ……耳が……………ッ」

「アスティアッ！　ぐう…………いったい、コレは、何が起こって……ッ！」

　幽霊船ゴーストシツプは鳴なき止やんだが、余よ韻いんが残っており、頭がグラグラと揺れるような感覚に陥おちいる。

　今ので一般人や騎士団の足は完全に止まっていた。

「早く！　皆さん急いでここから離れて！　建物でも、何にでもいいから、早く隠れるの！　いいから早く！　騎士団は民間人を避ひ難なんさせて！　スタイダスト中よ！」

　ティナに余裕はない。野次馬になっていた民間人や観光客達を騎士団が誘ゆう導どうし始める。先ほどの鳴き声で、場は少しばかりパニックとなっていた。

「ティナさん、あれはやはり……」

「幽霊船ゴーストシツプで間違いないわ。あの鳴き声に、美しい造形……決め手はやはり──」

　ティナはステラ・スコープを取り出すと、幽霊船をレンズ越しに覗いてみる。

　名前、レベル、特性、全てノイズが邪魔をし、判別できない。

「まさか、現れた魔物達のステータスがステラ・スコープで見えなかったのも……！」

「間違いありませんわね。幽霊船ゴーストシツプの何かしらのスキルですわ。わたくし達の見解は全て的外れ……だったってことですわ」

「幽霊船ゴーストシツプが本物なら、どうしてスタイダストに？」

「分かりませんわ。ですが──油断はできない」

　と──船から何かが降り注ぐ。上空から降ってくる無数の影はやがて、アスティアとティナ、騎士団と逃にげ惑まどう民間人の前に現れた。

『ＧＲＵＵＵＵＵＵ……』

「海中種の魔物っ！　船の中に潜んでっ」

「アスティア、構えなさい。船の近くにいてはどうしようもありません。ここは一いつ旦たん引きましょう」

「はい…………！」

　ティナはエストックを構え、アスティアは続くようにマリンズ・ロッドを構える。

　二人の心境は同じである。南区に取り残されている宮兎が気がかりだ。

　しかし、ここで二人とも倒れてしまっては彼に合わせる顔がない。ここは──生き残るための選択肢を選んだ。

（……ミヤト、どうかご無事で）

　襲い掛かってくる魔物に、二人は応戦を開始した。




　スタイダストはそれから数分後、大混乱に陥っていた。

　魔物達は街の中心部にまで現れ、人々を攻撃し始めた。冒険者達は観光客や民間人を守るため、武器を取り戦い続けたが、それでもなお、数は減ることはなく確実に押され始めていた。

　このような魔物の攻撃は魔物の災害モンスターパレードと呼ばれている。大昔にはこれで国が一つなくなった歴史もある。

　領主を避難させ、ガラドンドは緊急対策本部をギルド内に立ち上げ、魔物殲滅作戦を開始する。

　ギルドに運び込まれてくるのは重傷を負った冒険者達。

　やがてお昼頃まで時間が進むと──状況が変わった。

「頭首！　魔物達の一部が船へと帰っていきます！　残りは南区の門前へ集まっているそうです！」

「なんだと？」

　街の破壊がある程度済んだのか、魔物達は船から降ろされたロープをよじ登り、戻っていったという。残された魔物達は南区門前で陣取り、そこから動く気配はない。しかし幽霊船ゴーストシツプは未だに町の中心部である【フェアリー・ツリー】の上空で待たい機きしているのだという。

　それでもなお、攻撃が止んだとなれば、人命救助を優先しなければならない。

「各自、民間人達の避難と救助に回れ！」

　ガラドンドの命令に冒険者達はギルドを出て、行動を開始した。

　レベル３００超えとはいえ、歳とし老おいた彼は前線で戦うことを本人が望んでも周りの冒険者が許さず、ギルドの中で命令を出すだけだった。

　外へ数時間ぶりに出て──驚いた。

「これは…………」

　街は──思っていた以上に崩壊はしていない。

　空は薄黒い雲に覆われ、夜と見間違うほど暗いが──その雰囲気に負けないと叫ぶように人々が声を出し合っている。

　いくつかの建物は崩れているが、南区ほど被害は出ていない。

　無傷の建物には怪我人や避難した人々が集まっている。見たところ手には皆光を灯ともす道具を持っているようだ。ガラドンドはそれを見て首をかしげた。見たことはあるが、どこで見たか思い出せない。

「お父様！」

「…………！　ティルブナ、ティルブナか！」

　ガラドンドは向こう側から走ってくるティナの顔を見て安あん堵どする。

「無事だったか！　ああ、こんなにボロボロになって！」

　娘をぎゅっと抱きしめ、父親らしい表情になる。

「わたくしは大丈夫です！　ですが、街が…………」

「ああ、分かっている。だが、今はお前の無事を喜ばせてくれ」

「……はい」

　しばらく親子の無事を喜び合った二人は、破壊された街をゆっくりと歩きながら中央広場へと向かった。幽霊船ゴーストシツプが浮遊している場所だ。

　二人は船を下から見上げた。周りには騎士団と冒険者達が数人陣取り、警戒態勢を保っていた。

　また、いつ攻撃を仕掛けてくるか分からない。これもガラドンドの命令である。

「お父様、あれは百年前に討とう伐ばつされた幽霊船ゴーストシツプと特徴が一致していますわ」

「ああ、間違いない……。ただ、コイツがどこから現れたのか、全く見当もつかぬ」

　彼らにとって最大の謎は、幽霊船ゴーストシツプがどこからやってきたか──ということだろう。

　情報によれば、船はなんの前触れもなく、出現したという。それは時空を切り裂いて現れた──と表現された。

「わたくし、街へ戻って復興のお手伝いをしてまいります」

「……あまり無理はするんじゃないぞ」

「これでもアルムント家の一員ですわ。人のため、強さのため──わたくしは戦わなければなりません」

「そうだな。ああ、分かっている。頑がん張ばっておいで」

「はい、お父様」

「ところで、皆が持っているあのアイテムはなんだ？」

「あら、お父様はご存じなかったのですわね」

　にっこりと笑い、質問に答える。

「あれは、カイチュウデントウですわ」

　こうしてティナはガラドンドと別れ、先にウサギ屋へ向かっているアスティアの元へ走った。




「アスティア！」

　ティナはウサギ屋の目の前で人々に何かを配っているレイン・ゴースト達とアスティアを見つけると急いで駆け寄った。

「ティナさん！　ガラドンドさんとは合流できましたか？」

「ええ。なんとか。何を配っているの？」

「実は……彼らがお店の商品を全部配っていたので、手伝っていたんです」

「全部って……全部!?」

「はい。なんでも、ミヤトに緊きん急きゆう事じ態たいの時はそうしろって言われていたらしく」

　見てみると、レイン・ゴースト達はお店の中から全ての商品を次々と取り出し、人々に配っていた。商品だけではなく、風よけや寒さ対策になるダンボールなども渡しているらしい。

　詳しく見てみるとマッチをはじめ、ロープや布切れ、ティッシュや、宮兎が個人的に緊急時のためにためていた水道水や冷蔵庫の中にあった食品などなど、様々な物を配っている。中には防犯ブザーや、ボンド、フライパンやお皿、ハサミなどの文房具もチラホラ見える。

　というのも、防犯ブザーは偶然に流通してしまっていた失敗作──ドラゴンの鳴き声が轟くタイプのものが人々を救った。海中種達を威い嚇かくして広い地域から一いつ掃そうしたのだ。フライパンは海中種の骨を砕くほどの強度を持っており、安心三年保証の品質力を見せつける。ボンドは驚くほど強力で、なんと罠わなとして使う人々もいた。このような事実が先ほどの間に起こり、人々は防犯グッズとしてウサギ屋の商品をこうして受け取りに来ているらしい。

　アスティアが先ほどレイン・ゴースト達から筆談で教えてもらった話である。

「勝手にいいのかしら？」

「ミヤトの指示らしいので、問題ないかと。それに、この状況で物資を共有するのは当たり前のことです」

「そうですわね」

　アスティアとティナはウサギ屋を見上げて、ところどころ傷ついたり、屋根の瓦かわらが取れていたりするものの、大きな被害に遭っていないことを確認した。

　魔物が襲って来た際、レイン・ゴースト達が周辺の人々をお店の中に避難させて勇ゆう敢かんに戦っていたのだ。

　水属性耐久の特性を持つレイン・ゴーストは海中種との相性が良い。

　難なく追い出すことにも成功し、彼らはちょっとしたヒーローとなっていた。

「レイン・ゴースト達のお蔭でここ周辺は被害がかなり少ないです。ですが、避難者がこちらへ集まりすぎて飽ほう和わ状態となっています」

「でも、もう他に避難できる場所もないですわ……」

「一刻も早く、アレをどうにかしないと……」

　視線を中央広場へ向け、船をティナは睨みつけた。

「せめて、身の安全を一人一人が守れるアイテムさえあれば……」

「………………そういえば、ティナさんはウサギ屋でこれは買いましたか？」

「え？」

　アスティアがアイテム欄から取り出したのは──懐中電灯だった。ウサギ屋の大ヒット商品となった、魔力を流すことによって光が生み出される品。

　近頃は騎士団が夜の警けい備びの時、必ず携帯しており、それが噂になってスタイダストでは一家に一個──ではなく、一人が一個持つほど浸しん透とうしたアイテムだ。

　ティナは頷いて、自らのアイテム欄を探してウサギ屋から買った懐中電灯を手に持った。軽くて丈夫、明かりも十二分で洞どう窟くつダンジョンではなくてはならない存在になった。

「これですよ！　コレ、実は『エルイーデー』と呼ばれる明かりらしくて、魔力光より強力な属性効果があるってクロが先ほど言っていました。それに、この光で魔物達が逃げ出したって」

　正確にはエルイーデーではなく、『ＬＥＤ』である。宮兎が偶然にも錬成できた品物だ。宮兎はこれに属性効果があるかないかは検証してはいない。

　クロの話によれば、暗くなってきたので偶然にもお客の一人が懐中電灯をつけた。すると、これまた偶然襲い掛かろうとしていた海中種を照らしたのだという。

　魔物は異常なほど怯おびえ、一目散に逃げて行った。それから民衆は懐中電灯を照らし続け、身の安全を守ったのだという。

　混乱の中、情報だけが奇跡的にスタイダスト全体に広まって、被害を最小限まで抑えることができていたのだった。

　宮兎も予想していなかっただろう。まさか懐中電灯の照らすＬＥＤの光が海中種の最も恐れる魔力の光へ変換されることに。

「試す価値はありますわ。カイチュウデントウを持っていない方々に配布しましょう。身の安全を守れるものを持っているだけでも、心の拠より所どころにもなりますわ」

「はい。クロ、シロ、モーノ！　カイチュウデントウの余りを──」

　と言った瞬間、三体が同時に首を横に振る。そもそも懐中電灯は余りもの商品として、宮兎が一日目に全部売りさばいてしまっていた。在庫はウサギ屋には残っておらず、錬成できる本人もいない。

「困りました……」

「何かお困りのようですね」

　ふと、背後から二人に声をかけた人物がいた。振り向くと──サマエトだ。彼の後ろにはナノとデスカントもいる。三人とも装備が汚れ、ボロボロになっており、先ほどまで戦闘に参加していたことが分かる。

「貴方達！　無事でしたのね！」

「僕達はあのオーガから生き延びたんです。これぐらいへっちゃらですよ」

「そうだぜティルブナ！　俺達は街を守りきるまでは死んでも死にきれねえだろ」

「わ、私も、頑張りました！」

　ティナはほっと胸を撫なで下おろし、仲間の無事に安あん堵どの息を吐いた。

「アスティアさん、お困りのようですね」

「はい……。実は、これを錬金術スキルで複製したいのですが」

　懐中電灯を三人に見せると、それぞれがアイテム欄から取り出す。

　三人は懐中電灯を見て「あー」と納得したように呟いた。

「スタイダストでは皆さん持っていますよね。確かに、これだけ暗いと使っている方もチラホラ見えます」

　サマエトの言う通り、雲に覆われたスタイダストは現在、闇に包まれている。

　足元を照らしたり、崩壊した建物の中に閉じ込められた人々を見つけるためにも使われているようだ。

「観光客の方々にも渡しておきたいのです。ミヤトが全て売ってしまっているので、元になるのは私達の手元にあるコレだけですが……」

「心配はいりません」

　錬金術スキルで物を作る際に必要なのは、素材とレシピである。レシピなしで作ろうとすると、どうしても作る本人の様々な思考分ぶん析せきがスキルに影響してしまい、完かん璧ぺきな複製品を作り上げることはまず不可能である。

　しかし、サマエトは自信に満ち溢れている。

「ミヤトさん……いえ、師匠から頂いたカイチュウデントウのレシピ、僕が持っています！」

　ニヤリと笑い、サマエトは身に纏まとっているローブからレシピに書かれているであろう素材を取り出す。鉱石やモンスターの素材がちらりと見える。両手に素材を持ち──勢いよく手のひらを合わせる。

「【複製術レプリカ】！」

　魔法陣が展開され、サマエトの両手が光に包まれる。やがてゆっくり手を開くと、見事な懐中電灯が出来上がっていた。

「サマエト、大手柄よ！」

「お褒ほめにあずかり、感謝します。ただ、問題点が一つ。素材が足りません」

　一つの問題が解決すると、別の問題が現れる。ミヤトの【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】と違い、素材は絶対的に指定されたものに限られる。鉱石とモンスター素材が無限にあるわけではない。

「待ってください。素材なら──」

「素材なら俺達に任せてくれ」

　また新たな声がアスティア達を呼ぶ。三人が来た道とは反対方向からで、アスティアとティナは後ろを振り向き、思わず表情がぱーっと明るくなる。

「キキョウさん！　セルフィ！　ツバキさんに、リャーミャちゃんまで！」

【オニガシマ】の店主オーナーのキキョウ、同じく従業員のツバキ。不良シスターのセルフィに【クエスト・ファミリー】の一人娘リャーミャが手を振りながらやってきた。

　アスティアはセルフィに抱き着き、ぎゅっと力を込めた。

「よかった……セルフィ！　本当に、よかった！」

「お姉ちゃんは無敵だからね。心配しすぎよ。それにキキョウとツバキちゃんもいるんだもの。あんな気持ち悪い魔物なんかに負けないわよ」

「リャーミャも無事だったのですね。ご家族もご無事？」

「うん！　リャーね！　ジェルズおじちゃん達に助けてもらったの！」

「ジェルズ・ハウリング…………その話だと、彼も無事のようね」

　彼らもなんとか魔物の襲しゆう撃げきに反撃できたようだ。

　ジェルズは現在、魔物の残党がいないか調査のため街中を走っている。

　残されたキキョウ達も何かできないかとウサギ屋へひとまずは足を運んだのだ。宮兎が帰ってきていないことはここの全員にも伝わっており、心配になったのだろう。

「ここにミヤ坊がいないということは帰ってきていないんだな？」

「はい……。たぶん、南区の中にいると思います」

「またウサギ屋は……。はあ、ウチ達の心配も知らず無茶な男だねえ」

　ツバキはヤレヤレと言ったように溜息を吐いた。

「それで、素材はウチからと、チビ助すけの【クエスト・ファミリー】から援えん助じよできるが、カイチュウデントウだけでどうにかなるのか？」

「これは、一つの賭かけです」

　アスティアは力強く頷き、手に持っている懐中電灯へ視線を向ける。

「あの船から現れた海中種は魔力を帯びた光に弱いということが分かっています。魔力を使って光を発生させるこのカイチュウデントウでも同じような効果が生まれることも分かっています。むしろ、魔力光より強い光が出せるのならより高い効果があると私は考えています。問題はこれを武器として、襲撃に備える力として足りるのか──」

「本当に『賭け』なのね」

「はい」

　うまくいく保証はどこにもない。だが、何かを考えなければ、何もできない。

　アスティアとティナの賭けははっきり言って出で鱈たら目めである。

　保証はどこにもなく、むしろ光属性スキルを扱えるアスティアやセルフィは武器を使ったほうが確実だ。だが──それでは皆を守ることはできない。












「お姉ちゃんは別にいいわよ。まあ反対する理由もないわ。だってそうでしょう？　周りを見て。あたし達は一度大きな敗北をしている。なら、何か新しいことを考えなくちゃいけない。どんなことでも、悩む暇があるなら行動に移すべきだわ」

「セルフィ……」

　今度はサマエト、デスカント、ナノが大きく頷く。

「僕が賛成しなければ、作戦が成り立ちませんからね。引き下がるわけにはいきません」

「俺も負けっぱなしは大嫌いだ。やれることならなんだってやるぞ」

「わ、私も、治ち療りよう……頑張ります！　お役に、立ちたいです！」

「貴方達……ありがとう」

　そもそも、ここにいる全員の答えは決定している。

　どこにも不安になる要素はないのだ。

「決まりだな」

「リャーも！　リャーも手伝う！」

「分かった分かった。それじゃあ、錬金術師アルケミストの小僧と、チビ助は俺と一緒に来てくれ。カイチュウデントウを創るぞ。ツバキはセルフィと一緒に配るのを手伝ってくれ」

　サマエトとリャーミャは大きく頷いて、すぐさま歩き出した。

「兄貴、すごくやる気だなあ」

「いいじゃない。あたし、キキョウの頼もしいところも好きなんだから」

「はいはい。姐ねえさんの惚気のろけ話ばなしはまた今度。ほら、行こう」

　セルフィとツバキも歩き出す。先に行った三人の背中を追い、少し早歩きだった。

「ナノは引き続き、怪我人の治療に専念してもらえるかしら？　わたくし達の中で、治療できるのは貴女だけですし」

「は、はい！　任せてください！」

「んじゃあ俺はジェルズさんの手伝いでも行くかな。どこも人手不足だし、邪魔にならん程度にやってくるよ」

　ナノとデスカントもそれぞれの持ち場へ向かう。取り残されたのはアスティア、ティナ、そして未だに物資を配布しているレイン・ゴースト達。

　祭りの初日と今とでは、全く違った騒がしさが街を覆っている。

　二人は──やるべきことをするしかなかった。

「アスティア、今から三十分後、動ける冒険者達を集めて南区へ向かいますわ。わたくし達も戦わないと」

「はい。もちろん、私も行きますよ？」

「来るなと言っても付いてきそうですわね。ええ、もう貴女を弱者とは見ませんわ。立派な──冒険者になれますわ」

　二人の──決戦が始まる。





　　　　　７






　船が、動き始めた。

　再び南区の上空まで移動して、魔物を地上へ降り立たせたのだ。しかし、今度は襲ってくるのではなく、まるで人間達を待つかのようにして陣形を作っていた。

　ずらりと並んだ魔物の軍隊は、静かに敵を待ち構える。

　しばらくして、ゾロゾロとスタイダストの中央広場方面から冒険者と騎士団がやってきた。先頭にはティナとアスティアが立っている。

　冒険者と騎士団達は皆それぞれが懐中電灯を左手に持ち、右手に武器を持つというなんとも首をかしげたくなる装備をしていた。

　海中種達が懐中電灯を理解できるわけもなく、むしろ違和感すら覚えないほど彼らは知能の低い存在である。あまり警戒心は感じられない。

「おおよそ百対百ってところですわね」

「レベル差があります。不利なのは間違いないでしょう」

「でも、こちらも〝可能性〟はありますわ」

　アスティアとティナが懐中電灯に魔力を流し込み、明かりをつける。持っている手は下を向いているので地面を照らした。

「皆、準備はよろしいですわね！　わたくし達の街はわたくし達で守る！　神の一族、ティルブナ・Ｆ・アルムントに続けええええええぇぇぇ！」

　ティナはエストックを天に掲かかげ──走り出す。アスティアも同時に駆け出した。冒険者と騎士団達は彼女の掛け声に合わせるように、叫び、地面を揺らす。

　魔物達も人間達が動き出したことを確認し、人には発音不可能な鳴き声で威嚇をした。

「はああああ！」

　ティナの目の前に立ちふさがるクラゲ型の魔物へエストックを突き刺す。

　魔物の右腕の触手がエストックを摑つかみ、ティナの動きを封じ込めたかのようにも見えた。だが、もう一方の左手──握られた懐中電灯がクラゲ型の魔物の心臓部分を照らす。

『ＧＵＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ!?』

「やった！　効いていますわ！」

　照らされた胸部は一瞬にして蒸発が進み、皮ひ膚ふを光が貫く。クラゲ型の魔物はティナから離れようと咄嗟にエストックを摑む触手を緩ゆるませたが、これが決定的な敗因となった。隙を逃さず、エストックで焼かれた胸部を突き刺し、切り刻む。体を構成する組織がズタズタに引き裂かれているのか、あっけなく真っ二つだ。

「皆！　カイチュウデントウは効果がある！　わたくし達に勝機が訪れた！　一気に攻めますわ！」

　冒険者と騎士団達は大声を上げ、明かりをつけた。

　暗闇に包まれたスタイダストに──光が灯った瞬間である。

　魔物達は動揺を隠し切れず、一歩二歩自然と後ろへ下がった。向こうの士気が下がっていることにアスティアはマリンズ・ロッドで魔物を浄化しながらティナへと叫ぶ。

「ティナさん！　これなら勝てます！」

「ええ、相手は総崩れよ！　押し切れ──」

　瞬間──南区の門が吹っ飛んだ。文字通り、あの鉄で作られた門が空中へ飛ばされたのだ。戦っている最中の冒険者や騎士団は何事かとそちらへ視線を向け、アスティアとティナも顔を向ける。

　ソレは──巨大な怪物だった。

　知っている生き物で表現するならばクジラであろう。だが、体からは四よつん這ばいになった腕と足が生え、気持ち悪いほど整った歯並びは不気味な笑みを浮かべる。

　目はあるのかないのか、分からないほど小さい。しかし、それは全体が巨大すぎる故小さく見えるだけで、大きさは人の体ほどある目なのだろう。

　これほどまで巨大な怪物の影は先ほどまでどこにもなかった。

「また……！　いったい、どこからッ！」

「ティナさん、考えるのは後です！」

「っ！」

　ここでティナは大きな選択を迫られることとなる。摑みかけたチャンスを捨て、一度逃げるべきなのか。もしくは犠牲を払う覚悟であの巨大な化け物に立ち向かうべきなのか。前者が正解とも見える。だが、退くことにより相手に背中を見せ反撃のチャンスを与えることになる。また、こちらの士気にも影響し、正解とは言い切れない。

　彼女は幾度となくこのような場面を経験した。デーモンズ・オーガの時もそうだった。選択を求められ、悩み、答えを出す。

　これがアルムント家の宿命でもあり、義務でもある。

（いや、こんな時、彼なら──彼ならどうするのかしら？）

　思い出すのは宮兎のことだ。一緒にダンジョンへ潜った経験もある。少し似たような状況に陥った時──彼は自分ひとりで戦うことを選択し、他者を逃がすことを決めた。

　彼女にとってそれは正解ではなく限りなく不正解に近い答えだ。

　だからこそ──。

（私は彼とは違う答えを出す！）

　ティナは息を吸い上げ、大きな声で叫んだ。

「全軍！　わたくしに続けえええ！」

　ティナとその後ろから騎士団と冒険者がクジラ型巨大魔物へ突撃をする。

　他の魔物を切り倒し、一気に駆け抜けた。クジラ型巨大魔物は彼女達を見て──不気味に笑う。「すううううううう」と大きく息を吸い込む音が空気を揺らす。

　それから──口を開けたクジラ型巨大魔物は息を吐き出す。

「きゃっ！」

　直線上にいたティナや騎士団と冒険者がまるで紙のように宙を舞う。魔物の息が突風のように彼女達を襲い、宙へ浮かせたのだ。地面へ叩きつけられ、声にならない叫びを出した。

　ティナは苦痛に表情を歪めながらクジラ型巨大魔物を睨みつける。たった一度、息を吹きかけられただけだ。だが、たったそれだけで力の差を見せつけられる。クジラ型の余裕は──騎士団や冒険者達に絶望を与えた。もう一度大きく口を開き、先ほどとは比べものにならないほど大きく息をし始める。もし、このままクジラ型が突風を巻き起こせば全軍は壊滅し、負けが確定するだろう。心と肉体、どちらも甚大なダメージを与えられている。

「やっぱり、わたくしには彼のようには……。わたくし、間違って──」

「ティナさん！　あれ！」

　血相を変えて駆け寄ってくるアスティアが指をさす。

　スタイダストから大勢の人間が姿を現した。

　腰には懐中電灯をぶら下げ──そして何故か全員が【水鉄砲】を手に持っている。




　何より、百人近い集団の前に立っているのは──宮兎だった。




「ミヤト！」

「ミヤトっ！　いったい今までどこに……!?」

　アスティアとティナの声が聞こえたのか聞こえていないのか、どちらにせよ彼は魔物の大群と、クジラ型巨大魔物を見て声を出した。

「さあって、昨日の借り返させてもらうぜ」

　彼の両手に、水鉄砲が出現する。さて、宮兎と後ろの集団が持っているこれは、双子と戦った時に開発した【水鉄砲・オメガ】である。様々な効果が付加された水の入ったタンクを装着し攻撃するアイテムだ。一応、レジャー品として売ろうとしたが、あまりにも危険が伴ともなう可能性があるとして、アスティアから販売中止の宣告を受けた。なので、実は地下に腐るほど余っている。

「みんな！　クジラの顔を狙ねらえ！　水は青いタンクを使うんだ！」

　うおおおおおおお！　と男達が青色のタンクを水鉄砲に装着させ、クジラ型へ水を発射する。それは──まるで銃弾のようにクジラ型を襲った。水鉄砲とは思えない速度──青色のタンクは【加速】を付加させる効果がある。ウォーターカッター並みの鋭い水はクジラ型の皮膚を貫通する。これも失敗作の一つで、危険なため販売中止となった。タンクには『人には向けないでください』と日本語で書いてあった。

　クジラ型は思わず口を閉じ、苦痛の悲鳴を上げた。

　生半可な武器よりもこの水鉄砲が役に立っているのだ。１００ゴールドで商品として売ることはできないものの、この場を制圧するには十二分に有効だ。

　クジラ型は今度は表情を怒りへと変え、宮兎達に向けて口を大きく開き、少し体を起こして──魔法陣を創り出す。魔法陣は水を弾はじいて身を守る。そして、どうやら攻撃スキルのようだ。ティナが描かれている魔法陣の種類にいち早く気が付き、声を大にした。

「あの角度……わたくし達ではなく、街を狙って！　水属性の大魔法を撃つつもりですわ！」

「させるかよ！　クロ！　シロ！　モーノ！」

　呼ばれた使い魔は集団の中からひょっこりと現れ、空中で円を描きながらクジラ型の近くまで寄った。

　気づいていないのか、クジラ型は魔法陣をぎゅっと口の中へ凝ぎよう縮しゆくさせ──大量の水を吹き出した。間かん歇けつ泉せんのように勢いが強く、頭上を水の柱が通過していく。

　レイン・ゴースト達は三角形の陣を創り、袖を前に突き出して──水色の魔法陣を張った。大きさはクジラ型が小さく見えるほど巨大なもので、スタイダスト全体が包めそうだ。これほど大きな魔法陣を展開できる生物は今のところヴァルハラには他に存在しない。三体がそれぞれの役目を果たし、バランスよくスキルを発動できるからこそ成せるのだ。

　レイン・ゴースト達は吹き出された水の柱を魔法陣で受け止め、吸収した。渦を描くそれは、風ふ呂ろ場ばの排水溝を思い出させてくれる見事なまでの吸引力だ。

　やがて魔法陣は何事もなかったかのように消えて、レイン・ゴースト達は一仕事終えたように満足そうに降りてきた。

「お疲れさん、クロ、シロ、モーノ。みんなも続けて加勢してやってくれ。渡したアイテムは好きに使っていいから」

　男達は宮兎から渡された、戦闘に使えるのか使えないのか分からない文房具も取り出して戦いに参加する。ボンドをまき散らし、ガムテープで魔物をグルグル巻きにして、ベルトを鞭むちにして戦うなど、なんともふざけているようにしか見えないほど緊きん張ちよう感かんがない。しかし意外と魔物達をひるませ、大打撃となっている。

「うんうん、いい戦いっぷり。これが終わったらお疲れ様会でもするか」

「お疲れ様じゃないです！」

「お疲れ様じゃありませんわ！」

　魔物を物理的に蹴り飛ばし、ズカズカと宮兎の前へ移動するアスティアとティナ。胸倉を摑みたい気持ちを抑え彼の前に立った。

「心配したんですよ！　いったいどこへ行っていたのです！」

「南区にいると思えばスタイダストの方角から現れるし、説明を求めますわ！」

「お、二人とも無事だな。いやー、良かった良か──」

『良くない！』

　二人はとうとう怒りを隠し切れず怒鳴り、宮兎は怯えるようにして体を小さくする。

「い、いや俺はあれだよ。ちょっとレジニーの仕事に付き合わされてさ」

「レジニーさんに？」

「ほら、あそこ」

　宮兎が指をさす方角──クジラ型の頭上に、日傘をさして空中に浮かぶ少女がいた。

「南区で避難していてさ、さっきレジニーと一緒に脱出したんだ。そんで、街はめちゃくちゃだし、ウサギ屋はところどころ壊されているし……」

「そういうお話ではありませんの！」

「ティナさんの言う通りです！　私達が聞きたいのは──」

「悪い、話はまた後でな」

「あ、待ちなさいミヤト！」

　宮兎は手を振りながら魔物達の群れへ消えて行く。追いかけようとしたティナはアスティアによって引き止められる。

「アスティア！　彼を追いかけないと！」

「もう諦めましょう。私も色々言ってあげたいですが、さっきのミヤトの目見ましたか？」

「え？」

　アスティアはにっこり笑って──彼の表情について一言だけ語った。

「あれは、悪いことを考えている目ですよ」




「全く、最初からクジラとかヌルヌルしていない魔物限定にしてくれればよかったのに」

　レジニーは眼下で動く化け物にそう言った。言葉が通じるわけでもない。だが、彼女は文句の一つや二つを何かにぶつけたかったのだ。

　クジラ型は重たい頭を上へ向け、レジニーへ大きく口を開ける。

「あら、私を食べるつもり？」

　疑問通り、レジニーをぱっくりと食べるつもりらしい。なんとも芸がない攻撃に深い溜息を吐く。

「面白くないわ。ええ、実に面白くない。そんな怪物に──プレゼント」

　レジニーは血液が入った小瓶を一つ取り出して、クジラ型の口へそれを放り投げる。底についたかどうかの確認はできない。ただ、確実に口の中へ入ったことだけを確認して、レジニーが指を鳴らす。

「【血の舞踏会ブラツドワルツ】──開演」

　刹那──クジラ型の体内で小瓶が破裂し、中に入っていた血液が躍り出す。巨大な斧おのの形へと姿を変え、内側から切り裂き始めたのだ。

　クジラ型の動きが止まり、全身から血が溢れ出す。やがてぐったりと地面に寝転がり、ゆっくりと体が灰に変わっていくのであった。

「あーあ、やはりこっちは詰まらないわね」

「おーい！　レジニー！　降りて来い！」

　レジニーは地上の宮兎を目視すると、ふわーっと目の前に着地する。

「あら、意外と準備早かったのね」

「まあな。なんか知らないが、目が覚めたら外にいるし……南区の奴ら戦う気満々だったし。結果、こうやって戦ってくれるんだ。悪いことじゃない」

　宮兎が引き連れてきた男達は南区の住人である。街を守りたいという気持ちは皆同じだったらしく、今も騎士団と肩を並べて戦っている。

　経けい緯いを説明すると、眠りについた宮兎が目を覚ました時、見慣れない部屋へと移動していた。南区の男達は眠った宮兎を抜け道を使って移動させ、出口となっている民家へ連れてきたようだ。教えるのは駄目でも、眠っている間に移動させるのはアリだったらしい。

　男達がぎゅうぎゅう詰めになりながらも、宮兎のベッドを囲い、一瞬「やばい、殺される」と思った。だが、話しかけてみると返ってきた言葉は「戦う武器を用意してくれ」とのことだった。

　やはり根っこの部分では、スタイダストのことを愛している。

「次は本体だな」

「で？　アレをどうやって落とすつもりかしら？」

　船との距離はざっと目測でも地上から百メートルほど離れているようだ。人間がジャンプしたところでどうにかなる距離ではない。

　また、地上では海中種と戦う人々は入り乱れ、戦争を思わせるほど激しい戦闘を行っている。しかし、幽霊船ゴーストシツプはそんなこと知らないと言わんばかりに悠然と静かに浮かんでいる。地上が騒がしいだけに、空中が物静かだと逆に不気味さが増す。──宮兎とレジニーにはさほど関係ないようだが。

「んなもん、乗り込んでぶっ壊すしかないだろ」

「伝承通りだと、帰ってこられないわよ？」

「勝てばいいんだよ、勝てば。てことで、道案内宜よろしく頼む」

　手を合わせて頭を下げる宮兎に、レジニーはうっとりとした表情で見下ろす。

　飛行系スキルが使えない宮兎はレジニーの力なしに、上空に浮かぶ幽霊船ゴーストシツプへ乗り込むことはほぼ不可能だ。レイン・ゴースト達を使ったとしても、彼らを危険な目に遭わせるようなことはしたくない。

「いいわ。でも、今度貴方の血液を頂戴。実は、まだコレクションしていないのよね」

「…………ちなみに何ミリリットル？」

「一リットル」

「死ぬわ！」

「ふふ、冗談よ」

　冗談に聞こえないが、ここで時間を無駄にしている暇もない。

　既に船からは魔物達が新たに投下されている。南区からも門が破られたことによって元々侵入していた者達が出てきた。

「時間がないわね。しっかり摑まりなさい」

「──え？」

　レジニーが宮兎の後ろに回り、ぎゅっと後ろから抱きしめた──と思った瞬間に視界がグルグルと回る。ふんわり浮かんでくれるのかと思いきや、戦闘機顔負けの速度で急上昇していた。

「うがががががががっ!?　ちょ、ちょっとま──」

「待っている暇もないわ」

「だからって、これはないだろおおおおおおおお！」

　あっと言う間に幽霊船ゴーストシツプの真上まで移動して、レジニーは宮兎の腰から腕を放す。

「って、放すんじゃねえよおおおおおおおおおお!!」

　ゴドンッと、約二メートルほどの高さから落とされ、船の甲板へ不時着する。大の字に寝転び、目を回していた。

「れ、レジニー……あんにゃろう」

「ごめんなさいね、うっかり手が滑すべったわ」

「滑ったとは言わねえよ」

　体を起こし、立ち上がる。レジニーも宮兎の隣へ着地し、すぐさま魔導書を右手に持った。宮兎も無数の視線に気づき、警戒心を強める。

「早速の御登場らしいわね」

「ああ。てか、大丈夫かよ？　ヌルヌル系ダメなんだろ？」

　と言いながら、【装備一括】から──【赤い影】の装備を身にまとい、首をゆっくりと回す。

「言い忘れていたことがあるわ。別に私自身はヌルヌルしたものは嫌いじゃないの」

「はあ？」

「だって、貴方が嫌いな物よ？　貴方の嫌いな物は私の嫌いな物。貴方が好きな物は私の好きな物。貴方の味方は私の味方、貴方の敵は私の敵。それ以上の理由はどこにもないわ」

「ええっと……つまりは平気なんだな？」

「もちろん」

　レジニーは両手を広げ、ゴスロリ服に隠し持っていた血液の入った小瓶を空中へばら撒まいた。

「むしろ──大好きよ」

　小瓶は粉々に砕け、血液が空中へ広がる。そのまま大きな一つの円を作り上げ、棘とげが無数に伸びる。船の至る所に突き刺さり、ところどころから魔物の断だん末まつ魔まが空に響き渡る。

「ああ、いい鳴き声」

「お前マジで怖いわ……」

　ヘルムの中で苦笑いをしながら、恋する乙女のような顔で攻撃を続けるレジニーに聞こえない大きさの声で呟いた。

　一方、レジニーの攻撃から逃れた魔物達は棘をすり抜けながら突撃してくる。

　剣を振り、宮兎も前方を睨みつけた。

「レジニー！　援えん護ごしてくれ」

「承知のうえよ」

　宮兎は──駆け出す。

「【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】！　【エヴォルブ・ソード】!!」

　赤い剣をミヤトは錬成する──【エヴォルブ・ソード】は炎属性でありながら、水属性の魔物に絶大な効果を発揮する。剣先はマグマのように熱く、触れただけで魔物を蒸発させることができる恐ろしい剣だ。必須レベルは４５０。悲しいことにエンチャントされていないので使い捨て品である。

　魔物へ剣がかすりでもすれば、苦しみながら蒸発していく。ただ、それ以外の効果はないので死角からの攻撃に反応できるわけではない。

　目の前の敵に集中していると──後ろから襲い掛かられる。

『ＧＲＵＵＵ!?』

　宮兎の背中に生なま温ぬるい液体が降り注ぐ。ちらりと振り向けば、大きく両腕を振り下ろそうとしている魔物が赤色の槍やりに貫かれて絶命していた。やがて槍は液体に形を戻し、レジニーの足元へ戻っていく。

　彼女の恐ろしいスキルは、倒した敵の血液を加えることで血液が増えれば増えるほど効果が増す。つまり、敵の数が多ければ多いほどレジニーは強くなる。

「後ろは振り向かなくて結構よ。前だけを見て、走り続けなさい」

　宮兎は頷き、剣を振り上げながら前へ前へと進む。時々、背後から赤色の武器が魔物を蹴散らしていく。

「はああああああ！」

　船の中に入り込むと、不思議なことに魔物の姿はどこにも見当たらない。

　薄暗い船内は、不気味なほどに静かである。

「どこかに黄金の欠片があるはずだ──」

　と言っても、宮兎に船の詳しい知識があるわけではない。

　定番としては船長室が妥だ当とうだろう。ただ、これは幽霊船ゴーストシツプ──人間の死体を変換させて作られたという噂もある。何が出てくるかは分からない。

「それなら──壊せる物は全部壊すか」

　最初から予定していた幽霊船ゴーストシツプを落とす作戦。

　ウサギ屋で準備をしている間に色々考えた。考えた結果、考えることが面倒になった。

　宮兎が出した結論は「木こっ端ぱ微み塵じんにすればあぶり出せる」──だった。

「派は手でに花火を上げようじゃないか！」

　スキル画面を開き、検索欄に【オール】と記入した。宮兎は右手を天に掲げ、息をゆっくりと吸い込む。

　すると用意してきたアイテムが全て空中に現れた。重力に逆らわず、鉱石、モンスター素材、既に出来上がった商品、回復アイテムに、武器と武具。中にはゴールドも混じっており、ゆっくりとスローモーションのように落ちていく。

　全てのアイテムに魔法陣が描かれる。光に包まれ──形がそれぞれ変化し始めた。

「知性の賢人達よ！　我の手に栄光と奇跡を与えよ！　俺のＭＰがカラカラになるまで派手にぶち壊せよ！　【ザ・クリエイティブ─転生蘇生リザレクシヨン─】！」

　散らばったアイテムは──巨大な鉄の塊かたまり──砲台へと姿を変えたのだ。

　形や大きさはそれぞれ違うが、あまりの重さに床が抜ける。












　激しい音と震動が船を襲い、少しだけ横へ傾く。宮兎はＭＰがほとんど尽きたのか、意識を失いそうになりながら、その場に膝ひざをつく。

　砲台はそれぞれ船の底へと到達すると、各自様々な方角へ向け──砲撃を開始した。宮兎の意思とは無関係に自律している砲台──【サポート・キャノン】と呼ばれるセントリーガンのようなものである。敵と判断された物は破壊されるまで攻撃が続けられる。

　よって──。

　ドゴオオオオオオォォォン！　ドゴオオオオオオォォォン！　と何度も何度も発せられる激しい爆音はスタイダストの地上にまで聞こえていた。

　やがて──形を保ちきれなくなった船はタイタニック号のように二つに割れ、地面へ落ちて行く。

　同時に、地上の魔物達は砂のように崩れ去り、スタイダストの南区入り口は砂漠のような景色へと早変わりした。

　崩くずれ逝ゆく船の中で、宮兎はフラフラと移動を始める。それでもアサシン職ということもあり、落ちてくる木材をかわしながら船の中を進んでいく。

　既に半壊しており、ここがどこの部屋かも分からない。だが──お目当ての物を見つけたのだ。

　床に転がる黄金の欠片。未だに不気味な光を放っているが、かなり弱々しいものとなっている。

「…………あった」

　手を伸ばし──摑んだところで船はその全てを放ほう棄きした。空中で完全に分解し、宮兎の体は宙へ放り出される。それでも右手に摑んだ欠片をじっと見つめ──不気味な光が消えたことを見届けると、安心したのか宮兎は意識を失ったのだった。




　レジニーは気を失った宮兎を両腕で抱えゆっくりと地上へ降りてゆく。気を利かせて【赤い影】の装備一式を脱がし、いつものカッターシャツとズボンに着替えさせていた。そんな時間があったのかと聞かれると、レジニーだからこそできた早着替え術スキルで、ばっちり裸も確認している。

　上空からは未だにパラパラと木片が降り注いでいる。宮兎の右手を見つめると、その中でキラリと輝くものがあった。

　レジニーは黄金の欠片を見つめ、ゆっくりと宮兎の手から回収する。

「…………黄金の欠片。一応クエストはクリアね。全く、とんだ災難だったわ」

　赤い輝きは失っており、黄金色に戻っている。

「ミヤト、貴方は間違いなく英雄よ。でも、それを望んでいない。なら──貴方は何になりたいの？」

　彼は──答えない。

「私の愛した人、ピエロを演じるのなら私もピエロになるわ。絶対に……絶対に」

　やがて地上で英雄を待つ少女達と無事に合流を果たし──三日目はようやく終わった。

　日は既に傾き、綺麗な夕焼けが彼らを輝かせていた。













　今回の事件後、潰つぶれてしまったお祭り三日目は、なんと次の日に開かい催さいされた。

　これには宮みや兎とも呆あきれてしまったが、そもそも遊ぶ元気も残っていないのでウサギ屋でゆっくりと過ごすことにしたのだ。

「それで？　なんでお前達ここにいるわけ？　てか、人多すぎだろ！」

　ウサギ屋の二階──宮兎のプライベート空間にはアスティアをはじめ、ティナ、サマエト、デスカント、ナノ、セルフィ、キキョウ、ツバキ、リャーミャ、ジェルズ、そしてレジニーにレイン・ゴースト達でぎゅうぎゅう詰めである。

　広いはずの部屋が、これでは狭せまくてしょうがない。

　ワイワイと皆が皆話しているので、宮兎の声は届いていないようだ。

「聞いてる!?　俺の話聞いて！　俺は疲れてるの！　お願いだから帰って！」

「まあ、ミヤト。皆さん貴方あなたの無事を確認しに来たんですよ。大目に見てあげてください」

「アスティア、その割になんだかお前が一番くつろいでいないか？」

「そ、そうですか？」

　椅い子すに座り、とても幸せそうに部屋の中を見つめる。彼女が求めたのは、今あるこの風景なのだろう。皆がいて、居場所があって、宮兎がいる。自然と肩の力が抜けて、くつろいでいるように見えてしまうのだろう。

「それより、何な故ぜ【コール】が繋つながらなかったのでしょうか？」

「それは私が説明するわね」

　宮兎の背後からレジニーががばっと抱き着く。宮兎は露ろ骨こつに嫌そうな顔をして彼女を睨にらんだ。

「お前はクエストが終わったんだから王都へ帰れよ！」

「あら、王都へ帰るなんて一言も言ってないわよ？　しばらくスタイダストに滞在して自由にさせてもらうわ」

「……頼むから帰ってください」

　土ど下げ座ざしたい気分に宮兎はなった。

「その……結局何故【コール】が使えなかったのでしょう？」

「原因はもちろん黄金の欠片かけらよ。あれは魔力を吸収することによって暴走するみたい。普通は人が触ったり、空気中の魔力に触れるくらいじゃ意味はないのだけど──人が死ぬ時、その人間がため込んでいた全魔力が解放される。欠片はそれを直じかに吸収して今回の騒動を起こしたみたいね」

　と、今度はティナがレジニーへ問いかける。

「その欠片はどうしたのです？」

「もちろん昨日の間に王都へ戻したわ。今まで以上に厳しい魔術的結界を一ヶ月かけて張るみたい。王都中の上位魔術師ハイ・マジシヤンが集まっているわ」

　今まで以上に厳重に管理し、このようなことが二度と起こらないようにするためだろう。

　宮兎は溜ため息いきを吐ついて、昨日目覚めてからのレジニーとのやり取りを思い出す。

　せっかくだから自分の持っている黄金の欠片も彼女に押し付けたのだ。その時今度は唾だ液えきを渡す約束をしたのだが、頭が痛くなりそうだった。

「てか、ほんとに帰って！　俺の休日大切にして！」

「まあ、師匠。お見舞いなのですから師匠はゆっくりしてください」

「師匠って言うな！　てかお前らトランプで遊ぶんじゃねえよ！　ああ、セルフィさん！　お願いだからお昼からお酒飲まないで！　デスカント！　てめえも寝るんじゃねえよ！」

　今日のウサギ屋はいっそう騒がしく賑にぎやかになるだろう。

　今後も、そしてこれからも。

　明日もまた、宮兎の大きな声が異世界で響き渡る。




　──いらっしゃいませ！　ようこそ、１００ゴールドショップ『ウサギ屋』へ！








あとがき




　初めましての方は初めまして！　一巻から読んでくださっている読者の皆様はお久しぶりですね。猫ねこ之の宮みや折おり紙がみです。

　無事に「１００ゴールドショップ『ウサギ屋』」の二巻を発売することが出来ました。本当にありがとうございます。

　さて、さっそく二巻の内容について触れていこうかと思っておりますが、前回と同様にネタバレを含みますので、本編を読み終わってからあとがきをご覧ください。




　二巻ではなんといっても【精華のレジニー】の登場が読者の皆様にとっても衝しよう撃げき的てきだったのではないでしょうか？

　ＷＥＢ版でもあれやこれやと問題を起こすレジニー。手の焼ける子ほど可か愛わいいと言いますが、まさにその通りで作者の一番お気に入りのキャラクターでもあります。

　主人公とヒロイン達を襲おそう（意味深）のはレジニーのお決まりのパターンであり、一見ただのギャグ要員にも見えますが、重要な役割を担になっています。

　例えば【赤い影】の正体が宮みや兎とであると知っている数少ない登場人物です。宮兎が自ら正体を明かし、それだけ信用していた人物だったと分かりますが、宮兎もまさか心しん臓ぞうを狙ねらわれるような関係になるとは考えていなかったのでしょう。

　裏話をすると、当初レジニーはウサギ屋で働かせるアルバイト要員にするつもりでした。ですが、心臓がほしいほしいと言っている少女を同じ職場で働かせるのは流石さすがに無理があるだろうと今のような立ち位置になっています。どこからともなく現れ、主人公やヒロイン達を巻き込みながら物語を面白くしてくれる。我ながら無茶なことをさせていると思っています。

　他にも初登場のツバキやアルムント家の双子などもおりますが、紹介は省略させていただきます。ＷＥＢ版では今後活かつ躍やくする予定があります！　登場もちょくちょくしています！　気になる方はそちらをご覧ください。

「新商品開発部」では様々なアイテムを登場させてみました。

　様々な商品を創りたい気持ちはあるのですが、どうしても異世界では需じゆ要ようがない商品があったりしますので、なかなかに難しいです。

　今回気に入っている商品は【プチプチ危機一髪くん】です。私も緩かん衝しよう材ざいのプチプチが大好きで、小さい時は三十分間プチプチしていた記憶があります。

　思い出の品ですね。




　前回ラーメンについて語らせて頂くと言いましたので少しだけ……少しだけ書かせてもらいます。

　先日、東京へ行った時にラーメンをお昼ご飯にしました。その時「替え玉」がないことに衝撃を覚えました。

　え？　替え玉って全国にないの？　二杯目はどうするの？　などなど疑問が……。

　基本的に、一杯目はそのまま食べて、二杯目は紅ショウガや胡こ椒しようとゴマをトッピング、まだまだ胃袋に余裕があるのなら三杯目、四杯目と続くのですが、いやはや食べ過ぎだと怒られた経験もあります。悪気はないのですが、やはりラーメンは食べだすと止まらなくなりますね。

　……いや、あとがきって何を書けば良いか本当に分からないです。




　さてさて、最後になりますがこの場をお借りして担当編集者Ａ様、今回も可愛らしいキャラクターとアイテムを描いてくださった村むら上かみゆいち様、販売するまでに携たずさわってくださった多くの皆さま、一巻から続けてこの本を手に取ってくださった読者の皆様方への感謝の言葉を送らせてください。ありがとうございました！
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